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ハードウェアおよびソフトウェア要件 
表1 exacqVision システムのインストールに関するハードウェアおよびソフトウェア要件に

関する情報を示しています。 

名前 要件 

サーバー 最小サーバー要件については、https://www.exacq.com/products/vms_requirements.html を参照

してください。 

サーバーオペレーティングシステムと exacqVision ソフトウェアを専用のミラーリング済みオペ

レーティングシステム上にインストールします。 

本ストレージシステムは、サーバーのパフォーマンスを制限することがあります。本ストレージ

システムは、すべてのカメラからの最大読み取りおよび書き込みデータ量の 2 倍に対応できます

。壊滅的故障の可能性を低くするために、すべてのビデオストレージで RAID 5 または RAID 6 

を使用してください。 

停電時のデータの破損を避けるために、UPS 駆動型サーバーを使用してください。 

多様な同時 Web クライアントをホストする場合、CPU 要件が増加します。 

exacqVision サーバーアプリケーションは最大で 4 GB を必要とします。オペレーティングシス

テム、Web ホスティング、または他のサーバーアプリケーションは追加のメモリを必要とします

。 

定期的なビデオ録画を行う場合、エンタープライズレベルのハードドライブを使用してください

。 

オペレーテ

ィングシス

テム 

最小オペレーティングシステム要件については、https://www.exacq.com/products/vms_requirem

ents.html を参照してください。 

多数のエッジ装置が複数または動的なポート割り当てを使用するため、ポートブロックは行わな

いでください。 

ウイルス対策プログラムは、オペレーティングシステムと exacqVision ソフトウェアドライブの

みをスキャンできます。ドライブパフォーマンスの低下を避けるために、すべてのビデオストレ

ージ装置上でウイルススキャンを無効にしてください。 

自動更新を有効にしている場合、オペレーティングシステムの再起動時にお使いのサーバーは録

画を停止します。 

MAC アドレ

ス 

exacqVision ライセンスは MAC アドレスに基づいています。NIC チーミングまたは MAC アドレ

スを不明瞭にする他の構成が設定されたサーバーは、ライセンス MAC アドレスを提供するために

追加の USB ベースの NIC を必要とします。 

ネットワー

ク 

最も信頼性の高いシステムとパフォーマンスを実現するために、ネットワーク管理者は、以下の

ベストプラクティスを順守する必要があります。 

すべてのカメラに専用の VLAN および MIC ポートを使用してください。 

すべてのストレージネットワークに専用の VLAN および NIC ポートを使用してください。 

カメラとサーバー用の固定 IP アドレスを使用してください。ExacqVision クライアントは DHCP 

を使用できます。 

カメラとサーバー間のネットワーク容量が最大ビデオ速度の 2 倍になっていることを確認してく

ださい。 

サーバー/シッククライアントネットワークの速度が、すべての同時に表示されるカメラの最大合

計データ速度の 1.5 倍になっていることを確認してください。  

Web サービ

ス 

exacqVision のデフォルトの Web サービスは lighttpd です。接続が 11 個以上になると予想さ

れるシステムの場合は、Apache Web サービスにアップグレードしてください。詳細については、

https://www.exacq.com/kb/?kbid=34927 を参照してください。 

Web サービスは、サーバーハードウェア要件を増加させ、専用の Web サーバー上でのインストー

ルを必要とすることがあります。Web サービスの構成方法の詳細については、https://www.exacq

.com/kb/ を参照してください。 

表1.ハードウェアおよびソフトウェア要件 
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サーバー ソフトウェアのインストール 
サーバー ソフトウェアをインストールするには、以下の手順を実行します。 

1. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 Windows サーバーの場合は、最新のサーバーおよび Web サービスインストールソフ

トウェアを http://downloads.exacq.com/reseller/exacqVision.exe からダウンロードしま

す。 

 Linux サーバーの場合は、最新のサーバーおよび Web サービスインストールソフトウ

ェアを http://downloads.exacq.com/reseller/Ubuntu/Dapper/exacqVisionServer.deb から

ダウンロードします。 

2. 実行可能ファイルを実行してインストールウィザードを起動します。 

注記：実行可能ファイルを実行するには、管理者アカウントを使用する必要があります

。 

3. すべてのカメラの IP アドレス、ユーザー名、およびパスワードを構成します。詳細につ

いては、https://www.exacq.com/downloads/ev-ip-quickstart-0311.pdf で『

exacqVision IP Camera Quick Start Guide』を参照するか、カメラメーカーの指示ガイドを参

照してください。 

4. ping コマンドを使用して、各カメラの接続性をテストします。 

クライアントソフトウェアのインストール 
exacqVision クライアントソフトウェアをインストールするには、以下の手順を実行します

。 
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1. 最新のクライアントソフトウェアを 
https://downloads.exacq.com/downloads/exacqVisionClient.exe からダウンロードし

ます。 

2. 実行可能ファイルを実行してインストールウィザードを起動します。 

注記：実行可能ファイルを実行するには、管理者アカウントを使用する必要があります

。 

3. ping コマンドを使用して、サーバーとの接続性をテストします。 

注記：exacqVision クライアントがサーバーと通信できない場合は、ネットワーク管理者

に連絡してください。 

4. exacqVision ソフトウェアを起動します。 

5. [構成] ウィンドウで、ナビゲーションツリーから [システムの追加] を選択します。 

6. [システムの追加] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

7. ユーザー名とパスワードを [システム情報] 領域に入力します。 

8. [適用] をクリックします。 

注記：システムリスト表に接続済みというステータスと共に新しいサーバーが表示され

たら、初期サーバー構成は完了します。サーバーが接続していないのに、そのサーバー

の接続が手順 3 で確認された場合は、コンピューターのウイルス対策ソフトウェアがサ

ーバーの IP アドレスとポートをブロックしていないことを確認してください。 

9. exacqVision サーバー構成を起動します。 
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クライアントおよびサーバーアーキテクチャ 
exacqVsion ソフトウェアにはクライアントおよびサーバーアーキテクチャがあります。あら

ゆるコンピューターをクライアントまたはサーバーとして、あるいはクライアントとサーバ

ーの両方として構成できます。以下の定義はこれらの構成を定義しています。 

クライアント：クライアントコンピューターは、TCP/IP ネットワークを通じて別のコンピ

ューター上のリモートサービスにアクセスできます。exacqVision クライアントソフトウェ

アは、シッククライアントであり、Web ブラウザーはシンクライアントです。 

サーバー：サーバーコンピュータードライバーは、TCP/IP ネットワークを通じてクライア

ントコンピューターにサービスを提供します。exacqVision サーバーは、カメラからビデオ

を受信して保存したり、要求に応じて音声、ビデオ、およびデータをシッククライアントに

送信したりします。また、シンクライアント用の Web サーバーをホストできます。

exacqVision サーバーソフトウェアには、グラフィカルユーザーインターフェースがありま

せん。サーバーは、ハードウェアの制限内で複数のクライアントコンピューターに同時に接

続できます。 

クライアントとサーバー：クライアントおよびサーバー構成は、クライアントとサーバー

ソフトウェアを同時に操作します。クライアントソフトウェアは、localhost127.0.0 という

同様のループバック TCP/IP アドレスを使用してサーバーソフトウェアと通信できます。

exacqVision サーバーは、工場出荷時にクライアントおよびサーバー構成で設定されていま

す。 

システムのインストールチェックリスト 
表2では、新しい exacqVision システムをインストールするために実行する必要のある手順の

リストを確認できます。  

手順 作業 

ハードウェアのイン

ストール 

詳細については、表1.ハードウェアおよびソフトウェア要件および『ハードウェア・

クイックスタート・ガイド』を参照してください。 

ソフトウェアのイン

ストール 

詳細については、「サーバー ソフトウェアのインストール」、「 クライアントソフ

トウェアのインストール」、および「表1.ハードウェアおよびソフトウェア要件」を

参照してください。 

初期通信の確立 クライアントソフトウェアと exacqVision サーバーとの間で初期通信を確立する方

法の詳細については、サーバーのクイックスタートガイドを参照してください。 

IP カメラの設定 IP カメラの設定方法の詳細については、『IP Camera Setup Quick Start guide』を

参照してください。 

ユーザー名とパスワ

ードの設定 

ユーザー名とパスワードの設定方法の詳細については、『IP Camera Setup Quick St
art guide』を参照してください。 

表2.exacqVision システムをインストールするための必須のインストール手順  

http://www.exacq.com/
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Chapter 2. ご利用の前に 
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exacqVision ソフトウェアの概要 
すべての exacqVision サーバーには、以下のコンピューター管理者およびユーザーオペレー

ティングシステムアカウントが付属しています。 

 コンピューター管理者 

ユーザー名: admin 

パスワード：admin256 

 ユーザー 

ユーザー名：user 

パスワード：user5710 

ビデオ録画を開始したり、他のクライアントコンピューターと通信したりするために、サー

バーにログオンする必要はありません。exacqVision サーバーとして同じコンピューターか

ら、またはリモートコンピューターネットワークから実行できる、複数の exacqVision クラ

イアントから exacqVision サーバーにアクセスできます。 

最大の信頼性を得るために、ユーザーアカウント機能は exacqVision クライアントソフトウ

ェアの使用に制限されます。exacqVision サーバーのシャットダウンなどのすべてのサーバ

ー保守作業は、オペレーティングシステムの管理者アカウントへのログオンを必要とします

。各オペレーティングシステムユーザーアカウントは、別個の exacqVision クライアント設

定を持ちます。これらの設定には、ユーザー名、パスワード、およびネットワークアドレス

が含まれます。デフォルトで、ユーザーと管理者の両方のオペレーティングシステムアカウ

ントは、管理者アクセスを提供する設定を持ちます。 

サーバーへのログオン 
サーバーへの初回ログオン時に、以下の手順を実行します。 

1. 本システムへの不正なアクセスまたは変更を防ぐために、デフォルトのパスワードを変

更し、それらを安全な場所に記録してください。詳細については、「[ユーザー] ウィン

ドウ」を参照してください。 

2. サーバー上で新規ユーザーを設定します。新規ユーザーの構成方法の詳細については、

「[ユーザー] ウィンドウ」を参照してください。 

3. ユーザーの権限を制限したり、exacqVision サーバーに付属のオペレーティングシステム

ユーザーアカウントの exacqVision クライアント設定を変更したりしてください。詳細に

ついては、「[ユーザー] ウィンドウ」を参照してください。 
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メインウィンドウ 
exacqVision システムにはメインウィンドウが 3 つあります。これらのウィンドウの詳細に

ついては、「表3.メインウィンドウ」を参照してください。 

アイコン 名前 機能 

 

[ライブ] ウィ

ンドウ 

[ライブ] ウィンドウでは、ライブビデオを表示できます。[ライブ] ウィンド

ウを開くには、[ライブ] アイコンをクリックします。 

 

[検索] ウィン

ドウ 

[検索] ウィンドウでは、録画されたビデオを検索できます。[検索] ウィンド

ウを開くには、[検索] アイコンをクリックします。 

 

[構成（セット

アップ）] ウ

ィンドウ 

[構成（セットアップ）] ウィンドウで、管理者とパワーユーザーはサーバー

を構成できます。[構成（セットアップ）] ウィンドウを開くには、[構成（セ

ットアップ）] アイコンをクリックします。 

表3.メインウィンドウ 
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exacqVision クライアントウィンドウについて 
[exacqVision クライアントについて] ウィンドウでは、exacqVision クライアントソフトウェア

を更新し、新しいバージョンのソフトウェアを検索し、システムの使用方法に関する情報を

メーカーに送信することができます。詳細については、「表4.exacqVision クライアント

ウィンドウについて」を参照してください。 

名前 説明 

[更新を確認] ボタ

ン 

新しいソフトウェア更新がないかexacqVisionクライアントとサーバーを確認します

。 

システムが最新バージョンの exacVision ソフトウェアを実行している場合は、メッ

セージが出現します。[はい] をクリックします。 

新しいバージョンのクライアントソフトウェアが使用可能である場合、ダウンロード

処理が開始します。更新を完了するには、ダウンロードの完了後に、exacqVision ク

ライアントのすべてのインスタンスを閉じます。[はい] をクリックし、セットアッ

プウィザードに従います。 

サーバーソフトウェアの更新が利用可能かどうかを確認するには、ツールバーの[イ

ンジケータ]アイコンをクリックします。 

[更新を自動的に確

認] チェックボック

ス 

exacqVision クライアントおよびサーバー用の新しいソフトウェア更新について定期

的に検索し、新しいソフトウェア更新が利用可能になったときにユーザーに通知しま

す。新しいソフトウェア更新が利用可能になったとき、それは自動的にインストール

されません。  

[利用状況の統計を

送信] チェックボッ

クス 

カメラと exacqVision 機能の利用方法に関する匿名の機密でない情報をメーカーに

送信します。 

表4.exacqVision クライアントウィンドウについて 

exacqVision ヘルプ 
[ヘルプ] メニューで、オンラインヘルプにアクセスし、ログファイルをコンパイルし、新製

品の情報、サブスクリプション、および登録情報へのインターネットリンク、およびテクニ

カルサポートとナレッジベースリソースにアクセスできます。[ヘルプ] メニューにアクセス

するには、ツールバーで [ヘルプ] アイコンをクリックします。プラットフォームによっては

、オンラインヘルプは状況依存になります。  
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ログファイルのコンパイル  
ログファイルをコンパイルするには、以下の手順を実行します。 

1. ツールバーで、[ヘルプ] アイコンをクリックし、[サポート診断] を選択します。 

2. [サポート診断] ウィンドウで、[サーバー] メニューからサーバーを選択します。 

3. [インクルードファイル] 領域で、送信するファイルを選択します。 

4. [サーバーログ範囲] 領域で、日付と時刻の範囲を選択します。 

5. オプション。システム上でのカメラと exacqVision 機能の利用方法に関する匿名の機密で

ない情報をメーカーに送信するには、[利用状況の統計を送信] チェックボックスを選択

します。 

6. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 ログファイルをコンパイルするには、[保存] をクリックします。 

 ログファイルを添付してサポート要求フォームを投稿するには、[アップロード] を
クリックします。適切な情報を入力し、[電子メールフォームの送信] をクリックし

ます。 

 
図1.[サポート診断] ウィンドウ 

http://www.exacq.com/
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Chapter 3. システム構成 
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システム構成の概要 
[システム構成] セクションでは、サーバーをシステムに追加し、カメラと他の装置を構成し

、機能を適用できます。 

注記：S シリーズストレージサーバーの場合、ストレージ機能のみを利用できます。 

[システムの追加] ウィンドウ 
[システムの追加] ウィンドウでは、サーバーを手動で追加したり、検索によって追加したり

できます。[システムの追加] ウィンドウの機能の詳細については、 表5.[システムの追加] 

ウィンドウを参照してください。 

 
図2.[システムの追加] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

システムリスト 利用可能なサーバーのリストを表示します。 

サーバーを一時的に切断したり、再接続したりするには、そのサーバーのチェック

ボックスをオンまたはオフにします。 

[インポート]/[エクス

ポート] タブ 

構成済みのシステムリストを他の exacqVision クライアントと共有します。 

システムリストをインポートするには、ネットワークの場所または Web サイトを 

[手動インポート] 領域に入力し、[インポート] をクリックします。この処理は、

以前追加したシステムは削除しません。 

現在表示されているシステムリストをエクスポートするには、[エクスポート] を

クリックします。その後、そのファイルを別の exacqVision クライアントがアク

セスできる場所に保存できます。 

[システムの検索] タブ 検索してシステムに追加できる利用可能なサーバーのリストを表示します。 

表5.[システムの追加] ウィンドウ 
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システムの手動追加 

システムを手動で追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [システムリスト] ペインで、[新規] をクリックします。 

2. [システム情報] ペインで、システムのホスト名または IP アドレスを [ホスト名/IPアド

レス] フィールドに入力します。 

3. [ポート] フィールドにポート番号を入力します。デフォルトのポート番号は 22609 で
す。このポート番号は、お使いのネットワーク構成に必要な場合にのみ変更してくださ

い。 

4. 以下のいずれかのログオン方法を選択します。 

 シングルサインオンを使用する：このオプションは、exacqVision Enterprise でのみ使

用可能です。exacqVision Enterprise ユーザーの詳細については、「 [Enterprise ユーザ

ー] ウィンドウ」を参照してください。 

 常に資格情報を求める：このオプションでは、exacqVision クライアントを起動する

たびに、ユーザー名とパスワードを入力するよう求められます。 

 以下に入力された資格情報を使用する：このオプションでは、exacqVision クライア

ントの起動時に自動的にシステムにログオンします。 

5. exacqVision システムに接続するためにユーザー名とパスワードを入力します。 

6. 接続速度オプションを選択します。選択するオプションは、バッファに格納する音声の

量およびデフォルトのビデオマルチストリーミング速度を決定するのに役立ちます。 

7. [適用] をクリックします。 

検出されたシステムの追加 

注記：レコーダーを自動的に検出する exacqVision クライアントの場合、レコーダーは、

検索を実行する exacqVision クライアントと同じ IP サブネット上に存在している必要があ

ります。 

システムを検索によって追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [システムの検索] タブで、[IP アドレス範囲] チェックボックスを選択します。 

2. IP アドレス範囲を入力します。 

注記：4 桁の IP アドレス範囲のみを入力できます。 

3. [検索]  をクリックします。 

4. [システムの検索] タブで、追加するシステムを選択します。 

5. 自分の資格情報を入力します。 

注記：exacqVision Start で、クライアントは、一度に 1 つの exacqVision サーバーにのみ

接続できます。  
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システムリストの更新に関する自動検索の構成 

[システム] リストの更新について自動的に検索するように exacqVision クライアントを構成

するには、以下の手順を実行します。 

1. [インポート]/[エクスポート] タブで、[有効] を選択します。 

2. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 起動時のファイル：このオプションは、exacqVision クライアントの起動時に、指定

した場所から [システム] リストを自動的に読み込みます。 

 起動時の URL：このオプションは、exacqVision クライアントの起動時に、Web の場

所から [システム] リストを自動的に読み込みます。 

 ESM との同期：詳細については、「システムリストの ESM との同期」を参照してく

ださい。 

3. [URL] フィールドに URL を入力します。 

4. [適用] をクリックします。 

システムリストの ESM との同期 

ESM との同期は、exacqVision クライアントが常に Enterprise System Manager (ESM) と同じシ

ステムリストを使用することを保証します。ESM と同期するには、以下の手順を実行しま

す。 

1. [インポート]/[エクスポート] タブで、[有効] を選択します。 

2. [ESM との同期] を選択します。 

3. [URL] フィールドに、ESM システムの URL を入力します。 

4. 以下のいずれかのオプションを選択します。  

 シングルサインオンを使用する。 

 常に資格情報を求める。 

 以下に入力した資格情報の使用このオプションを選択した場合、有効な ESM ユーザ

ー名とパスワードを入力してください。 

5. [適用] をクリックします。 
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[システムの構成] ウィンドウ 
[システムの構成] ウィンドウでは、クライアントアプリケーションの基本的なシステムパラ

メータを設定できます。 

[システム] タブ 
[システム] タブでは、システムの名前を付けたり、他のシステムから設定をエクスポート/
インポートしたり、画像をインポート/エクスポートしたり、システムのライセンスを管理

したりできます。[システム] タブの機能の詳細については、「表6.[システムの構成] ウィ

ンドウの [システム] タブ」を参照してください。 

 
図3.[システムの構成] ウィンドウの [システム] タブ 

インターフェース要素 説明 

[ライセンス] ペイン システムのライセンス情報を表示します。 

ライセンスキーを生成するには、システムのプライマリネットワークアダプター

の MAC アドレスを使用します。 

ライセンスキーをオンラインで取得するには、販売業者に連絡し、そのシステム

の MAC アドレスを提示してください。その後、ライセンスキーを [ライセンス] 

フィールドに入力できます。ライセンスのない exacqVision サーバーは一度に 1 

つの IP 装置にしか接続できません。 

[永続的ライセンス] ペ

イン 

システムの永続的ライセンス情報を表示します。試用版ライセンスを永続的ライ

センスに対して適用している場合にのみ、[永続的ライセンス] ペインを表示でき

ます。システムライセンスの有効期限が切れている場合、永続的ライセンスは自

動的に再適用されます。 

[システム ID] ペイン [システム ID] ペインを使用して、サーバー検索を絞り込むために使用できるメ

タデータフィールドを作成し、編集することができます。 

メタデータフィールドを追加するには、[＋] アイコンをクリックし、対応するフ

ィールドに情報を入力し、[適用] をクリックします。 

[設定] ペイン 災害または動作不良からの回復のために、[インポート] をクリックして設定を U

SB またはネットワークドライブにエクスポートできます。 

設定を復元したり、別のシステムからインポートしたりするには、[インポート] 

をクリックします。 

[国際文字] ペイン カメラおよびサーバー情報の入力時に国際文字を表示するには、[有効にする] を

クリックし、情報を読み、[はい] をクリックします。 

サーバー上でこの操作を無効にすることはできないため、古いバージョンの exac

qVision クライアントでは国際文字が不適切に表示されることがあります。 

[システム情報] ペイン システムハードウェアに関する情報を表示します。 

表6.[システムの構成] ウィンドウの [システム] タブ 
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ライセンスのインポート 

ライセンスをインポートするには、以下の手順を実行します。 

1. [ライセンス] 領域で [インポート] をクリックします。 

2. [ファイルから] または [exacq.com から] を選択します。 

3. [適用] をクリックします。 

[日付/時刻] タブ 
[日付/時刻] タブで、システムのサーバーの日付/時刻設定を編集できます。[日付/時刻] タ
ブの詳細については、「表7.[システムの構成] ウィンドウの [日付/時刻] タブ」を参照してく

ださい。 

 
図4.[システムの構成] ウィンドウの [日付/時刻] タブ 

インターフェース要素 説明 

[時刻と日付] 領域 サーバーの時刻と日付を表示します。 

[タイムゾーン] 領域 サーバーのタイムゾーンと夏時間 (DST) を表示します。 

[タイムサーバー] 領域 インターネットアクセスを備えたシステムの場合、[タイムサーバーを有効にする] 

を選択し、有効なインターネットタイムサーバーを [タイムサーバー] フィールド

に入力します。 

インターネットアクセスを備えていないシステムの場合、[タイムサーバーを有効

にする] を選択し、内部のタイムサーバーを [タイムサーバー] フィールドに入力

します。   

システムのタイムサーバーの詳細については、ネットワーク管理者に問い合わせて

ください。 

[IP カメラタイムサー

バー] 領域 

ネットワーク上の IP カメラを exacqVision サーバー以外のタイムサーバーと同

期させるには、[上書きを有効にする] を選択し、[IP カメラタイムサーバー] 領

域にサーバーアドレスを入力します。 

表7.[システムの構成] ウィンドウの [日付/時刻] タブ 
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[ネットワーク] タブ 
[ネットワーク] タブでは、ネットワーク設定を構成し、帯域幅制限を調整し、IP 再接続時間

を設定することができます。[ネットワーク] タブの機能の詳細については、「表8.[システ

ムの構成] ウィンドウの [ネットワーク] タブ」を参照してください。 

注記：ネットワークインターフェースカード（NIC）を備えた Linux システムの場合、サ

ーバーのドメインネームシステム（DNS）はシステム内のすべての NIC で同様になりま

す。1 つの NIC の DNS を変更すると、システム内のすべての NIC の DNS が変更されます

。 

 
図5.[システムの構成] ウィンドウの [ネットワーク] タブ 
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インターフェース要素 説明 

[インターフェース] 

ペイン 

ネットワークインターフェース接続オプションのリストを表示します。複数の NIC 

のあるシステムは、リストで 2 つ以上のインターフェースエントリを持ちます。

両方のネットワークインターフェースは、カメラを検出したり、カメラの接続に使

用したりできます。また、すべてのネットワークトラフィックと目的のために 1 

つのインターフェースを使用できます。 

exacqVision クライアント、Web クライアント、および他のカメラ以外のユーザー

を企業ネットワークに接続するには、[管理ポート] ネットワークを使用します。

カメラのみを使用する場合は、[データポート] ネットワークを使用してください

。 

[インターフェース構

成] ペイン 

ネットワーク上のどこかで実行される DHCP サービスによって exacqVision シス

テムを構成するには、[ネットワーク構成] 領域で [動的] を選択します。[動的] 

を選択すると、[IP アドレス]、[ネットマスク]、[ゲートウェイ]、および [プラ

イマリ DNS] フィールドは自動的に設定されます。 

2 次DNSアドレスを構成するには、追加DNSアドレスの追加を参照してください。 

静的 IP によって exacqVision システムを構成するには、[静的] を選択します。 

ネットワークタイムサービスを受信するには、ゲートウェイとプライマリ DNS を

構成する必要があります。 

2 つ以上のネットワークインターフェースが利用可能である場合、インターフェー

スを結合することができます。 

[DHCP サーバーを有効

にする] チェックボッ

クス 

任意のネットワークインターフェースの DHCP サービスを起動するには、[DHCP サ

ーバーを有効にする] チェックボックスをオンにします。このオプションを選択す

る前に、他の DHCP サーバーがネットワークセグメント上にないことを確認してく

ださい。[DHCP サーバーを有効にする] チェックボックスを選択した後、データネ

ットワークインターフェースを使用して、このネットワーク上でカメラを設定でき

ます。 

[リモートクライアン

ト帯域幅制限] ペイン 

帯域幅制限を調整します。帯域幅制限の詳細については、「[帯域幅] タブ」を参

照してください。 

帯域幅制限を調整するには、[帯域幅制限] タブをクリックします。 

[IP 再接続] ペイン IP 再接続時間を設定します。IP 再接続は、exacqVision システムが、exacqvisio

n サーバーとの接続を失った IP カメラとの再接続を試行する秒単位の時間です。

デフォルト値は 300 秒です。この値を低く設定すると、ネットワーク上でカメラ

接続のトラブルシューティングを行う場合に役立ちます。ただし、この値を低く設

定すると、ネットワークトラフィックと不要なログエントリが増加します。   

IP 再接続時間を設定するには、[秒] リストから目的の秒数を選択し、[適用] を

クリックします。 

表8.[システムの構成] ウィンドウの [ネットワーク] タブ 

ネットワーク接続の構成 

ネットワーク接続を構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [インターフェース] リストから、ネットワーク接続を選択します。 

2. [ネットワーク構成] 領域で、ネットワーク構成の種類を選択します。ネットワーク構成

の種類の詳細については、「表8.[システムの構成] ウィンドウの [ネットワーク] タブ」を

参照してください。 

3. [適用] をクリックします。 
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追加DNSアドレスの追加 

追加のDNSアドレスを追加するには、次の手順を実行します。 

1. [ネットワーク構成]領域で、[詳細DNS]をクリックします。 

2. [詳細DNSの設定]ウィンドウで、DNSアドレスを入力します。 

3. [追加] をクリックします。 

4. オプション。[矢印]アイコンを使ってDNSアドレスに優先順位を付けます。 

5. [OK] をクリックします。 

Una システム 

[ネットワーク] タブの [システムの構成] ウィンドウに、Una システム用の追加のオプション

があります。これらの追加のオプションの詳細については、「表9.[ネットワーク] タブの

[インターフェース] ペイン」を参照してください。Una システムの詳細については、『LC-
Series Una Server guide』および『M-Series Una Server guide』を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[インターフェース] ペ

イン 

IP アドレスのリストを表示します。 

Una システム内の PoE ポートは、独自のイーサネットインターフェースであり、

独自の IP アドレスを持ちます。Una システムの PoE ポートの IP アドレスを表

示するには、[個々の PoE アダプターを表示] チェックボックスを選択します。 

IP 範囲を変更するには、[インターフェース] リストから [すべての PoE アダプ

ター] を選択します。その後、[インターフェース構成] 領域で、[すべてを構成] 

フィールドの 3 つの組み込み範囲から選択できます。exacqVision システムは、

ローカルエリア接続と競合する可能性のある範囲の値は表示しません。 

表9.[ネットワーク] タブの[インターフェース] ペイン 
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[Active Directory/LDAP] タブ 
[Active Directory/LDAP] タブでは、ディレクトリサービス設定を変更できます。[Active 
Directory/LDAP] タブには exacqVision Enterprise を使用してのみアクセスできます。詳細につ

いては、https://www.exacq.com/downloads/LDAP/index.html を参照してください。[Active 
Directory/LDAP] タブの機能の詳細については、「表10.[システムの構成] ウィンドウの 

[Active Directory/LDAP] タブ」を参照してください。 

 
図6.[システムの構成] ウィンドウの [Active Directory/LDAP] タブ 

インターフェース要素 説明 

[ディレクトリサービ

スを有効にする] チェ

ックボックス 

ディレクトリサービス設定を変更します。 

[ポート] フィールド ポート番号を変更するには、ポート番号を [ポート] フィールドに入力します。デ

フォルトのポート番号は 389 です。  

[SSL を使用] チェッ

クボックス 

LDAPS (LDAP over Secure Sockets Layer (SSL)) を通じてポート 636 を使用する

には、[SSL を使用] チェックボックスを選択します。 

[SPN の作成の許可] 

チェックボックス 

LDAP サーバーによってサービスプリンシパル名 (SPN) を作成するには、[SPN の

作成の許可] チェックボックスを選択します。LDAP サーバーが作成する名前が [S

PN] フィールドに表示されます。 

[ローカルユーザーア

カウントを有効にする

] チェックボックス 

exacqVision サーバーにローカルユーザーアカウントを付与するには、[ローカル

ユーザーアカウントを有効にする] チェックボックスを選択します。 

[検索項目の制限] リ

スト 

システムが検索で返すことができる項目の最大数を指定します。 

[検索タイムアウト] 

リスト 

サーバーが LDAP 検索からの応答を待機する秒数を選択するには、[検索タイムア

ウト] チェックボックスを選択します。 

[照会に従う] チェッ

クボックス 

LDAP が照会に対応している場合、[照会に従う] チェックボックスを選択して照会

に対応できます。  

[Active Directory ユ

ーザーの無効化] チェ

ックボックス 

バインド DN アカウントでログオンアカウントエラーの発生数が多過ぎると、LDAP 

サーバーで判断された場合、[Active Directory ユーザーの無効化] チェックボッ

クスを選択して、LDAP サーバーのロックアウト機能を有効にします。 

[AD/LDAP の照会] ボ

タン 

接続性をテストし、LDAP サーバーを照会します。 

表10.[システムの構成] ウィンドウの [Active Directory/LDAP] タブ 
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ディレクトリサービス設定の変更 

ディレクトリサービス設定を変更するには、以下の手順を実行します。 

1. [Active Directory/LDAP] タブで、[ディレクトリサービスを有効にする] チェックボッ

クスを選択します。 

2. LDAP サーバーの IP アドレスまたはホスト名を [ホスト名/IP アドレス] フィールドに入

力します。 

3. [スキーマ] リストから [LDAP スキーマ] を選択します。 

4. LDAP サーバーのパスワードを [パスワード] フィールドに入力し、次に [確認] フィール

ドでパスワードを確認します。 

5. [適用] をクリックします。 

[ウォッチドッグタイマー] タブ 
[ウォッチドッグタイマー] タブには、工場出荷時にインストール済みのウォッチドッグタイ

マーに関する情報が表示されます。ウォッチドッグタイマーは、コンピューターが正常に動

作しなくなったときにシステムを再起動したり、カードをキャプチャしたりできます。 

注記：[ウォッチドッグタイマー] タブ上の情報は構成できません。 

 
図7.[システムの構成] ウィンドウの [ウォッチドッグタイマー] タブ 
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[ハードウェア監視] タブ 
[ハードウェア監視] タブには、システムの電圧、温度、およびファン速度に関する情報が表

示されます。システムが監視しているパラメーターの最小値または最大値に達した場合、[
ステータス] 領域のメッセージが [アラーム] に変わります。 

 
図8.[システムの構成] ウィンドウの [ハードウェア監視] タブ 
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[更新] タブ 
[更新] タブでは、exacqVision サーバーで実行されている現在のソフトウェアバージョンを表

示し、exacqVision サーバーソフトウェアをリモートで更新できます。[更新] タブの機能の詳

細については、「表11.[システムの構成] ウィンドウの [更新] タブ」を参照してください。 

 
図9.[システムの構成] ウィンドウの [更新] タブ 

インターフェース要素 説明 

[ソフトウェア情報] 

ペイン 

exacqVision サーバーで実行されている現在のソフトウェアバージョンに関する情

報を表示します。 

[更新状態] 領域では、更新の進行状況とそれが成功したのか、失敗したのかを追

跡します。 

[前回の状態] 領域には、前回の更新に関する情報が表示されます。 

[詳細オプションを表

示] チェックボックス 

[詳細オプション] ウィンドウを開きます。 

[場所] フィールド サーバーがインターネット経由で excaqVision サーバーソフトウェアをダウンロ

ードするために使用できる evFileInfo.txt ファイルの場所を見つけるには、[場

所] フィールドの横にある [参照] ボタンをクリックします。 

evFileInfo.txt ファイルには URL 情報が含まれています。これにより、exacqVis

ion クライアントは exacqVision サーバーと通信して、接続し、インターネット

経由で exacqVision ソフトウェアをダウンロードします。evFileInfo.txt ファイ

ルを持っている場合、exacqVision クライアントおよびサーバーがインターネット

に接続していることを確認してから、ソフトウェアを更新してください。exacqVis

ion インストーラーを他のコンピューター上にダウンロードし、exacqVision シス

テムを手動でコピーすることもできます。 

[更新を確認] ボタン [バージョン] リストから利用可能な最新のソフトウェアバージョンを表示します

。 

[利用状況の統計を送

信] チェックボックス 

カメラと exacqVision 機能の利用方法に関する匿名の機密でない情報をメーカー

に送信します。 

[詳細を確認] ハイパ

ーリンク 

Web ブラウザーで [プライバシー方針] ページを開きます。 

表11.[システムの構成] ウィンドウの [更新] タブ 
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リモート更新 

リモート更新の場合、exacqVision サーバーと exacqVision クライアントの両方でインターネ

ット接続が必要です。サーバーとクライアントがインターネットに接続できない場合、ライ

センスファイルをポータブルメディア装置にコピーし、www.exacq.com で [サポートとダウ

ンロード] タブの [オフラインソフトウェア更新パッケージユーティリティ] を選択してライ

センスを更新できます。  

exacqVision サーバーソフトウェアのリモートでの更新 

サーバー ソフトウェアをリモートで更新するには、以下の手順を実行します。 

注記：利用可能な exacqVision サーバーソフトウェアリリースは、システムのライセンス

とサブスクリプションの状態によって異なります。 

1. [更新] タブで、[更新の確認] を選択します。 

2. [バージョン] リストから、ソフトウェアバージョンを選択します。 

3. [更新] をクリックします。 

注記：更新中、exacqVision システムは録画を数分間停止します。更新の完了時に、シス

テムは自動的に録画を開始します。 
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[発信接続] タブ 
[発信接続] タブでは、exacqVision Enterprise System Manager (ESM) や exacqCloud など、システ

ムネットワークの範囲外のサービスに接続できます。 

 
図10.[システムの構成] ウィンドウの [発信接続] タブ 

システムのネットワークの範囲外のサービスへの接続 

システムのネットワークの範囲外のサービスに接続するには、以下の手順を実行します。 

1. [発信接続] タブで、[有効] チェックボックスを選択します。 

2. サービスのアドレスを入力します。 

注記ドメイン名を [アドレス] フィールドに入力した場合、exacqVision サーバーが自動

的にシステムのシリアル番号を付加し、そのシステムを識別します。 

3. [適用] をクリックします。 

システム上での複数の接続の構成 

システム上で複数の接続を構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [発信接続] タブで、[詳細構成を表示] チェックボックスを選択します。 

2. [新規] をクリックします。 

3. アドレスとポート番号を入力します。 

4. [有効] チェックボックスを選択します。 

5. [適用] をクリックします。 

注記：この手順を利用して、接続用のポートを構成することもできます。 
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[帯域幅] タブ 
[帯域幅] タブで、帯域幅制限プロファイルを作成できます。帯域幅制限は、exacqVision サー

バーとリモートの exacqVision クライアントコンピューターとの間の発信ネットワークスル

ープットを制限します。帯域幅制限プロファイルは、システム内のすべての NIC に適用され

ます。  

注記：[帯域幅] タブは、exacqVision Professional と exacqVision Enterprise でのみ利用でき

ます。exacqVision Enterprise では、複数の帯域幅制限プロファイルを作成できます。 

 
図11.[システムの構成] ウィンドウの [帯域幅] タブ 
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帯域幅制限プロファイルの作成 

帯域幅制限プロファイルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [帯域幅] タブで、[詳細構成を表示] チェックボックスを選択します。 

2. [データ転送速度] リストから、制限するスループットの範囲を選択します。 

3. [帯域幅制限] リストから、1 ～ 512 までの範囲を選択します。 

4. [名前] フィールドに、プロファイルの名前を入力します。デフォルト名が作成されます

。 

5. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 すべてのリモートクライアントアクセス：このオプションは、リモートで接続する

クライアントの帯域幅を制限します。 

 WAN クライアントアクセス：このオプションは、exacqVision サーバーと同じサブネ

ット上にないすべての WAN クライアントの帯域幅を制限します。 

 定義済みの IP 範囲：このオプションは、帯域幅を特定の IP 範囲に制限します。[定義

済みの IP 範囲] を選択した場合、IP 範囲を入力し、[追加] をクリックします。 

6.  [スケジュール] 領域で、曜日を選択します。 

7. [間] または [前日] を選択してから、開始および終了時間を選択します。 

8. [適用] をクリックします。  

注記：複数の帯域幅プロファイルを作成する場合、IP 範囲または時間が重複しないよう

にしてください。サーバーは常に、[IP 範囲] または時間リストの最初のエントリを実

行します。 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  38 / 197 2018年3月16日 
 

 [セキュリティ] タブ 
[セキュリティ] タブでは、セキュリティ設定をユーザーアカウントに適用したり、ユーザー

のアクセススケジュールを作成または変更したり、セカンドレビューアー機能を構成したり

できます。セカンドレビューアー機能は、一部のライブビデオを表示したり、一部の録画さ

れたビデオを検索したりするために必要です。 

注記：セカンドレビューアー機能は、デフォルトで非表示になっており、使用するには

特定の構成ファイルが必要になります。このファイルを入手するには、以下のリンクを

利用して exacq サポートに連絡してください。https://exacq.com/support/form/ 

 
図12.[システムの構成] ウィンドウの [セキュリティ] タブ 

ユーザーロックアウト試行回数制限の設定 

ユーザーロックアウト試行回数制限を設定するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーセキュリティ] ペインで、[ユーザーロックアウト] 領域の [有効にする] チェ

ックボックスを選択します。 

2. [試行回数] フィールドに、ユーザーがシステムからロックアウトされるまでに与えられ

る、パスワードの入力試行回数を入力します。 

3. [適用] をクリックします。 

ユーザーロックアウトリセット時間の設定 

ユーザーロックアウトリセット時間を設定するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーセキュリティ] ペインで、[ログインロックアウト自動リセットを有効にする] 
チェックボックスを選択します。 

2. [分] フィールドから、リセットされるまでに、ユーザーをシステムからロックアウトす

る時間を選択します。 

3. [適用] をクリックします。 
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非アクティブロックアウト時間の設定 

非アクティブロックアウト時間を設定するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーセキュリティ] ペインで、[非アクティブロックアウトを有効にする] チェック

ボックスを選択します。 

2. [日数] フィールドに、ユーザーがシステムからロックアウトされるまでにシステム上で

非アクティブな状態でいられる日数を入力します。 

3. [適用] をクリックします。 

アクセススケジュール 
[システムの構成] ウィンドウの [セキュリティ] タブで、1 人以上のユーザーに適用できる

アクセススケジュールを作成したり、変更したりできます。 

新しいアクセススケジュールの作成 

アクセススケジュールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [アクセスのスケジュール] ペインで、[＋] アイコンをクリックします。 

2. [スケジュール名] フィールドに、スケジュールの名前を入力します。 

3. 日数を選択し、ユーザーにアクセス権を与える期間の開始および終了時間を選択します

。 

4. [適用] をクリックします。 

アクセススケジュールの変更 

アクセススケジュールを変更するには、以下の手順を実行します。 

1. [アクセスのスケジュール] ペインで、[スケジュールの選択] リストから変更するスケジ

ュールを選択します。 

2. 日数を選択し、ユーザーにアクセス権を与える期間の開始および終了時間を選択します

。 

3. [適用] をクリックします。 
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セカンドレビューアー機能の構成 
セカンドレビューアー機能を構成するには、以下の手順を実行します。 

注記：セカンドレビューアー機能は、exacqVision Web サービスに対応していません。 

1. [設定] ペインの [システム] タブで、[インポート] をクリックします。 

2. [セキュリティ] タブで、[有効にする] チェックボックスを選択します。 

3. [必要] 領域で、セカンドレビューアー機能を必要とする機能を選択します。 

4. [1 つ目のパスワード] フィールドには、最初のユーザーがパスワードを入力し、[確認] 
フィールドにそのパスワードを再び入力します。 

5. [2 つ目のパスワード] フィールドには、2 人目のユーザーがパスワードを入力し、[確

認] フィールドにそのパスワードを再び入力します。 

6. [適用] をクリックします。exacqVision クライアントは、セカンドレビューアー機能を必

要とする作業をユーザーが実行する場合、両方のパスワードを要求します。 

注記：セカンドレビューアー機能を構成すると、アーカイブ、自動エクスポートジョブ

、および電子メール通知添付ファイル機能は無効になります。 
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[IP カメラの追加] ウィンドウ 
[IP カメラの追加] ウィンドウを使用して、IP カメラと装置をシステムに追加したり、システ

ムから削除したりできます。[IP カメラの追加] ウィンドウを開く方法の詳細については、「

[IP カメラの追加] 」を参照してください。 

[IP カメラの追加] ウィンドウの表示 
[IP カメラの追加] ウィンドウを開くには、以下の手順を実行します。 

1. ツールバーの [構成（セットアップ）ウィンドウ] アイコンをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから目的のサーバーを展開します。 

3. [システムの構成] ノードを展開し、[IP カメラの追加] を選択します。 

 
図13.[IP カメラの追加] ウィンドウ 

[IP カメラリスト] ペイン 
表12では、[IP カメラの追加] ウィンドウの [IP カメラリスト] ペインの機能に関する情報を確

認できます。 

インターフェース要素 説明 

[有効] 列 カメラがアクティブであるかどうかを定義します。有効にできるカメラの数は、ライセン

スの制限によって決まります。 

[プロトコル] 

列 

https 接続を利用してカメラを接続できるかどうかを定義します。緑色のロックが表示さ

れている場合、そのカメラは https を利用して接続できます。 

[アドレス] 列 カメラの IP アドレスを表示します。 

[メーカー] 列 カメラのブランドを表示します。 

[モデル] 列 カメラのモデル番号を表示します。 

[MAC] 列 カメラの MAC アドレスを表示します。 

[ファームウェ

ア] 列 

カメラが使用するファームウェアのバージョンを表示します。 

[状態] 列 カメラの接続状態を表示します。 

接続の数と必要な接続の数を表示するには、カメラの状態の上にカーソルを置きます。 

[ログの表示] 

ボタン 

直前 10 分間のシステムログメッセージを表示します。ログメッセージを表示するには、

カメラを選択し、[ログの表示] をクリックします。 

[削除] ボタン カメラをサーバーから削除するには、カメラを選択し、[削除] をクリックします。 

表12.[IP カメラリスト] ペイン 
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カメラの手動追加 
カメラを手動で追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [IP カメラの追加] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [IP カメラ情報] ペインで、[機器タイプ] リストから機器を選択します。 

3. カメラの IP アドレスを [ホスト名/IP アドレス] フィールドに入力します。 

4. [ユーザー名] フィールドに、ユーザー名を入力します。 

5. [パスワード] フィールドに、パスワードを入力します。パスワードを確認するために、

[パスワードの確認] フィールドにそのパスワードを再び入力します。 

6. カメラに接続し、カメラの構成を保存するために、[適用] をクリックします。 

[IP カメラ情報] ペイン 
[IP カメラ情報] ペインを使用して、カメラを [IP カメラ] リストに手動で追加したり、カメラ

にオンラインでアクセスしたり、カメラの接続状態とその接続時間を表示したりできます。

詳細については、「表13.[IP カメラ情報] ペイン」を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[機器タイプ] フィー

ルド 

機器のドライバータイプを定義します。 

最適な性能を得るために、メーカー固有のドライバーを選択してください。メーカ

ーのドライバーが入手できない場合、機器が ONIF 準拠であるときは、ONVIF を選

択します。  

RTSP 準拠のカメラはビデオしかストリーミングできません。これらのカメラは、

動作検知またはカメラ構成データはストリーミングできません。 

[プロトコル] リスト カメラ接続のリストを表示します。デフォルトオプションは [HTTPS（利用可能な

場合）] です。[プロトコル] リストは、[機器タイプ] から https 接続をサポー

トするカメラを選択した場合にのみ利用可能になります。 

[状態] 領域 カメラの接続状態とトラブルシューティング情報を表示します。 

[詳細の表示] チェッ

クボックス 

[IP カメラ情報] ペインに接続状態の短い説明を表示します。 

[状態の時間] 領域 前回受信された接続状態の時間を表示します。  

[カメラ Web サイト] 

領域 

Web ブラウザー内でカメラの IP アドレスを開くリンクを表示します。カメラをオ

ンラインで開くには、そのカメラが exacqVision クライアントと同じネットワー

クサブネット上に存在している必要があります。 

表13.[IP カメラ情報] ペイン 

[IP カメラの検索] タブ 
[IP カメラの検索] タブは、サポートされている IP カメラを exacqVision サーバーネットワー

ク上で検索します。IP カメラが [IP カメラの検索] タブに表示されない場合、カメラに直接接

続するか、またはメーカーの検出ツールを使用して、その構成を確認してください。カメラ

の構成の確認方法の詳細については、『ExacqVision IP Camera Quickstart Guide』を参照してく

ださい。 
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検索によるカメラの追加 
カメラを [IP カメラ] リストに追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [IP カメラの検索] タブで、追加するカメラを選択します。 

注記IP カメラを変更する場合に、カメラが [IP カメラの検索] タブに表示されていない

ときは、[ネットワークの再スキャン] をクリックします。  

2. [選択した項目を削除] をクリックします。 

3. ユーザー名とパスワードを入力します。 

4. [OK] をクリックします。 

[IP カメラのアドレス指定] タブ 
[IP カメラのアドレス指定] タブでは、カメラの IP アドレスを変更できます。[IP カメラのア

ドレス指定] タブは、この機能をサポートするカメラプラグイン、または同じ IP アドレスを

持つ複数のカメラがある場合にのみ利用可能になります。www.exacq.com では、この機能を

サポートするカメラプラグインは [EasyConnect] を表示します。[IP カメラのアドレス指定] 
タブの機能の詳細については、 表14.[IP カメラのアドレス指定] タブの [ネットワークイ

ンターフェース] ペイン、表15.[IP カメラのアドレス指定] タブの [カメラ構成] ペイン

、および 表16.[IP カメラのアドレス指定] タブの [カメラ] ペインを参照してください

。 

インターフェース要素 説明 

[ネットワークインター

フェースカード] リス

ト 

NIC を選択するには、[ネットワークインターフェース] ペインの上部にある [ネ

ットワークインターフェースカード] リストを使用します。 

 

[構成] リンク NIC 構成を表示または変更するには、[構成] をクリックします。 

表14.[IP カメラのアドレス指定] タブの [ネットワークインターフェース] ペイン 

インターフェース要素 説明 

[IP 構成] 領域 変更しない IP アドレスを機器に割り当てるには、[静的] を選択します。 

変更できる IP アドレスを機器に割り当てるには、[動的] を選択します。 

[使用されているアドレ

ス] 領域 

[IP カメラ] リストで選択しているカメラの数を表示します。利用可能なアドレス

の数は、IP アドレスとネットマスクによって決まります。アドレスが他の機器に

よりすでに利用されている場合、それらのアドレスは [省略] として表示されます

。カメラの数は、アドレスの数よりも多くすることはできません。 

[使用されているアドレス] 領域を表示するには、[IP 構成] 領域で [静的] を選

択します。 

[グリッドに適用] ボタ

ン 

[IP 構成および使用されているアドレス] 領域の設定を [IP カメラのアドレス指

定] タブ内のカメラに適用します。 

表15.[IP カメラのアドレス指定] タブの [カメラ構成] ペイン 

インターフェース要素 説明 

[割り当て済みアドレス

] 列 

[カメラ構成] 領域で IP 構成タイプを選択すると、新しい IP アドレスが表示さ

れます。 

[状態] 列 IP アドレスの変更の進行状況を表示します。 

[再スキャン時間] 領域 自動再スキャンが発生する時間を表示します。 

表16.[IP カメラのアドレス指定] タブの [カメラ] ペイン 
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 [カメラインポート] タブ 
[カメラインポート] タブで、カメラを exacqVision サーバーにインポートできます。[カメラ

インポート] タブの機能の詳細については、表17 を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[CSV にヘッダーを含む

] チェックボックス 

インポートするデータにヘッダー行がある場合、[CSV にヘッダーを含む] チェッ

クボックスを選択します。 

[デフォルト機器タイプ

の設定] リスト 

[デフォルト機器タイプの設定] リストを使用して、お使いのファイル内の各行の

機器タイプを手動で選択できます。 

表17.[IP カメラの追加] ウィンドウの [カメラインポート] タブ 

exacqVision サーバーへのカメラのインポート 

カメラを exacqVision サーバーにインポートするには、以下の手順を実行します。 

1. [IP カメラの追加] ウィンドウで、[カメラインポート] タブを選択します。 

2. オプション。CSV ファイル内のデータにヘッダー行がある場合、[CSV にヘッダーを含

む] チェックボックスを選択します。 

3. [インポート] をクリックします。 

4. インポートするデータファイルを選択します。 

5. [機器タイプ] リストから、機器を選択します。 

6. [選択した項目を削除] をクリックします。 

注記：[カメラインポート] タブ内の列を自動的に追加しない場合、列ヘッダーを手動で

入力できます。 

カメラの IP アドレスの変更 
カメラの IP アドレスを変更するには、以下の手順を実行します。 

1. [IP カメラ] リストから、カメラを選択します。 

2. [カメラ構成] 領域で、構成の種類を選択します。IP 構成の種類の詳細については、「表

15.[IP カメラのアドレス指定] タブの [カメラ構成] ペイン」を参照してください。 

注記：[静的] を選択した場合、[IP アドレス範囲] フィールドを変更します。  

3. [グリッドに適用] をクリックします。 

4. [適用] をクリックします。 

注記：1 台のカメラの IP アドレスを変更すると、新しい IP アドレスを [IP カメラ] 

リストに追加するように求められます。2 つ以上の IP アドレスを変更すると、ビデオ

の録画用の [スケジュール] ウィンドウを開くように促されます。 
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[カメラ録画] ウィンドウ 
[カメラ録画] ウィンドウでは、ビデオを録画するように IP カメラを構成し、カメラの録画設

定を構成することができます。 

 
図14.[カメラ録画] ウィンドウ 

[カメラの録画] ウィンドウの [フィルター] ペインには、サーバー内のカメラの分類されたリ

ストが表示されます。これにより、[カメラ] ペインに表示されるカメラが決まります。[カ
メラ] ペインの機能の詳細については、「表18.[カメラ] ペイン」を参照してください。  

インターフェース要素 説明 

[フィルター] フィール

ド 

[カメラ] リストを検索するには、関連する情報を [フィルター] フィールドに入

力します。いずれかの情報が [カメラ] リストの情報と一致した場合、一致した情

報と共にカメラの入力内容が表示されます。 

[カメラ] リスト [フィルター] ペインで選択したすべてのカメラを表示します。 

列を表示したり非表示にしたりするには、列を右クリックし、列名を選択します。

[カメラ名] 列と [録画設定] 列は非表示にはできません。 

[有効] 列によって、録画するようにカメラが設定されるかどうかが決まります。

デフォルトで、システムは信号を検出すると、録画するようにカメラを設定します

。カメラの録画を無効にするには、カメラのチェックボックスをオフにします。 

https 接続を使用してカメラをシステムに接続できる場合、緑色のロックのアイコ

ンが [プロトコル] 列に表示されます。 

[エクスポート] ボタン [カメラ] リストの csv ファイルをエクスポートします。 

表18.[カメラ] ペイン 
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複数のカメラへの構成設定の適用 
構成設定を複数のカメラに適用するには、以下の手順を実行します。 

1. [カメラ] リストの左側で、目的のカメラのチェックボックスを選択します。 

2. [構成] ペインで、カメラに適用する構成設定の横にあるチェックボックスを選択します

。 

注記：設定のリストが灰色になっている場合、その設定は、選択したすべてのカメラに

対して利用できません。  

3. [構成設定] リストからパラメーターを選択します。 

注記：リストのオプションは、カメラのモデルとメーカーによって異なります。リスト

が表示されない場合、1 つ以上のカメラが設定をサポートしていません。 

4. [カメラグリッドに適用] をクリックします。 

アナログカメラ録画 
アナログの [カメラ録画] ウィンドウでは、録画設定を構成し、ビデオを録画するようにアナ

ログカメラを構成できます。 

インターフェース要素 説明 

[フィルター] フィール

ド 

[カメラ] リストを検索するには、関連する情報を [フィルター] フィールドに

入力します。いずれかの情報が [カメラ] リストの情報と一致した場合、一致し

た情報と共にカメラの入力内容が表示されます。 

[カメラ] リスト [フィルター] ペインで選択したすべてのカメラを表示します。 

列を表示したり非表示にしたりするには、列を右クリックし、列名を選択します

。[カメラ名]、[フレームレート]、[解像度]、[形式]、および [品質] 列は非表

示にできません。 

[有効] 列によって、録画するようにカメラが設定されるかどうかが決まります

。デフォルトで、カメラが信号を検出すると、カメラの録画が有効になります。

カメラの録画を無効にするには、カメラのチェックボックスをオフにします。 

エクスポート [カメラ] リストの csv ファイルをエクスポートします。 

表19.アナログの [カメラ録画] ウィンドウの [カメラ] ペイン 

複数のカメラへの録画設定の適用 
録画設定を複数のカメラに適用するには、以下の手順を実行します。 

1. [カメラ] リストの左側で、目的のカメラのチェックボックスを選択します。 

2. [構成] ペインで、カメラに適用する録画設定の横にあるチェックボックスを選択します

。 

注記：設定のリストが灰色になっている場合、その設定は、選択したすべてのカメラに

対して利用できません。  

3. リストからパラメーターを選択します。 

注記：リストのオプションは、カメラのモデルとメーカーによって異なります。リスト

が表示されない場合、1 つ以上のカメラが設定をサポートしていません。 

4. [カメラグリッドに適用] をクリックします。 
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[カメラ設定] ウィンドウ 
[カメラ設定] ウィンドウでは、カメラに関する情報を表示したり、カメラ名、オンスクリー

ン表示、パンチルトズーム (PTZ) 設定、録画品質、モーションおよびビデオマスクなどのカ

メラ設定を構成したりできます。 

注記：[カメラ設定] ウィンドウのすべてのタブと設定が、すべてのカメラに利用できる

わけではありません。カメラの Web ページ上の exacqVision ソフトウェアでは利用でき

ない一部の IP カメラ設定にアクセスできます。[IP アドレス] フィールド内のハイパーリ

ンクをクリックして、カメラの Web ページにアクセスできます。  

 
図15.[カメラ設定] ウィンドウ 
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マルチストリーミング 
マルチストリーミング機能を使用して、単一のカメラ視野から複数のユーザーへ、さまざま

な設定によりまたはさまざまな地域から、複数のビデオをストリーミングすることができま

す。たとえば、リモートユーザーに対するビデオ品質を制限すると同時に、ローカルユーザ

ーに対しては同じビデオを高品質で表示することができます。各カメラには、追加できるス

トリームの数にさまざまな制限があります。ストリーミングする各ビデオには、録画スケジ

ュール、アーカイブ、およびイベントトリガーに関するカスタム設定を適用できます。[カ
メラ設定] ウィンドウの [マルチストリーミング] ペインの機能の詳細については、「表20.[

カメラ設定] ウィンドウの [マルチストリーミング] ペイン」を参照してください。 

注記：マルチストリーミング機能は、exacqVision Start では利用できません。この機能は

、マルチストリーミングをサポートするカメラモデルでのみ利用できます。 

インターフェース要素 説明 

[マルチストリーミング

] リスト 

利用可能な次のコンテキストストリーム番号を表示します。  

カメラ上ですべてのストリームを表示するには、ナビゲーションツリー内でカメラ

を展開します。[ライブ] ウィンドウでは、特定の関心領域のあるストリームをナ

ビゲーションツリー内で別のカメラとして一覧表示します。さまざまな設定による

ストリームを持つカメラは、ナビゲーションツリー内の黄色の星で識別されます。

さまざまな設定によるストリームは、ナビゲーションツリー内で子として表示され

ます。 

ストリームを削除するには、[マルチストリーミング] 領域で [ストリームの削除] 

をクリックします。 

[ストリームの追加] ボ

タン 

新しいコンテキストストリームに名前を付けるには、品質設定を調整し、関心領域

を作成してから、[ストリームの追加] をクリックします。 

表20.[カメラ設定] ウィンドウの [マルチストリーミング] ペイン 

[カメラ設定] タブ 
[カメラ設定] ウィンドウで利用可能なタブと、各タブで利用可能なオプションは、カメラの

モデルとメーカーによって異なります。本システムではすべての IP カメラ設定を表示する

わけではありません。カメラの Web ページを通じて利用できない設定にアクセスできます

。  
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 [表示] タブ 
[表示] タブで、カメラの表示設定を編集できます。カメラの表示設定を編集する方法の詳細

については、<ref>を参照してください。 表21.[カメラ設定] ウィンドウの [表示] タブ 

 
図16.[カメラ設定] ウィンドウの [表示] タブ 

インターフェース要素 説明 

[名前] フィールド カメラの名前を入力します。  

[位置] 領域 オンスクリーン表示 (OSD) の位置と OSD に含める情報を決定します。さらに、カ

メラ検索を絞り込むために、メタデータフィールドを作成し、編集することができ

ます。カメラ検索を絞り込むためにメタデータフィールドを追加するには、[＋] 

アイコンをクリックし、対応するフィールドに情報を入力します。 

[フォント] 領域 OSD フォントテーマを変更するには、[テーマ] リストからスタイルを選択します

。 

OSD フォントサイズを変更するには、[サイズ] リストからサイズを選択します。 

[フォント効果] 領域 OSD を変更するには、[色] リストからフォントの色を選択します。 

OSD フォントスタイルを変更するには、[サイズ] リストからスタイルを選択しま

す。 

[背景] 領域 ビデオパネル内に表示するカメラ名の背景を編集します。 

カメラの背景の色を調整するには、[有効にする] チェックボックスを選択し、[色

] リストと [不透明度] スライダーを使用します。 

[適用先] ボタン 複数のカメラに表示設定を適用します。 

表21.[カメラ設定] ウィンドウの [表示] タブ 
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[ビデオ] タブ 
[ビデオ] タブで、カメラのビデオ設定を編集できます。カメラのビデオ設定を編集する方法

の詳細については、「表22.[カメラ設定] ウィンドウの [ビデオ] タブ」を参照してください

。 

注記：[ビデオ]タブは、RTSP（Real Time Streaming Protocol：リアルタイムストリーミン

グプロトコル）インターフェース、一部の ONVIF（Open Network Video Interface Forum：

オープンネットワークビデオインターフェースフォーラム）、および専用インターフェ

ースでは利用できません。 

 
図17.[カメラ設定] ウィンドウの [ビデオ] タブ 

インターフェース要素 説明 

[輝度] スライダー ビデオ OSD の輝度を調整します。 

[コントラスト] スライ

ダー 

ビデオ OSD のコントラストを調整します。 

[彩度] スライダー ビデオ OSD の灰色の量を調整します。 

[色合い] スライダー ビデオ OSD の色のグラデーションを調整します。 

[鮮明度] スライダー ビデオ OSD の品質を調整します。 

[回転] リストと [ミラ

ー] リスト 

カメラのビデオの向きを変更します。 

カメラの向きを回転させるには、[回転] リストから度数を選択します。 

カメラのビデオを水平または垂直に配置するには、[ミラー] リストを使用します

。 

[ワイドダイナミックレ

ンジ] 領域 

カメラの環境によって生じるビデオの輝度と薄暗さを調整します。  

ダイナミックレンジを調整するには、[レベル] を選択し、[ワイドダイナミックレ

ンジ] スライダーを動かします。 

[振動数] リスト カメラが置かれている場所の近くで用いられている照明と電子画面の振動数に合わ

せることにより、OSD のちらつきを減らします。 

[ビデオマスク] 領域 録画したくないビデオ表示の領域を遮断します。詳細については、「モーションマ

スクとビデオマスク」を参照してください。 

[トリミングウィンドウ

] 領域 

カメラ画像の一部をトリミングし、ディスク領域に保存します。この機能は、一部

のカメラでのみ使用可能です。 

[オートフォーカス] ボ

タン 

カメラ視野の明瞭さを調整します。 

表22.[カメラ設定] ウィンドウの [ビデオ] タブ 
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カメラ画像のトリミング 

カメラ画像をトリミングするには、以下の手順を実行します。 

1. [トリミングウィンドウ] 領域で、[編集] をクリックします。 

2. ビデオパネルを左クリックし、トリミングする領域の周りにボックスが描かれるまで、

カーソルを対角線上にドラッグします。 

3. [適用] をクリックします。 
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モーションマスクとビデオマスク 

モーションマスク、またはモーションウィンドウは、カメラの視野の指定された領域内で発

生したモーションイベントを無視することにより、不要なビデオ録画を減らします。モーシ

ョンマスクにより、ストレージ領域を保存したり、録画時間を伸ばしたり、[検索] ウィンド

ウ内のビデオタイムラインでモーションイベントを認識しやすくしたりできます。たとえば

、カメラの視野にシーリングファンがある場合に、モーションマスクを使用して、ファンの

動きの録画を避けることができます。ビデオマスクは、カメラの視野にある領域を見えなく

したり、録画されないようにしたりするために隠します。モーションマスクまたはビデオマ

スクを作成するには、「モーションマスクの作成」および「ビデオマスクの作成」を参照

してください。 

モーションマスクの作成 

モーションマスクを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ビデオ] タブで、[モーションマスク] 領域の [編集] をクリックします。青色のグリッ

ドがライブビデオパネルにわたって表示されます。 

2. ビデオパネルを左クリックし、モーションマスクを適用する領域の周りにボックスが描

かれるまで、カーソルを対角線上にドラッグします。 

3. [適用] をクリックします。 

ビデオマスクの作成 

ビデオマスクを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ビデオ] タブで、[ビデオマスク] 領域の [編集] をクリックします。黄色のグリッドが

ライブビデオパネルにわたって表示されます。 

2. ビデオパネルを左クリックし、モーションマスクを適用する領域の周りにボックスが描

かれるまで、カーソルを対角線上にドラッグします。 

3. [適用] をクリックします。 
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[録画] タブ 
[録画] タブで、カメラの録画設定を編集できます。[録画] タブでカメラの録画設定を編集す

る方法の詳細については、「表23.[カメラ設定] ウィンドウの [録画] タブ」を参照してくだ

さい。 

注記：[録画] タブは、RTSP インターフェースと一部の ONVIF および専用インターフェ

ース上では使用できません。 

 
図18.[カメラ設定] ウィンドウの [録画] タブ 

インターフェース要素 説明 

[有効にする] チェックボック

ス 

[スケジュール] タブで指定した時間にカメラからビデオを録画します。 

[品質] スライダー 画像サイズを増減することにより、ビデオの画質を変更します。画質を下

げて、録画されるビデオのサイズを減らすことにより、ディスク領域を節

約します。 

[形式] リスト 他のシステムとの互換性を向上させるために別の圧縮形式を選択するには

、[形式] リストを使用します。 

[解像度] リスト 録画されるビデオの解像度サイズを選択するには、[解像度] リストを使用

します。 

[画像レート] リスト 1 秒あたりに録画する画像の数を選択するには、[画像レート] リストを使

用します。 

[デフォルトを適用] ボタン 工場出荷時のデフォルト設定を適用します。 

表23.[カメラ設定] ウィンドウの [録画] タブ 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  54 / 197 2018年3月16日 
 

[モーション] タブ 
[モーション] タブで、カメラのビデオモーション設定を編集できます。詳細については、「

表24.[カメラ設定] ウィンドウの [モーション] タブ」を参照してください。 

注記：[モーション] タブは、RTSP インターフェースと一部の ONVIF および専用イン

ターフェース上では使用できません。 

 
図19.[カメラ設定] ウィンドウの [モーション] タブ 

インターフェース要素 説明 

[モーション前] スライ

ダー 

イベントの発生前に保存できるビデオの秒数を調整します。 

[モーション後] スライ

ダー 

イベントの発生後に保存できるビデオの秒数を調整します。 

[モーション検出] 領域 モーション録画を始動するまでにカメラの視野で発生する必要のあるモーションの

量を調整するには、[感度] スライダーを使用します。感度の設定を低くすると、

ビデオのノイズや影などのモーションの誤認を減らすことができます。  

モーションアラームイベントの数を減らすために、[スムーズ開始] スライダーと 

[スムーズ終了] スライダーを使用します。 

[スムーズ開始] は、モーションアラームがアクティブになる前に発生するモーシ

ョンの最小秒数です。これにより、非常に短いモーションの発生によってモーショ

ンイベントアラームが始動することを防ぎます。 

[スムーズ終了] は、モーションアラームイベントが完了する前にモーションのな

い状態の最小秒数です。これは、連続する一連の短いモーションの発生を単一のモ

ーションアラームイベントにまとめます。 

[モーションマスク] 領

域 

モーションが検出されたり録画されたりしないように、ビデオ表示の領域を遮断し

ます。モーションマスクの詳細については、「モーションマスクとビデオマスク」

を参照してください。 

[デフォルトを適用] ボ

タン 

工場出荷時のデフォルト設定を適用します。 

表24.[カメラ設定] ウィンドウの [モーション] タブ 
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[容疑者追跡] タブ 
容疑者追跡機能は、ライブビデオパネルの特定の領域を他のカメラにリンクし、カメラ視野

を出入りする容疑者または物体を追跡できます。[ライブ] ウィンドウでは、容疑者追跡機能

を備えたカメラは、ライブビデオパネル上にアイコンを表示します。容疑者追跡機能による

ビデオパネルの領域は、色のオーバーレイによってマークされます。容疑者追跡機能をカメ

ラに適用すると、カメラのビデオパネル上で色のオーバーレイをダブルクリックすることで

、リンクされたカメラに切り替えられます。容疑者追跡を設定するには、「容疑者追跡の

セットアップ」を参照してください。[容疑者追跡] タブの機能の詳細については、「表25.[

カメラ設定] ウィンドウの [容疑者追跡] タブ」を参照してください。 

 
図20.[カメラ設定] ウィンドウの [容疑者追跡] タブ 

インターフェース要素 説明 

[PTZ プリセット] リス

ト 

リンクされたカメラのプリセットを追加するには、[領域構成] 領域で [PTZ プリ

セット] リストからプリセットを選択します。 

[背景] 領域 リンクを別のカメラに追加する領域の背景色と不透明度を変更します。 

[枠線] 領域  リンクを別のカメラに追加する領域の枠線の色と不透明度を変更します。 

[マップから生成] ボタ

ン 

マップに関連付けられているカメラをインポートします。詳細については、「 [マ

ップ] ウィンドウ」を参照してください。 

1 つ以上のカメラをインポートされたマップ上に表示する場合、構成するカメラの

視野の角度内に 1 台以上のカメラがなければなりません。 

表25.[カメラ設定] ウィンドウの [容疑者追跡] タブ 
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容疑者追跡のセットアップ 

容疑者追跡をセットアップするには、以下の手順を実行します。 

1. [容疑者追跡] タブで、[新規] をクリックします。 

2. ビデオパネルを左クリックし、リンクを別のカメラに追加する領域の周りにボックスが

描かれるまで、カーソルを対角線上にドラッグします。  

3. [領域構成] ペインで、[参照] をクリックします。 

4. その領域にリンクするカメラを選択し、[適用] をクリックします。 

注記：リンクされたカメラに対し、デジタルまたは機械的 PTZ プリセットを追加できま

す。詳細については、「表25.[カメラ設定] ウィンドウの [容疑者追跡] タブ」を参照し

てください。  

5. [領域構成] ペインで、[適用] をクリックします。 

注記：ビデオパネル内の複数の領域に、容疑者追跡機能を適用できます。 
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 [機械的 PTZ] タブ 
機械的 PTZ カメラは、リモートで物理的に調整できるカメラです。[機械的 PTZ] タブでは、

PTZ カメラの COM ポートとアドレスを構成したり、カメラ上で PTZ プリセットを構成した

り、補助コマンドをカメラに送ることができます。 

 
図21.[カメラ設定] ウィンドウの [機械的 PTZ] タブ 

[機械的 PTZ] タブ上の [設定] タブで、PTZ カメラの COM ポートとアドレスを構成できます

。詳細については、「表26.[機械的 PTZ] タブの [設定] タブ」を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[シリアルポート] リス

ト 

COM ポートのリストを表示します。  

PTZ カメラへの COM ポートを構成するには、[シリアルポート] リストからポート

を選択します。 

[アドレス] リスト カメラの IP アドレスのリストを表示します。 

PTZ カメラの IP アドレスを構成するには、[アドレス] リストから IP アドレス

を選択します。 

[プロトコル] リスト PTZ カメラプロトコルのリストを表示します。COM ポートを [シリアルポート] リ

ストから選択すると、カメラのプロトコルが自動的に表示されます。 

[ドームパターン] 領域 カメラの動きの録画を作成します。この機能は、一部のカメラでのみ使用可能です

。 

ドームパターンを作成するには、[録画] をクリックし、[パン/チルト] 領域で矢

印を使って目的とするパターンでカメラを動かし、[停止] をクリックします。  

ドームパターンを確認するには、[実行] をクリックします。 

追加のドームパターンを作成するには、[ドームパターン] 領域内で数値のリスト

を使用します。 

[パン/チルト] 領域 カメラの向きと向きの速度を調整します。 

[ズーム] 領域 カメラのズームとズーム速度を調整します。 

[フォーカス] 領域 カメラのフォーカスを調整します。この機能は ＰＴＺ IP カメラでは使用できま

せん。 

[アイリス] 領域 カメラのレンズを通じて入る光量を調整します。この機能は ＰＴＺ IP カメラで

は使用できません。 

[メニュー] 領域 カメラのメーカーのオンスクリーンメニューを表示します。一部のメーカーのカメ

ラでは、オンスクリーン契約への同意を求められます。  

表26.[機械的 PTZ] タブの [設定] タブ 
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[機械的 PTZ] タブ上の [プリセット] タブで、カメラ上で PTZ プリセットを構成できます。詳

細については、「表27.[機械的 PTZ] タブの [プリセット] タブ」を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[プリセット] ペイン 新しいプリセットを構成するには、[新規] をクリックし、プリセットの名前を [

名前] フィールドに入力し、[適用] をクリックします。 

プリセットの総数が [プリセット] リストの下に表示されます。 

[プリセットツアー] ペ

イン 

プリセットツアーを作成するには、[プリセット] リストからプリセットを選択し

、[追加] をクリックします。 

プリセットツアーを有効にするには、[有効にする] チェックボックスを選択しま

す。 

ツアーからプリセットを削除するには、[プリセット] リストからプリセットを選

択し、[削除] をクリックします。 

[プリセットツアー] リストのプリセットの順序を変更するには、目的の順序にプ

リセットをクリックアンドドラッグします。 

[再開時間] リスト 再開時間は、ユーザーが PTZ コントロールを手動で制御して停止した後に、プリ

セットまたはプリセットツアーが再開するために要する秒数です。 

[休止時間] リスト 次のプリセットに移動する前に、カメラが各プリセットを表示する秒数。 

[パン/チルト] 領域 プリセット位置の向き、およびカメラの向きの速度を調整します。 

[ズーム] 領域 カメラのズームとズーム速度を調整します。 

[フォーカス] 領域 カメラのフォーカスを調整します。この機能は ＰＴＺ IP カメラでは使用できま

せん。 

[アイリス] 領域 カメラのレンズを通じて入る光量を調整します。この機能は ＰＴＺ IP カメラで

は使用できません。 

[メニュー] 領域 カメラのメーカーのオンスクリーンメニューを表示します。一部のメーカーのカメ

ラでは、オンスクリーン契約への同意を求められます。  

表27.[機械的 PTZ] タブの [プリセット] タブ 

補助コマンドをカメラに送る 
[補助コマンド]タブで、補助コマンドをカメラに送ることができます。補助コマンドをカ

メラに送るには、以下の手順を実行します。 

注記[補助コマンド] タブは、その機能をサポートするカメラでのみ使用できます。 

1. [機械的 PTZ] タブで [補助] タブをクリックします。 

2. [オプション] 列から、オプション fまたは適用したい補助コマンドを選択します。 

注記カメラは、使用可能にするためのコマンドをサポートする必要があります。。 

3. [送信] をクリックします。 

別の補助コマンドをカメラに送信するには、手順2と3を実行します。 
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[デジタル PTZ/魚眼] タブ 
デジタル PTZ カメラは物理的に移動しませんが、カメラのビデオをズームし、移動すること

ができます。[デジタル PTZ/魚眼] タブで、デジタル PTZ および魚眼カメラのプリセットを

構成できます。詳細については、「表28.[カメラ設定] ウィンドウの [デジタル PTZ/魚眼] タ
ブ」を参照してください。 

 
図22.[カメラ設定] ウィンドウの [デジタル PTZ/魚眼] タブ 

インターフェース要素 説明 

[設定] ペイン デジタル PTZ および魚眼カメラの制御機能を有効にするには、[有効にする] チェ

ックボックスを選択します。カメラに機械的 PTZ 機能がない場合でも、この機能

は利用できます。 

魚眼カメラの場合、[魚眼モード] リストからレンズモードを選択します。リスト

から [Immervision] を選択すると、追加のモデルと設置オプションが表示されま

す。 

[プリセット] ペイン デジタル PTZ および魚眼カメラのプリセットを作成したり、変更したりします。  

プリセットを作成するには、[名前] フィールドに名前を入力し、[新規] をクリッ

クします。デフォルトで、名前はデジタル PTZ プリセットに割り当てられます。

同じ名前を PTZ プリセットに割り当てることもできます。プリセットに同じ名前

が付くことを避けるために、すべてのプリセットに一意の名前を割り当てるように

してください。 

プリセットの総数が [プリセット] リストの下に表示されます。 

[パン/チルト] 領域 プリセット位置の向き、およびカメラの向きの速度を調整します。 

[ズーム] 領域 カメラのズームとズーム速度を調整します。 

表28.[カメラ設定] ウィンドウの [デジタル PTZ/魚眼] タブ 
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[スケジュール] タブ 
[スケジュール] タブでは、サーバー上で 1 台のカメラまたは複数のカメラの録画スケジュー

ルを作成できます。録画スケジュールを作成するには、「録画スケジュールの作成」を参

照してください。[スケジュール] タブで利用可能なオプションの詳細については、「表29.[

カメラ設定] ウィンドウの [スケジュール] タブ」を参照してください。 

 
図23.[カメラ設定] ウィンドウの [スケジュール] タブ 

インターフェース要素 説明 

[凡例] 領域 スケジュールグリッドでイベント録画およびカメラタイムラプスがどのように表示

されるのかを示します。 

[設定] 領域 発生したモーションまたはアラームを記録するには、[モーション] を選択します

。 

継続的に記録するには、[自由実行] を選択します。 

発生したアラームを記録するには、[アラーム] を選択します。 

何も記録しない場合は、[なし] を選択します。 

[カメラ経過時間] 領

域 

選択した時間の 1 秒または 1 分ごとに録画する画像の数を設定します。 

[情報] 領域 指定した日時のカメラの録画スケジュールの詳細を表示します。 

カメラの録画スケジュールの詳細を表示するには、カレンダーグリッド内の対応す

る四角の上にカーソルを置きます。 

[適用先] ボタン 同じサーバー上の複数のカメラにスケジュールを適用します。 

表29.[カメラ設定] ウィンドウの [スケジュール] タブ 

録画スケジュールの作成 

録画スケジュールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [スケジュール] タブで、カレンダーグリッドを左クリックし、カメラに録画したい曜日

と対応する時間の上にボックスが描かれるまで、カーソルをドラッグします。 

2. [設定] 領域で、録画オプションを選択します。 

3. [適用] をクリックします。 
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解析タブ 
[解析] タブで、カメラからの解析メタデータを保存し、解析オーバーレイの外見を変更す

るようにシステムを設定することができます。詳細については、「解析オーバーレイ」お

よび「解析メタデータ検索の実行」を参照してください。 

 

図24.[カメラ設定] ウィンドウの [解析] タブ 

インターフェース要素 記述 

[キーワードを有効にす

る] チェックボックス 

解析メタデータを格納するようにシステムを設定するには、キーワードを選

択してから[キーワードを有効にする]チェックボックスを選択します。  

[背景] 領域 解析メタデータオーバーレイの背景色と不透明度を変更します。背景色と不

透明度を変更しても、カメラがデータをキャプチャする方法には影響しませ

ん。  

[枠線] 領域 解析メタデータオーバーレイの枠線の色と不透明度を変更します。枠線の色

と不透明度を変更しても、カメラがデータをキャプチャする方法には影響し

ません。  

表30.[カメラ設定] ウィンドウの [解析] タブ 
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[PoE ポート] ウィンドウ 
[PoE ポート] ウィンドウには、Una システムのポート情報が表示されます。ポートは、さま

ざまな色で表示され、カメラの状態を示します。詳細については、「表31.[PoE ポート] ウィ

ンドウ」を参照してください。 

 
図25.[PoE ポート] ウィンドウ 

[PoE ポート] ウィンドウの表示 
[PoE ポート] ウィンドウを開くには、以下の手順を実行します。 

1. ツールバーの [構成（セットアップ）ページ] アイコンをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから [システムの構成] を展開します。 

3. [IP カメラの追加] ノードを展開し、[PoE ポート] を選択します。 

インターフェース要素 説明 

[ポート] 列 Una exacqVision レコーダーの背面パネルで確認できる、各物理イーサネットポー

トの数を表示します。 

[名前] 列 ポートが検出するカメラの名前を表示します。 

[アドレス] 列 カメラの IP アドレスを表示します。 

[メーカー] 列  カメラのブランドを表示します。 

[モデル] 列 カメラのモデルを表示します。 

[MAC アドレス] 列  カメラの MAC アドレスを表示します。 

[電源] 列 カメラの電源出力を表示します。 

[割当量] 列 カメラが使用できる最大電力を表示します。 

[状態] 列 カメラの接続状態を表示します。ポートの色によってもカメラの状態を確認できま

す。  

灰色は、ポートが接続されていないことを示します。 

黄色は、システムでポートを検索中であることを示します。 

緑色は、カメラが接続されていることを示します。 

赤色は、カメラが接続されておらず、応答していないことを示します。 

表31.[PoE ポート] ウィンドウ 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  63 / 197 2018年3月16日 
 

[セキュリティ統合] ウィンドウ 
[セキュリティ統合の追加] ウィンドウでは、セキュリティ装置を exacqVision サーバーに追

加し、統合の状態を表示することができます詳細については、インテグレーションのユーザ

ーマニュアルを参照してください。exacqVision システムがサポートするセキュリティ装置

のみを追加できます。詳細については、www.exacq.com を参照してください。 

 
図26.[セキュリティ統合の追加] ウィンドウ 

セキュリティ装置の追加 
セキュリティ装置をサーバーに追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [セキュリティ統合の追加] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [セキュリティ統合装置の追加] 領域で、[タイプ] リストから装置のブランドを選択し

ます。 

3. セキュリティ装置のホスト名または IP アドレスを入力します。 

4. セキュリティ装置のポート番号を入力します。 

5. セキュリティ装置のユーザー名とパスワードを入力します。 

6. [適用] をクリックします。装置は、ナビゲーションツリー内の [アクセス制御の追加] 
ノードの下に表示されます。次に、ナビゲーションツリーでその装置をクリックし、装

置のコントロールのリストにアクセスします。 

注記：セキュリティ装置をサーバーに追加する前に構成を行う必要があります。セキュ

リティ装置の構成方法の詳細については、メーカーのユーザーマニュアルを参照してく

ださい。 
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セキュリティ統合の状態の表示 
セキュリティ統合の状態は、[セキュリティ統合の追加]  ウィンドウの[ステータス]列に表

示されるか、またはステータスバーの左側にあるアイコンを表示します。ステータスバーの

アイコンは、exacqVisionクライアントに接続するすべてのセキュリティ統合の概要した状態

を示します。アイコンをクリックして、セキュリティ統合のログオンオプションにアクセス

することもできます。アイコン色の意味の詳細については、「表32」を参照してください。 

アイコン色 記述 

グレイ ユーザーはセキュリティ統合にログオンしていません。 

黄 ユーザーは、一部のセキュリティ統合にログオンしています。 

緑 ユーザーはすべてのセキュリティ統合にログオンしています。 

表32.セキュリティ統合アイコン 

キーワードの無効化  
キーワードは、装置に関する詳細情報を入手するために使用できるメタデータ用語です。デ

フォルトで、システムはユーザーが追加したキーワードを記録します。これは、システムの

パフォーマンスに影響を及ぼすことがあります。システムでキーワードの記録を無効にする

には、以下の手順を実行します。 

1. ナビゲーションツリーから、[セキュリティ統合] ノードを展開し、セキュリティ統合を

選択します。 

2. [キーワードを有効にする] 列で、無効にするキーワードの対応するチェックボックスを

オフにします。 

3. [適用] をクリックします。   
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[シリアルプロファイル] ウィンドウ 
[シリアルプロファイル] ウィンドウでは、シリアルプロファイルを作成し、構成して、販売

時点管理 (POS) や銀行機械システムなどのシリアルデータ装置と exacqVision サーバーを統合

することができます。シリアルプロファイルを作成するには、「シリアルプロファイルの

作成」を参照してください。[シリアルプロファイル] ウィンドウの機能の詳細については、

表33 と表34 を参照してください。 

 
図27.[シリアルプロファイル] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[プロファイル] ペイン 既存のシリアルプロファイルのリストを表示します。 

シリアルプロファイルをインポートするには、[インポート] を選択します。 

シリアルプロファイルをエクスポートするには、[エクスポート] を選択します。 

シリアルプロファイルを削除するには、[プロファイル] リストからプロファイル

を選択し、[削除] をクリックします。 

[データ保有] ペイン 自動的に削除される前にシリアルデータが保持される日数を選択するには、[デー

タ保有日数] リストから日数を選択し、[適用] をクリックします。 

[構成] タブ [構成] タブで、構成シリアルプロファイルを作成できます。詳細については、「

表34」を参照してください。 

[ライブ表示] タブ シリアルプロファイルのプレビューを表示します。 

行を削除するには、[有効にする] を選択し、行が削除されるまでの時間数を選択

します。 

データの行間に余白を追加するには、[ダブルスペース行] を選択します。 

データのフォントを変更するには、[フォント] をクリックします。 

[イベントキーワード] 

タブ 

キーワードを通じてトリガーできるアラームを設定します。[イベントキーワード] 

タブは exacqVision Start では使用できません。 

トリガーできるアラームを設定するには、[新規] をクリックし、キーワードを文

字列フィールドに入力します。[イベントキーワード] タブにデータを入力した後

で、[イベントタイプ] リストの [シリアルプロファイル] を選択することにより

、[イベントリンク] ウィンドウでプロファイルを適切なアクションにリンクする

必要があります。詳細については、「[イベントリンク] ウィンドウ」を参照して

ください。 

大文字と小文字の区別をすべての文字列またはキーワードに適用するには、[大文

字と小文字の区別] チェックボックスを選択します。 

[ラインマスク] タブ ライブビデオパネルまたは録画されたデータ内で表示されないように、カメラ視野

の領域を黒く塗り潰します。この機能は、クレジットカードの詳細などの情報を非

表示にするために役立ちます。 

カメラの視野の領域を黒く塗りつぶすには、[新規] をクリックし、[文字列] フィ

ールドに 1 つ以上の語句を入力します。 

ライブビデオパネル内でカメラの視野を黒く塗り潰すには、[ライブ] を選択しま

す。 

録画されたデータのカメラの視野の領域を黒く塗り潰すには、[検索] を選択しま

す。 

[文字列置換] タブ シリアルデータ文字列を読み取り可能な形式に変更します。 

シリアルデータを変更するには、その情報をシリアルデータ形式で入力し、より読

みやすい代替情報を [置換] フィールドに入力します。 

[ライブ] ウィンドウで表示するためにデータ文字列を変更するには、[ライブ] を

選択します。 

記録されたデータのデータ文字列を変更するには、[検索] を選択します。 

[ルール] タブ より詳細なシリアルデータ文字列検索を実行するために使用できる条件を作成しま

す。 

ルールを作成するには、「シリアルデータ文字列検索のルールの作成」を参照し

てください。 

ルールを編集するには、[構成] フィールドで [編集] をクリックします。 

表33.[シリアルプロファイル] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[SOT マーカー] フィー

ルド 

[トランザクションマーカーの開始 (SOT)] フィールドは、いつトランザクション

を開始するのかを exacqVision システムに伝えます。このフィールドは大文字と

小文字を区別します。 

[マーカータイプ] リス

ト 

マーカータイプのリストを表示します。 

[EOT マーカー] フィー

ルド 

[トランザクションマーカーの終了 (EOT)] フィールドは、いつトランザクション

を終了するのかを exacqVision システムに伝えます。このフィールドは大文字と

小文字を区別します。 

大文字と小文字の区別 大文字と小文字の区別を適用するには、[大文字と小文字の区別] チェックボック

スを選択します。 

[ポート名] リスト 既存のシリアルプロファイルのリストを表示します。 

[ポートステータス] フ

ィールド 

シリアルポートの接続状態を表示します。 

[生データを表示] チェ

ックボックス 

データの行間にすべての文字を表示します。 

[フラッシュ] ボタン データの次の行を表示します。シリアルポートタイムアウトが 0 の場合、データ

の行が最大長に達しません。または、EOT が送信されない場合。 

[送信先] ボタン データ文字列例をコピーできます。その後、SOT、EOT、キーワード、ラインマスク

、または文字列置換として保存できます。さらに、データ文字列例を新しいルール

または既存のルールにコピーできます。 

データ文字列を保存するには、[一時停止] ボタンをクリックし、文字列を強調表

示し、[送信先] をクリックします。 

表34.[シリアルプロファイル] ウィンドウの [構成] タブ 

シリアルプロファイルの作成 
シリアルプロファイルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [シリアルプロファイル] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. On the [構成] タブで、プロファイルの名前を  [名前] フィールドに入力します。 

3. [SOT マーカー] フィールドに、コマンドを入力します。 

4. [マーカータイプ] リストから、マーカータイプを選択します。 

5. [EOT マーカー] フィールドに、コマンドを入力します。 

6. [適用] をクリックします。  

シリアルデータ文字列検索のルールの作成 
シリアルデータ文字列条件を作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [シリアルプロファイル] ウィンドウの [ルール] タブで、[新規] を選択します。 

2. [フィールド位置] リストから、条件情報が関心値の前または後のどちらで発生するのか

を選択します。 

3. 条件テキストを入力します。 

4. [オペレーター] リストからオプションを選択します。 

5. [値] フィールドに、関心値を入力します。 

6. [OK] をクリックします。 
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 [シリアルポート] ウィンドウ 
[シリアルポート] ウィンドウで、POS 端末および PTZ カメラなどのシリアル装置と通信する

ように、exacqVision システム上でシリアルポートを構成できます。構成できるポートには

、UART ポートと IP ポートの 2 種類があります。 

 
図28.[シリアルポート] ウィンドウ 

[UART] ペイン 
UART シリアルポートの場合は必ず、シリアルポートにケーブルを接続してから、ポートを

構成します。システムにより、ポートが自動的に検出され、表示されます。UART シリアル

ポートの構成の詳細については、「表35.[シリアルポート] ウィンドウの [UART] ペイン」を

参照してください。  
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インターフェース要素 説明 

[名前] フィールド ポートの一意の名前を入力します。 

[使用] リスト [使用] リストから、ポートの目的を選択します。  

[ポート] リスト オペレーティングシステムにより、[ポート] リストから自動的にポートが選択さ

れます。 

[プロファイル/プロト

コル] リスト 

選択できる構成済みのシリアルプロファイルのリストを表示します。 

ポートの新しいシリアルプロファイルを作成するには、リストから [新規] を選択

します。[シリアルプロファイル] ウィンドウが開きます。シリアルプロファイル

の作成方法の詳細については、「シリアルプロファイルの作成」を参照してくださ

い。 

[ボー] リスト [ボー] リストから選択するオプションは、接続する装置と一致させる必要があり

ます。詳細については、装置メーカーのマニュアルを参照してください。 

[データビット] リスト [データビット] リストから選択するオプションは、接続する装置と一致させる必

要があります。詳細については、装置メーカーのマニュアルを参照してください。 

[ストップビット] リス

ト 

[ストップビット] リストから選択するオプションは、接続する装置と一致させる

必要があります。詳細については、装置メーカーのユーザーマニュアルを参照して

ください。 

[パリティ] リスト UART シリアルポートの接続パラメーターのリストを表示します。 

[パリティ] リストから選択するオプションは、接続する装置と一致させる必要が

あります。詳細については、装置メーカーのマニュアルを参照してください。 

[フロー制御] リスト [フロー制御] リストから選択するオプションは、接続する装置と一致させる必要

があります。詳細については、装置メーカーのマニュアルを参照してください。 

[行の最大長] フィール

ド 

行末 (EOL) であると見なされるまでにポートで受信できる、最大文字数を指定し

ます。デフォルトの文字数は 80 です。 

[行末] フィールド EOL と見なす文字または文字の文字列を指定します。   

exacqVision システムでは、デフォルトの行末は Windows の復帰改行 (CR LF) お

よび Linux の LF です。\x0D は CR を表し、\x0A は LF を表します。このフィ

ールドが空白である場合、OS のデフォルト行末が使用されます。 

[タイムアウト] フィー

ルド 

データを受信した後、そのデータをプロセスのシリアルプロファイルに送信する前

に、ポートが待機する秒数を指定します。 

デフォルト値は 0 です。トラブルシューティングの場合、[タイムアウト] フィー

ルドに 1 を入力します。 

[ステータス] フィール

ド 

ポートの接続状態とトラブルシューティング情報を表示します。 

表35.[シリアルポート] ウィンドウの [UART] ペイン 
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[IP] ペイン 
IP ポートの場合、[IP] ペインで [新規] をクリックして、ポートを手動で追加する必要があり

ます。IP ポートの構成の詳細については、「表36.[シリアルポート] ウィンドウの [IP] ペイ

ン」を参照してください。  

インターフェース要素 説明 

[名前] フィールド ポートの一意の名前を入力します。この名前は [ライブ] ウィンドウ内で、exacqV

ision クライアントユーザーにより表示されます。 

[使用] リスト [使用] リストから、ポートの目的を選択します。  

[プロファイル] リスト [プロファイル] リストからプロファイルを選択します。  

[シリアルプロファイル] ウィンドウでプロファイルを作成できます。詳細につい

ては、「シリアルプロファイルの作成」を参照してください。 

[タイプ] リスト 転送接続タイプを選択します。装置のメーカーが転送タイプを定義します。 

[アドレス] フィールド 装置の IP アドレスを入力します。 

[ポート] フィールド 装置の伝送制御プロトコル (TCP) ポートを入力します。装置のメーカーが TCP ポ

ートを定義します。 

[行の最大長] フィール

ド 

行末 (EOL) であると見なされるまでにポートで受信できる、最大文字数を指定し

ます。デフォルトの文字数は 80 です。 

[行末] フィールド EOL と見なす文字または文字の文字列を指定します。 

exacqVision システムでは、デフォルトの行末は Windows の復帰改行 (CR LF) お

よび Linux の LF です。\x0D は CR を表し、\x0A は LF を表します。このフィ

ールドが空白である場合、OS のデフォルト行末が使用されます。 

[タイムアウト] フィー

ルド 

データを受信した後、そのデータをプロセスのシリアルプロファイルに送信する前

に、ポートが待機する秒数を指定します。デフォルト値は 0 です。 

トラブルシューティングの場合、[タイムアウト] フィールドに 1 を入力します。 

[ステータス] フィール

ド 

ポートの接続状態とトラブルシューティング情報を表示します。 

表36.[シリアルポート] ウィンドウの [IP] ペイン 
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[音声入力/出力］ ウィンドウ 
[音声入力/出力］ ウィンドウで、監視、録画、および双方向音声用に音声入力および出力

を構成できます。録画用に複数の音声入力を構成できますが、エクスポートとライブ再生に

は1つの音声入力のみを構成できます。詳細については、「表37」を参照してください。  

注記：すべての exacqVision システムは、音声入力が無効な状態で出荷されます。こ

れは、一部の国における録音に関する法的規制によるものです。  

 
図29.[音声入力/出力］ ウィンドウ 

列 記述 

デバイス名 音声デバイスに関連付けられているカメラのメーカーとモデルを表示します。 

カメラ 音声デバイスに関連付けられているすべてのカメラの名前を表示します。  

オーディオ オーディオ出力または入力の名前を表示します。オーディオ出力または入力の名前を編

集するには、[鉛筆] アイコンをクリックします。 

チャネル カメラのチャネル番号を表示します。 

録画有効 [録音の有効化] チェックボックスを選択して、録画の音声入力を有効にします。 

傾聴 音声入力をチャネルに接続できることを確認するには、[リッスン] を選択します。 

通話 双方向システムに音声を送信できることを確認するには、[通話] をクリックします。 

録画モード 音声入力の録画モード設定を表示します。録画モードを変更するには、「[スケジュー

ル] ウィンドウ」を参照してください。 

接続状態 カメラの接続状態を表示します。 

表37.[音声入力/出力］ ウィンドウ 
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[トリガー入力] ウィンドウ 
[トリガー入力] ウィンドウでは、ビデオ録画をトリガーするために、ハイブリッドシステム

と一部の IP カメラ上でトリガー入力を構成できます。次に、[イベントリンク] ウィンドウで

トリガー入力を有効にします。詳細については、「[イベントリンク] ウィンドウ」を参照し

てください。[トリガー入力] ウィンドウの機能の詳細については、「表38」を参照してく

ださい。 

 
図30.[トリガー入力] ウィンドウ 

列 記述 

デバイス名 トリガー入力に関連付けられているカメラのメーカーとモデルを表示します。 

カメラ トリガー入力に関連付けられているすべてのカメラの名前を表示します。  

トリガー名 トリガー入力の名前を表示します。トリガー入力名を編集するには、[鉛筆] アイコン

をクリックします。 

入力 カメラの入力番号を表示します。 

通常状態 そのトリガーに関連付けられたアクションまたはイベントが発生したときにトリガー

しないようにアラームを設定するには、[開]を選択します。 

そのトリガーに関連付けられたアクションまたはイベントが発生したときにトリガー

するようにアラームを設定するには、[閉]を選択します。 

トリガー状態 トリガー入力の通常の状態を表示します。 

接続状態 カメラの接続状態を表示します。 

表38.[トリガー入力] ウィンドウ 
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[アラーム出力] ウィンドウ 
[アラーム出力] ウィンドウでは、ハイブリッドシステムと一部の IP カメラ上でアラーム出力

を構成できます。その後、[イベントリンク] ウィンドウでトリガーするようにアラームを

設定できます。[アラーム出力]ウィンドウの機能の詳細については、表39を参照してくだ

さい。 

 
図31.[アラーム出力] ウィンドウ 

列 記述 

デバイス名 アラーム出力に関連付けられているカメラのメーカーとモデルを表示します。 

カメラ アラーム出力に関連付けられているすべてのカメラの名前を表示します。 

アラーム名 アラーム出力の名前を表示します。アラーム出力名を編集するには、[鉛筆] アイコ

ンをクリックします。 

出力 カメラの出力番号を表示します。 

リレー アラーム出力がリレーであるかどうかを表示します。 

通常状態 アラーム出力を5VDCに設定するには、[高]を選択します。 

アラーム出力を0VDCに設定するには、[低]を選択します。 

アラーム状態 アラーム出力の通常の状態を表示します。 

接続状態 カメラの接続状態を表示します。 

表39.[アラーム出力] ウィンドウ 
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[ビデオ出力] ウィンドウ 
[ビデオ出力] ウィンドウで、異なるビデオモードでアナログビデオカメラ間のツアーを作成

できます。ツアーの作成方法の詳細については、「[ビデオ出力] ウィンドウでのツアーの作

成」を参照してください。 

 
図32.[ビデオ出力] ウィンドウ 

[ビデオ出力] ウィンドウでのツアーの作成 
[ビデオ出力] ウィンドウでツアーを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ツアー内のカメラ] リストから、ツアーに含めるカメラを選択します。 

2. [レイアウト] 領域から、レイアウトを選択します。 

3. [休止時間] スライダーを動かして、モニターが次のカメラに切り替わるまでの時間を設

定します。休止時間の範囲は、1 ～ 60 秒です。 

4. [適用] をクリックします。  

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  75 / 197 2018年3月16日 
 

[ストレージ] ウィンドウ 
[ストレージ] ウィンドウでは、[ドライブ]、[拡張]、[ハードウェア]、および [ネットワーク] 
タブにアクセスして、ビデオストレージ用の本システムのハードドライブを構成し、本シス

テムのドライブおよび RAID アレイの健全性を監視することができます。  

[ドライブ] タブ 
[ドライブ] タブは、ドライブの容量、使用可能な保存領域、およびその健全性状態を含む、

システムにインストールするドライブに関する情報を表示します。[ドライブ] タブでは、ビ

デオを保存する最小期間または最大期間を設定することもできます。詳細については、「表

40.[ストレージ] ウィンドウの [ドライブ] タブ」および「表41.[ストレージ] ウィンドウの [ドラ

イブ構成] ペイン」を参照してください。 

 
図33.[ストレージ] ウィンドウの [ドライブ] タブ 

インターフェース

要素 

説明 

[コンテンツの経過

日数] ペイン 

システム上にある最も古い録画されたビデオの経過日数を表示し、ビデオデータを削除

するまでの間保持しておく日数を設定します。設定した日より前にビデオデータを削除

した場合、[イベントリンク] ウィンドウ上のトリガーアクションが有効になります。

詳細については、「[イベントリンク] ウィンドウ」を参照してください。 

[ストレージのブッ

クマーク] ペイン 

システム上の保存されたブックマークの数、ブックマークの合計ストレージ要件、およ

び最も古いコンテンツの経過日数を表示します。ブックマークは、すべてのブックマー

クが合計ストレージ容量を超えるまでは、自動的に削除されません。 

[ドライブ構成] ペ

イン 

システム上にインストールするドライブに関する情報を表示します。詳細については、

「表41.[ストレージ] ウィンドウの [ドライブ構成] ペイン」を参照してください。 

[有効期限の構成] 

ペイン 

各カメラからのビデオを保存しておく最小期間または最大期間を設定します。保存期間

を設定するには、「ビデオの保存期間の設定」を参照してください。 

ビデオストレージオプションを適用するには、[音声に有効期限ルールを適用] チェッ

クボックスを選択します。 

exacqVision Professional または Enterprise システム上でシステム全体機能を有効

にしている場合、有効期限構成機能は無効になります。  

システムの性能に影響が及ぶことがあるため、一定期間後にビデオを削除するように法

律で求められている場合にのみ、有効期限構成機能を使用してください。 

表40.[ストレージ] ウィンドウの [ドライブ] タブ 
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インターフェース要素 説明 

[名前] 領域 Windows のシステムドライブ C;\、または Linux の /mnt/edvr/0 は、exacqVisio

n ソフトウェアおよびオペレーティングシステム用です。このドライブにビデオを

録画したり、このドライブをビデオストレージ用に使用したりはできません。 

[容量] 領域 ハードドライブの領域容量を表示します。 

[有効] チェックボック

ス 

ビデオストレージのドライブを有効にするには、[有効] チェックボックスを選択

します。ストレージドライブは、システムドライブの下で見つかります。 

[ビデオ領域] スライダ

ー 

データストレージに利用するドライブ領域の量を調整します。 

[使用済み領域] 領域 現在のハードドライブ容量を表示します。 

[状態] 領域 ハードドライブの現在の健全性状態を表示します。 

表41.[ストレージ] ウィンドウの [ドライブ構成] ペイン 

ビデオの保存期間の設定 

ビデオの保存期間を設定するには、以下の手順を実行します。 

1. [有効期限構成] リストで、カメラを選択し、[追加] をクリックします。 

2. [追加されたカメラ] リストから、カメラを選択します。 

3. [タイプ] リストから、以下のいずれかのオプションを選択します。 

 一定期間後にビデオを削除するには、[最大] を選択します。[最大] を選択すると、

アーカイブのためにカメラを選択したり、ブックマークが付いたビデオをカメラか

ら削除したりすることはできません。  

 最小期間でビデオを削除するには、[最小] を選択します。[最小] を選択した場合、

本システムは指定した期間の間カメラからビデオを保存しようとします。ただし、

必要に応じて、サーバー上にデータを保存するように設定されている他のカメラの

時間が短縮されます。有効期限構成設定の違反を避けるために、すべてのカメラか

らのビデオの録画が停止される場合があります。 

4. [日数] リストから、期間を選択します。 

注記：システム内のすべてのカメラに期間を適用するには、[有効期限構成] 領域の [タ
イプ] および [日数] リストを使用してください。 

5. [適用] をクリックします。 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  77 / 197 2018年3月16日 
 

 [拡張] タブ 
[拡張] タブでは、S シリーズシステム上のストレージ装置を構成できます。詳細については

、「S シリーズシステム上でのストレージドライブの構成」を参照してください。 

 
図34.[ストレージ] ウィンドウの [拡張] タブ 

S シリーズシステム上でのストレージドライブの構成 

S シリーズシステム上でストレージドライブを構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ポータル] ペインで、[追加] をクリックします。 

2. S シリーズシステムの IP アドレスを [IP アドレス] フィールドに入力します。 

3. [ターゲット] ペインで、本システムの [有効] チェックボックスを選択します。 

4. [適用] をクリックします。 
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 [ハードウェア] タブ 
[ハードウェア] タブで、ハードディスクの使用を準備し、本システム内の各ハードドライブ

および RAID コントローラーに関する情報を検索できます。[ハードウェア] タブの機能の詳

細については、「表42.[ストレージ] ウィンドウの [ハードウェア] タブ」を参照してください

。 

 
図35.[ストレージ] ウィンドウの [ハードウェア] タブ 

インターフェース要素 説明 

[ストレージハードウェ

ア] ペイン 

システムにインストールされているすべての RAID コントローラーおよびハードド

ライブのリストを表示します。 

ドライブまたはコントローラーがアラーム状態になっている場合、それは赤色で表

示されます。アラーム状態には、アレイの再構築、高温のドライブ、ドライブ検証

エラー、ドライブの削除、および新規ドライブが含まれます。  

RAID ストレージアレイ付きの新しいシステムの場合、ツリーまたはグラフィック

形式でドライブ情報を表示できます。 

[単一のディスクの自己

テスト] ペイン 

個々のドライブの自己テストを実行します。LSI RAID カードを通じて接続するホ

ットスペアドライブはテストに失敗します。 

短いテストを実行するには、[短いテストの開始] をクリックします。 

長いテストを実行するには、[長いテストの開始] をクリックします。  

[プロパティ] ペイン [ストレージハードウェア] リストから選択する、ドライブまたはコントローラー

のプロパティのリストを表示します。 

[しきい値] ペイン ハードディスクの温度しきい値を変更します。 

ハードディスクの温度を変更するには、[ドライブ] リストからハードディスクを

選択し、[最小値] フィールドと [最大値] フィールドに最小および最大温度を入

力します。次に、[適用] をクリックします。 

[スマート属性] ペイン ハードドライブメーカーが提供する、現在の値および属性の動作しきい値を表示し

ます。  

[すべてのディスクの自

己テスト] ペイン 

Western Digital ハードドライブの短いテストまたは長いテストを起動します。 

短いテストは、2、3 分間実行されるもので、性能に大きく影響することはありま

せん。これは、電気的テストと機械的テストを実行し、ディスクに対するアクショ

ンの書き込みおよび読み取りを検証します。 

長いテストは、ディスク活動に応じて 1 時間以上実行されますが、性能に大きく

影響することはありません。これは、電気的テストと機械的テストを実行し、ディ

スクに対するアクションの書き込みおよび読み取りを検証します。 

[すべてのディスクの準

備] ペイン 

サーバー内のすべてのディスクの使用を準備するには、[準備の開始] をクリック

します。ハードドライブの準備により、そのドライブ上のすべてのデータが削除さ

れます。 

[ログの表示] ボタン 短いテストまたは長いテストの結果のログを表示します。 

表42.[ストレージ] ウィンドウの [ハードウェア] タブ 
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ハードドライブの準備 
サーバー内のハードドライブを交換した後には、ハードドライブの使用を準備する必要があ

ります。 

注意：ハードドライブの準備により、そのドライブ上のすべてのデータが削除されます

。 

注記：この機能は、exacqVision Start では使用できません。 

ハードドライブの使用を準備するには、以下の手順を実行します。 

1. [ストレージハードウェア] ペインから、準備するドライブを選択します。 

2. [プロパティ] ペインで、[準備の開始] をクリックします。 

3. [OK] をクリックします。 

[ネットワーク] タブ 
[ネットワーク] タブでは、アーカイブ用または拡張ストレージ用に S シリーズシステム内で

ドライブを割り当てることができます。詳細については、「表43.[ネットワーク] タブ」

を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[名前] フィールド S シリーズサーバー上にインストールされたドライブのリストを表示します。 

[サイズ] フィールド ドライブのサイズを表示します。 

[タイプ] リスト アーカイブまたは拡張ストレージ用のドライブを割り当てるには、[タイプ] リス

トからオプションを選択します。 

[サーバーアドレス] フ

ィールド 

サーバーの IP アドレスを表示します。 

[IQN/アドレス] フィー

ルド 

iSCSI ドライブのアドレスを表示します。 

[ステータス] フィール

ド 

ドライブの状態を表示します。 

表43.[ネットワーク] タブ 
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[通知] ウィンドウ 
[通知] ウィンドウでは、[電子メールメッセージプロファイル] タブ、[電子メールサーバー] 
タブ、および [Web サーバー] タブにアクセスできます。これらのタブでは、イベントの発

生時に電子メールまたはテキストメッセージ通知を送信するように、exacqVision システム

を構成できます。いつ通知を送信するのかを設定するには、「[イベントリンク] ウィンド

ウ」を参照してください。 

注記：[通知] ウィンドウは、exacqVision Start では使用できません。 

[電子メールメッセージプロファイル] タブ 
[電子メールメッセージプロファイル] タブでは、電子メール通知を作成し、構成できます。

詳細については、「電子メール」を参照してください。[電子メールメッセージプロファイ

ル] タブの機能の詳細については、「表44.[通知] ウィンドウの [電子メールメッセージプ

ロファイル] タブ」を参照してください。 

 
図36.[通知] ウィンドウの [電子メールメッセージプロファイル] タブ 
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インターフェース要素 説明 

[プロファイルのテスト] 

ボタン 

通知電子メールをテストするには、リストからプロファイル電子メールを選択し

、[プロファイルのテスト] をクリックします。 

[とき] リスト 通知電子メールが送信されるときを決定します。デフォルトの状態は [アラーム

の開始] です。 

イベントが開始したときに通知電子メールを送信するには、[アラームの開始] 

を選択します。 

イベントの後に通知電子メールを送信するには、[アラームの終了] を選択しま

す。 

イベントの開始時とイベントの終了後に通知電子メールを送信するには、[アラ

ームの開始と終了] を選択します。 

[送信速度制限] リスト 送信される電子メール通知間の最小秒数を調整するには、[送信速度制限] リス

トを使用します。電子メール通知間の秒数を調整すると、不要な電子メールを減

らすことができます。たとえば、モーションイベントが発生するたびに通知電子

メールが送信されるように構成した場合、激しい雷雨の間中、何千もの電子メー

ルが送信される可能性があります。[送信速度制限] を調整すると、このような

通知が減ります。 

[プレビューの添付] チ

ェックボックス 

ビデオクリップまたはイベントの画像を電子メール通知に添付します。 

カメラが H.264 または MPEG-4 形式でストリーミングされている場合、画像の

代わりに、ビデオクリップが電子メール通知と共に送信されます。 

[メッセージ] フィール

ド 

[メッセージ] フィールドでは、カメラの名前、日付、時刻、シリアル情報、MAC 

アドレス、およびリンクをビデオに挿入できます。 

表44.[通知] ウィンドウの [電子メールメッセージプロファイル] タブ 
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電子メール通知プロファイルの作成 

電子メール通知プロファイルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [新規] をクリックします。 

2. [プロファイルの説明] フィールドに、電子メールの内容の短い説明を入力します。  

注記：この説明は、[イベントリンク] ウィンドウ内の [アクションターゲット] フィー

ルドにも表示されます。 

3. [差出人] フィールドには、電子メールを送信する人の電子メールアドレスを入力します

。[宛先] フィールドには、受信者の電子メールアドレスを入力します。 

4. 電子メールの件名を入力し、[メッセージ] フィールドに電子メールメッセージを入力し

ます。詳細については、「表44.[通知] ウィンドウの [電子メールメッセージプロファ

イル] タブ」を参照してください。 

5. [適用] をクリックします。 
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 [電子メールサーバー] タブ 
[電子メールサーバー] タブでは、通知を送信するために送信 SMTP（Simple Mail Transfer 
Protocol：簡易メール転送プロトコル）メールサーバーを構成できます。送信 SMTP メール

サーバーを構成するには、「送信 SMTP メールサーバーの構成」を参照してください。[電
子メールサーバー] タブの詳細については、「表45.[通知] ウィンドウの [電子メールサー

バー] タブ」を参照してください。メールサーバーオプションの詳細については、ネットワ

ーク管理者に問い合わせてください。 

 
図37.[通知] ウィンドウの [電子メールサーバー] タブ 

インターフェース要素 説明 

[認証] 領域 電子メールサーバーを認証するには、ユーザー名とパスワードを [ユーザー名] フ

ィールドと [パスワード] フィールドに入力し、そのパスワードを [確認] フィー

ルドに再度入力することでパスワードを確認します。 

[電子メールサーバー] 

リスト 

電子メールサーバーのリストを表示します。 

1 つ以上の電子メールサーバーを構成する場合、exacqVision システムは通知をリ

ストの 1 番目のサーバーに送信します。その通知が電子メールサーバーに到達し

なかった場合、exacqVision システムはリストに記載されている次のサーバーにも

う 1 つの通知を送信します。この処理は、通知が正常に送信されるまで続けられ

ます。 

電子メールサーバーリストの順番を変更するには、リストからサーバーを選択して

から、矢印アイコンを使用します。 

表45.[通知] ウィンドウの [電子メールサーバー] タブ 
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送信 SMTP メールサーバーの構成 

送信 SMTP メールサーバーを構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [新規] をクリックします。 

2. [サーバーの説明] フィールドに、サーバーの名前を入力します。 

3. [送信メールサーバー] 領域に、送信メールサーバーの IP アドレスとポート番号を入力し

ます。デフォルトのポート番号は 25 です。 

4. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 SSL/TLS 

 STARTTLS 

注記：Microsoft Office 365 を使用している場合は、[STARTTLS] を選択します。 

5. [適用] をクリックします。 

[Web サーバー] タブ 
[Web サーバー] タブでは、電子メール通知に関連付けられるビデオへの直接リンクを含める

ように、電子メール通知を構成できます。電子メール通知に直接リンクを含めるには、[ア
ドレス] フィールドにWebサービスのIP アドレスを入力し、[適用] をクリックします。 

 
図38.[通知] ウィンドウの [Web サーバー] タブ 
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テキストメッセージ通知の作成 
exacqVision システムでは、自動テキストメッセージ通知を送信することもできます。テキ

ストメッセージ通知を作成するには、以下の手順を実行します。 

1. 通知したいすべての電話番号とそれらのサービスプロバイダーのリストを作成します。 

2. サービスプロバイダーの電子メールからテキストへのサービスゲートウェイアドレスを

入手します。このアドレスは、サービスプロバイダーの公開されている Web サイトに掲

載されています。 

3. お使いの電子メールアドレスの電子メールサーバーと通知プロファイルを作成し、イベ

ントの発生時に通知を送信するためにイベントリンクを構成することにより、既存の電

子メールサーバー接続のテストを行います。電子メールサーバーとメッセージプロアイ

ルの作成方法の詳細については、「[通知] ウィンドウ」を参照してください。イベント

リンクの構成方法の詳細については、「[イベントリンク] ウィンドウ」を参照してくだ

さい。  

4. 新しいプロファイルを [通知] ウィンドウに追加します。新規プロファイルの追加方法の

詳細については、「電子メール」を参照してください。 

注記：[受信者] フィールドに、phonenumber@vnet.net という形式を使用して受信者の電

話番号を入力します。一部のサービスプロバイダーは、メッセージの件名行を表示しま

せん。それでも、[件名]フィールドには少なくとも 1 文字を入力する必要があります。 

5. [イベントリンク] ウィンドウで、新しいテキストメッセージプロファイルのイベントを 
1 つ以上構成します。イベントの構成方法の詳細については、「[イベントリンク] ウィ

ンドウ」を参照してください。 
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[自動エクスポート] ウィンドウ 
[自動エクスポート] ウィンドウでは、自動エクスポートプロファイルを作成し、CD、DVD、
ハードドライブ、またはリムーバブルドライブを使用して、指定した入力からローカルサー

バーにデータをエクスポートします。詳細については、「自動エクスポートプロファイル

の作成」および「CD、DVD、またはドライブへのデータのエクスポート」を参照してくだ

さい。[自動エクスポート] ウィンドウの機能の詳細については、「表46.[自動エクスポート] 
ウィンドウの [プロファイルの編集] ペイン」と「表47.[自動エクスポート] ウィンドウの [活
動、ドライブ、およびメディアの状態] ペイン」を参照してください。 

注記：[自動エクスポート] ウィンドウは、exacqVision Start では使用できません。 

 
図39.[自動エクスポート] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[前の数分] リスト 自動エクスポートが開始する前に、プロファイルエクスポートに含めるビデオの分

数を選択するには、[前の数分] リストを使用します。 

[後の数分] リスト 自動エクスポートが開始した後に、エクスポートに含めるビデオの分数を選択する

には、[後の数分] リストを使用します。 

[エクスポート名] フィ

ールド 

自動エクスポート用の異なる名前を生成するには、{date format} と「表48.変数

」からの組み合わせを入力します。 

例：{date format = "video automatically exported on %x at %X"}または{date 

format = "%H, %M, %S, %x"} 

[PS ファイルのみをエ

クスポート] チェック

ボックス 

4 GB 以上で、最大 137 GB のファイルをエクスポートします。システムでサポー

トされるのは .ps ファイルのみです。[PS ファイルのみをエクスポート] チェッ

クボックスを選択しないと、ファイルは .exe 形式でエクスポートされます。 

表46.[自動エクスポート] ウィンドウの [プロファイルの編集] ペイン 
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インターフェース要素 説明 

[ドライブの状態] ペイ

ン 

互換性のある形式の、書き込み可能な CD/DVD ドライブがあるかどうかを表示しま

す。 

[メディアの状態] ペイ

ン 

空白のディスクがドライブ内にあるかどうか、およびその空白のディスクの形式と

記憶領域のサイズを表示します。 

[完了時にメディアを取

り出す] チェックボッ

クス 

ディスクへのデータのエクスポートが終了すると、CD/DVD ドライブが自動的に開

くように構成します。物理システム上のドライブの扉にラッチが掛かっている場合

、そのドライブを開くことはできません。自動的に開くように CD/DVD ドライブを

構成するには、[完了時にメディアを取り出す] チェックボックスを選択し、[保存

] をクリックします。 

[状態の更新] ボタン [活動の状態] ペインの情報を更新します。 

[今すぐ自動エクスポー

ト] 

ボタン 

指定された出力へのデータのエクスポートを開始します。  

[活動の状態] ペイン エクスポートの状態と書き込みの進行状況を表示します。 

表47.[自動エクスポート] ウィンドウの [活動、ドライブ、およびメディアの状態] ペイン 
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表48には、自動エクスポート用の名前を生成するために使用できる変数のリストが示され

ています。 

変数 説明 

%a 曜日の省略形 

%A 曜日の名前 

%b 月の省略形 

%B 月の名前 

%c 全日/時間 

%d 月間通算日 

%H 時間 (24 時間形式) 

%I 時間 (12 時間形式) 

%j 年間通算日 

%m 月 (01-12) 

%M 分 

%p AM/PM 

%S 秒 

%U 年間通算週 (Su から開始) 

%w 曜日 (Su=0, Mo=1) 

%W 年間通算週 (Mo から開始) 

%x 日付 (xx/xx/xx) 

%X 時刻 (xx:xx:xx) 

%y 年の下 2 桁 

%Y 年 (20xx) 

%Z タイムゾーン省略形 

%% パーセント記号 

表48.変数 
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自動エクスポートプロファイルの作成 
自動エクスポートプロファイルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [新規] をクリックします。 

2. [プロファイルの編集] 領域で、プロファイルの名前を [名前] フィールドに入力します

。 

3. [前の分数] リストから分数を選択します。 

4. [後の分数] リストから分数を選択します。 

5. [エクスポートパス] リストで、エクスポートファイルの保存先を選択します。[ドライ

ブ] を選択した場合、[エクスポート名] フィールドにドライブの名前を入力します。 

注記：Windows の共有ディレクトリはリストに含まれません。 

6. [ソース] リストから、自動エクスポートプロファイルに含めるカメラを選択します。 

7. [適用] をクリックします。 

注記：プロファイルを [イベントリンク] ウィンドウにリンクするまで、システムではプ

ロファイルを使用できません。詳細については、「[イベントリンク] ウィンドウ」を参

照してください。 

CD、DVD、またはドライブへのデータのエクスポート 
CD、DVD、またはドライブにデータをエクスポートするには、以下の手順を実行します。 

1. [自動エクスポート] ウィンドウで、[今すぐ自動エクスポート] をクリックします。 

2. [エクスポートする項目] リストから、機器を選択します。 

3. エクスポートの開始および終了の日時を選択します。 

4. エクスポート先を選択し、パスを入力します。 

5. [エクスポートの開始] をクリックします。 
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[イベントリンク] ウィンドウ 
イベントリンク機能は、検索オプションにリンクされたアクションを含めることにより、検

索の精度を高めます。[イベントリンク] ウィンドウでは、入力トリガーの有効化などのさま

ざまなイベントを、ビデオの録画やアラームのトリガーなどのアクションと関連付けること

ができます。詳細については、「イベントリンクの作成」および「表49.[イベントリンク] 

ウィンドウ」を参照してください。 

 
図40.[イベントリンク] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[サーバーアクション] 

リスト 

イベントのリストを表示します。 

[イベントタイプ] リス

ト 

考えられるイベントのリストを表示します。詳細については、「表50.イベントタ

イプとイベントソース 」を参照してください。入力トリガーとソフトトリガーは

、exacqVision Start でのみ利用可能なイベントタイプです。 

[イベントソース] リス

ト 

イベントソースのリストを表示します。一部のオプションは、[新規]、[編集]、お

よび [削除] ボタンを使用してイベントソースを作成、編集、または削除すること

ができます。 

[イベントソース] リストは、アクションが行われ、システムがイベントをログに

記録する前に、アラームが発生する期間を設定します。デフォルト値は、[Immedia

tely (即時)] です。イベントソース時間を設定するには、[少なくとも継続] チェ

ックボックスを選択し、秒数、分数、または時間数を選択します。 

[アクションタイプ] リ

スト 

考えられるアクションのリストを表示します。詳細については、「表51.[イベント

リンク] ウィンドウのアクションタイプとアクションターゲット」を参照してく

ださい。 

[アクションターゲット

] リスト 

考えられるターゲットのリストを表示します。詳細については、「表51.[イベント

リンク] ウィンドウのアクションタイプとアクションターゲット」を参照してく

ださい。 

[トリガー前] リスト イベントが発生する前に、保存するためにバッファされるデータの量を決定します

。 

[トリガー後] リスト イベントの発生後に、[アクションタイプ] リストから選択したアクションの実行

を継続する期間を決定します。 

[ログ設定] 領域 本システムでイベントをイベントデータベースに保存する期間を決定します。イベ

ントを保存できる最大時間は、365 日間です。 

表49.[イベントリンク] ウィンドウ 
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イベントリンクの作成 
イベントリンクを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [新規] をクリックします。 

2. [イベントタイプ] リストから、イベントを選択します。[イベントタイプ] リストで利

用可能なオプションの詳細については、「表50.イベントタイプとイベントソース」を

参照してください。 

3. [イベントソース] リストから、イベントソースを選択します。[イベントソース] リス

トで利用可能なオプションの詳細については、「表50.イベントタイプとイベントソー

ス」を参照してください。 

注記：[イベントタイプ] リストで [ソフトトリガー]、[時間トリガー]、または [ソース

グループ] を選択すると、[新規]、[編集]、または [削除] ボタンを使用して [イベント

ソース] リストを作成するか、編集できます。 

4. [アクションタイプ] リストから、アクションを選択します。[アクションタイプ] リス

トで利用可能なオプションの詳細については、「表51.[イベントリンク] ウィンドウの

アクションタイプとアクションターゲット」を参照してください。 

5. [アクションターゲット] リストから、ターゲットを選択します。[アクションターゲッ

ト] リストで利用可能なオプションの詳細については、「表51.[イベントリンク] ウィ

ンドウのアクションタイプとアクションターゲット」を参照してください。  

注記：[イベントタイプ]、[イベントソース]、[アクションタイプ]、および [アクショ

ンターゲット] リストで利用可能なオプションの詳細については、「表50.イベントタイ

プとイベントソース 」および「表51.[イベントリンク] ウィンドウのアクションタイ

プとアクションターゲット」を参照してください。 

6. [適用] をクリックします。 
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表50 では、[イベントリンク] ウィンドウと [イベント監視] ウィンドウの [イベントタイプ

] リストと [イベントソース] リストに表示されるオプションの説明を確認できます。 

イベントタイプ イベントタイプの説明 イベントソース 

ビデオモーショ

ン 

カメラがモーションを検出します。 exacqVision サーバーに接続するカメラ。 

ビデオ喪失 アナログビデオ信号が切断されてい

ます。 

exacqVision サーバーに接続するアナログカメラ。 

入力トリガー アラーム入力によってサーバーまた

は IP カメラ上でトリガーを有効に

します。  

サーバーまたはそのサーバーに接続する IP カメラ

の背後での入力トリガー。[トリガー入力] ウィン

ドウでデフォルトの機器と入力番号をカスタマイズ

できます。 

シリアルポート [シリアルプロファイル] ウィンド

ウで入力された事前に選択済みのポ

ート上でキーワードを検出します。  

サーバー上で構成するシリアルポート。詳細につい

ては、「 [シリアルポート] ウィンドウ」を参照

してください。 

シリアルプロフ

ァイル 

そのプロファイルを持つシリアルポ

ート上でキーワードを検出します。 

構成するシリアルプロファイル。シリアルプロファ

イルに関連付けられているすべてのキーワードとル

ールを選択するには、プロファイルの名前を選択し

ます。  

健全性 システムは、exacqVisionサーバー

ハードウェア、アクセス制御デバイ

ス、侵入デバイス、および入力の健

全性に関する問題を検出します。 

exacqVisionサーバーを接続するセキュリティ統合

。 

デバイスのステータスについては、[セキュリティ

統合] ウィンドウを参照してください。  

IP カメラ接続 ネットワークは IP カメラに接続で

きません。 

exacqVision サーバーに接続する IP カメラ。 

ソフトトリガー 信号はクライアントからサーバーへ

送信されます。 

デフォルト名で新しいソフトトリガーを作成するに

は、[新規]を選択します。事前に定義されたソフ

トトリガーをリストから選択することもできます。 

ソフトトリガーの名前を変更するには、その名前を

ダブルクリックします。 

ソフトトリガーを削除するには、[削除] をクリッ

クします。 

時間トリガー イベントがその時間に達します。 トリガーの開始および終了日時を設定するには、[

新規] をクリックします。 

分析 ビデオ分析イベントを検出します。 ビデオ分析イベントのリスト。  

ソースグループ 詳細なイベントリンクの複数のイベ

ントタイプ。 

イベントタイプとイベントソースの組み合わせを選

択し、それらをトリガーするかどうかを決定するに

は、[新規] を選択します。 

表50.イベントタイプとイベントソース  
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表51では、[イベントリンク] ウィンドウの [アクションタイプ] リストと [アクションター

ゲット] リストに表示されるオプションの説明を確認できます。 

アクションタイプ アクションタイプの説明 アクションターゲット 

なし アクションは実行されません。システムに

より、イベントデータベースにイベントが

記録されます。そのイベントを [検索] ウ

ィンドウで検索できます。 

アクションターゲットは利用できません

。 

録画されたビデオ

。 

ビデオを録画します。 exacqVision サーバーに接続するカメラ

。 

記録された音声 音声を記録します。 exacqVision サーバーに接続する音声入

力。 

出力トリガー サーバーまたは IP カメラの背後にある有

線の出力トリガーが有効になります。 

exacqVision サーバーまたは IP カメラ

の背後にある出力トリガー。 

出力ビデオ 1 アナログモニターが、ユーザーが選択した

カメラの全画面表示に切り替わります。 

exacqVision サーバーに接続する任意の

アナログカメラ。 

通知 [通知] ウィンドウで作成したプロファイ

ルに従って、電子メール通知が送信されま

す。 

[通知] ウィンドウで構成するプロファ

イルのいずれか。 

自動エクスポート データが自動エクスポートプロファイル内

の CD/DVR 機器に保存されます。詳細につ

いては、「[自動エクスポート] ウィンド

ウ」を参照してください。 

[自動エクスポート] ウィンドウで構成

するプロファイルのいずれか。 

PTZ プリセット カメラが特定の方向を指し示します。詳細

については、「 [機械的 PTZ] タブ」を参

照してください。 

[カメラ設定] ウィンドウの [機械的 PT

Z] タブでカメラに関連付けたプリセッ

トのいずれか。 

表51.[イベントリンク] ウィンドウのアクションタイプとアクションターゲット 
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[イベント監視] ウィンドウ 
[イベント監視] ウィンドウでは、接続されたサーバー内で発生するイベントに反応するよう

に exacqVision クライアントを構成できます。イベントに反応するように exacqVision クライ

アントを構成する前に、イベント監視プロファイルを作成する必要があります。イベント監

視プロファイルは、モーションまたはトリガー入力などのイベントによりトリガーされる、

ライブビデオの表示やサウンドのトリガーなどの一連のアクションです。イベント監視プロ

ファイルを作成した後で、そのプロファイルを有効にし、[ライブ] ウィンドウを使用してカ

メラをそれに割り当てます。イベント監視プロファイルを作成するには、「イベント監視

プロファイルの作成」を参照してください。[イベント監視] ウィンドウの機能の詳細につい

ては、「表52.[イベント監視] ウィンドウの [プロファイル] ペイン」と「表53.[イベン

ト監視] ウィンドウの [クライアントアクション] ペイン」を参照してください。 

注記[イベント監視] ウィンドウは exacqVision Start では使用できません。 

 
図41.[イベント監視] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[プロファイル] リスト イベント監視プロファイルのリストを表示します。 

[イベントモニターリス

トを表示] チェックボ

ックス 

監視している 1 つ以上のイベントの発生時にイベントを確認するために、[ライブ

] ウィンドウにウィンドウを自動的に表示するには、[イベントモニターを表示] 

チェックボックスを選択します。 

[最新のイベントを表示

] チェックボックス 

より優先度の高い別のイベントが同時に発生しない限り、必ず最新のイベントを表

示するようにするには、[最新のイベントを表示] チェックボックスを選択します

。詳細については、「表53.[イベント監視] ウィンドウの [クライアントアクシ

ョン] ペイン」を参照してください。 

[タイプ] 領域 特定のイベントの発生時に [ライブ] ウィンドウ内で単一のカメラを表示するには

、[ビデオパネル] を選択します。  

特定のイベントの発生時に事前に構成された視野を表示するには、[表示] を選択

します。 

表52.[イベント監視] ウィンドウの [プロファイル] ペイン 
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インターフェース要素 説明 

[クライアントアクショ

ン] リスト 

その発生時に exacqVision クライアントが反応するイベントのリストを表示しま

す。 

[イベントタイプ] リス

ト 

考えられるイベントのリストを表示します。詳細については、「表50.イベントタ

イプとイベントソース 」を参照してください。入力トリガーとソフトトリガーは

、exacqVision Start でのみ利用可能なイベントタイプです。 

[イベントソース] リス

ト 

[イベントソース] リストの内容は、[イベントタイプ] リストで選択したオプショ

ンとその構成によって決まります。詳細については、「表50.イベントタイプとイ

ベントソース 」を参照してください。 

イベントが互いに似ているため、各イベント用に別個のプロファイルを作成したく

ない場合は、[イベントソース] リストから [すべて] を選択し、[アクションタ

イプ] リストから [ビデオの切り替え] を選択します。その後、[アクションタイ

プ] リストに、同じイベントソースでアクションを作成するオプションが含まれま

す。 

[アクションタイプ] リ

スト 

[イベントタイプ] リストからのイベントの発生時に発生する可能性のあるアクシ

ョンのリストを表示します。リストからアクションを選択すると、ターゲットアク

ションのリストが [アクションターゲット] リストに表示されます。  

[アクションターゲット] リストの内容は、[プロファイル構成] ペインの [タイプ

] 領域で選択したプロファイルタイプのオプションによって決まります。[タイプ] 

領域のオプションの詳細については、「表52.[イベント監視] ウィンドウの [プ

ロファイル] ペイン」を参照してください。 

[アクションターゲット

] リスト 

考えられるターゲットのリストを表示します。詳細については、「表54.[イベント

監視] ウィンドウのアクションタイプとアクションターゲット」を参照してくだ

さい。 

[優先度] リスト 優先度レベルをアクションに割り当てます。最も高い優先度は 1 で、最も低い優

先度は 10 です。異なるイベントタイプが同時に発生した場合、より高い優先度レ

ベルのイベントが、確認されるまで表示されます。その後、より低い優先度のイベ

ントが表示されます。  

[タイムアウト] リスト イベントが [ライブ] ウィンドウに表示される長さを決定します。[プロファイル

構成] ペインで [イベントモニターリストを表示] を選択した場合にのみ、このオ

プションが利用可能になります。 

0 を選択すると、イベントは、確認されるまでの間表示されます。 

[確認] チェックボック

ス 

イベントがリストから削除される前に、イベントの削除を確認するには、[確認] 

チェックボックスを選択します。[プロファイル構成] ペインで [イベントモニタ

ーリストを表示] を選択した場合にのみ、このオプションが利用可能になります。 

[メッセージ] フィール

ド 

イベントの発生時に表示するメッセージを入力します。 

[プロファイル構成] ペインで [イベントモニターリストを表示] を選択した場合

にのみ、このオプションが利用可能になります。 

表53.[イベント監視] ウィンドウの [クライアントアクション] ペイン 
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イベント監視プロファイルの作成 
イベント監視プロファイルを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [プロファイル] ペインで、[新規] をクリックします。 

2. [プロファイル構成] ペインで、プロファイルの名前と説明を入力します。 

3. 以下のいずれかのプロファイルタイプを選択します。 

 ビデオパネル 

 ビュー 

4. [イベントタイプ] リストから、イベントを選択します。[イベントタイプ] リストで利

用可能なオプションの詳細については、「表50.イベントタイプとイベントソース」を

参照してください。 

5. [イベントソース] リストから、イベントソースを選択します。[イベントソース] リス

トで利用可能なオプションの詳細については、「表50.イベントタイプとイベントソー

ス」を参照してください。 

注記：ソースごとに別個のプロファイルを作成したくない場合は、イベントソースとし

て [すべて] を選択できます。イベントソースとして [すべて] およびアクションタイプ

として [ビデオの切り替え] を選択した場合、[アクションタイプ] リストには、同じイ

ベントソースでアクションを作成するためにイベントソースオプションが表示されます

。 

6. [アクションタイプ] リストから、アクションを選択します。[アクションタイプ] リス

トで利用可能なオプションの詳細については、「表54.[イベント監視] ウィンドウのア

クションタイプとアクションターゲット」を参照してください。 

7. [アクションターゲット] リストから、ターゲットを選択します。[アクションターゲッ

ト] リストで利用可能なオプションの詳細については、「表54.[イベント監視] ウィン

ドウのアクションタイプとアクションターゲット」を参照してください。 

8. [適用] をクリックします。  
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表54では、[イベント監視] ウィンドウの [アクションタイプ] リストと [アクションターゲ

ット] リストに表示される利用可能なオプションの説明を確認できます。 

アクションタイプ アクションタイプの説明 アクションターゲットのオプション 

ログ（ビデオパネルま

たはビュー） 

イベントの通知をシステムログフ

ァイルに保存します。 

アクションターゲットは利用できません。 

サウンドの再生（ビデ

オパネルまたはビュー

） 

サウンドを再生します。 サウンドのリスト。 

音声の切り替え（ビデ

オパネル） 

カメラから音声を再生します。 音声をサポートする接続されているすべて

のシステム上で、またはリストから選択し

たシステム上で構成しているすべてのカメ

ラ。 

ビデオの切り替え（ビ

デオパネル） 

カメラからビデオを表示します。 接続されているすべてのシステム上、また

はリストから選択したシステム上で構成し

ているすべてのカメラ。 

デジタルプリセット（

ビデオパネル） 

カメラ上で構成する PTZ プリセッ

トを表示します。 

接続されているすべてのシステム上、また

はリストから選択したシステム上で構成し

ているすべての ＰＴＺ プリセット。 

表示の切り替え（ビュ

ー） 

特定のイベントが発生するまで、

単一のビューを表示します。 

exacqVision クライアントで構成したビュ

ー。このビューは、イベントの発生時に自

動的に表示されます。 

表示ツアーの切り替え

（ビュー） 

特定のイベントが発生するまで、

ツアーを表示します。 

exacqVision クライアントで構成したツア

ー。このツアーは、イベントの発生時に自

動的に表示されます。 

表54.[イベント監視] ウィンドウのアクションタイプとアクションターゲット 

[ライブ] ウィンドウでのイベントプロファイルの表示 
[ライブ] ウィンドウでイベントプロファイルを表示するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブカメラの表示] アイコンをクリックします。 

2. [ライブ] ウィンドウで、[ビュー] を選択します。 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  98 / 197 2018年3月16日 
 

[スケジュール] ウィンドウ 
[スケジュール] ウィンドウで、録画スケジュールを作成できます。[スケジュール] ウィンド

ウには、[曜日] タブと [ソース] タブという 2 つのタブがあります。[曜日] タブでは、システ

ム内の接続されているすべての機器のスケジュールを作成できます。[ソース] タブでは、接

続されている単一の機器のスケジュールを作成できます。デフォルトで、exacqVision シス

テムはすべてのモーションとイベントを録画するためのスケジュールを構成します。  

 
図42.[スケジュール] ウィンドウ 

[スケジュール] モード 
スケジュールの作成時、録画設定の 4 つのモードから選択できます。詳細については、「表

55.録画設定モード」を参照してください。 

録画モード 色 説明 

モーション 青 すべてのモーションを録画するか、アラームの発生時に録画します。 

自由実行 緑 継続的に録画します。自由実行録画は、大量のディスク領域を使用します。 

アラーム 赤 アラームの発生時に録画します。 

なし 白 録画しません。 

表55.録画設定モード 

[曜日] タブ 
[曜日] タブでは、システム内の接続されているすべての機器のスケジュールを作成できます

。スケジュールを作成するには、「すべての機器のスケジュールの作成」を参照してくだ

さい。[曜日] タブの機能の詳細については、「表56.[スケジュール] ウィンドウの [曜日] タブ」を参

照してください。 
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インターフェース要素 説明 

[凡例] ペイン スケジュールグリッドでイベント録画およびカメラタイムラプスがどのように表示

されるのかを示します。 

[設定] ペイン さまざまな録画設定モードを表示します。詳細については、「表55.録画設定モー

ド」を参照してください。 

[カメラタイムラプス] 

ペイン 

すべてのカメラに対するシステム全体のタイムラプスを設定します。 

[情報] ペイン 選択した日時に対するカメラの設定の詳細を表示します。カメラの設定の詳細を表

示するには、グリッド内で目的の日時に対応する四角の上にカーソルを置きます。  

[現在の構成のコピー] 

ペイン 

録画スケジュールを他の曜日に適用します。スケジュールを別の曜日に適用するに

は、曜日のチェックボックスを選択し、[設定] をクリックします。 

表56.[スケジュール] ウィンドウの [曜日] タブ 
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すべての機器のスケジュールの作成 

すべての機器のスケジュールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [曜日] タブで、該当する曜日のタブを選択します。 

2. グリッドを左クリックし、録画をスケジュールしたい曜日と対応する時間の上にボック

スが描かれるまで、カーソルをドラッグします。 

3. [設定] 領域で、録画モードを選択します。スケジュールモードの詳細については、「表

55.録画設定モード」を参照してください。 

4. [適用] をクリックします。 

[ソース] タブ 
[ソース] タブでは、接続されている単一の機器のスケジュールを作成できます。接続されて

いる単一の機器のスケジュールを作成するには、「単一の機器のスケジュールの作成」を

参照してください。[ソース] タブの機能の詳細については、「表57.[スケジュール] ウィン

ドウの [ソース] タブ」を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[カメラ] リスト スケジュールに利用可能なカメラのリストを表示します。 

[凡例] ペイン スケジュールグリッドでイベント録画およびカメラタイムラプスがどのように表示

されるのかを示します。 

[設定] ペイン さまざまなスケジュール設定モードを表示します。詳細については、「表55.録画

設定モード」を参照してください。 

[適用先] ボタン カメラのスケジュールを別の機器に適用します。 

表57.[スケジュール] ウィンドウの [ソース] タブ 

単一の機器のスケジュールの作成 

単一の機器のスケジュールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ソース] タブで、[カメラ] リストから機器を選択します。 

2. グリッドを左クリックし、録画をスケジュールしたい曜日と対応する時間の上にボック

スが描かれるまで、カーソルをドラッグします。 

3. [設定] 領域で、スケジュールモードを選択します。 

4. [適用] をクリックします。 
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[アーカイブ] ウィンドウ 
アーカイブは、録画されたビデオと音声データのストレージと素早いアクセスおよび検索を

提供します。ブックマークおよびケースデータをアーカイブする場合、アーカイブは音声お

よびビデオソースのみをサポートします。シリアルデータとイベントはサポートされず、

exacqVision サーバー上に残ります。アーカイブの実行中は、特にシステムが限られた帯域

幅のワイドエリアネットワーク上にある場合は、ビデオの録画率が制限されることがありま

す。ビデオの録画率が制限されないようにするために、夜間や閉店時間などのビデオの録画

率が低い時間に、アーカイブをスケジュールすることができます。 

[アーカイブ] ウィンドウでは、複数の exacqVision サーバーが使用できるサーバーメッセー

ジブロック (SMB) 共有ネットワークドライブ上のビデオと他のデータのアーカイブを作成で

きます。 

注記：[アーカイブ] ウィンドウは exacqVision Start では使用できません。 

 
図43.[アーカイブ] ウィンドウ 
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 [ターゲット] タブ 
[ターゲット] タブでは、データ取得用に 1 つ以上の共有ネットワークドライブを構成できま

す。詳細については、「表58.[スケジュール] ウィンドウの [ターゲット] タブ」を参照

してください。 

インターフェース要素 説明 

[状態] 領域 サーバーが共有ネットワークドライブに正常に接続できるかどうかを示します。 

[使用割合] スライダー どのくらいの量のドライブをアーカイブに使用するのかを調整します。アーカイブ

に使用するドライブの割合を選択するには、[使用割合] スライダーを動かします

。 

プログレスバーには、ドライブの現在の領域容量を示すためにさまざまな色が表示

されます。青色は、アーカイブ用に構成している現在のドライブが使用している領

域の量を示します。灰色は、未使用の領域の量を示します。赤色は、他のシステム

が使用している領域の量を示します。赤色が含まれているドライブの割合を選択す

る場合、他のシステムはドライブのその部分をアーカイブに使用できません。 

[目的とするコンテンツ

の経過日数] リスト 

システムでデータをアーカイブする日数を選択するには、[目的とするコンテンツ

の経過日数] リストを使用します。設定した日数が経過する前にデータを削除する

場合、アクションをトリガーできるイベントがシステムにより作成されます。  

[有効期限の構成] 領域 アーカイブされたビデオを保存できる日数に対する制限を設定します。アーカイブ

内で設定した値よりも古いビデオは削除されます。データを保存する日数に対して

制限を設定するには、[最大] を選択します。次に [日数] リストから日数を選択

します。デフォルト値は 30 です。 

[直接検索] ペイン exacqVision サーバーを経由する必要なしに、excqVision クライアントを直接ア

ーカイブに接続します。exacqVision クライアントをアーカイブに直接接続するに

は、[有効] チェックボックスを選択し、ユーザー名とパスワードを入力します。

詳細については、「直接検索」を参照してください。 

[状態] ペイン 現在のアーカイブタスクに関する情報を表示します。 

アーカイブタスクに関する詳細を表示するには、[詳細] を選択します。 

表58.[スケジュール] ウィンドウの [ターゲット] タブ 

アーカイブ用のドライブの構成 

アーカイブ用のドライブを構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ターゲット] タブで、[新規] をクリックします。 

2. 共有ネットワークフォルダーおよびサブディレクトリのパスを [アドレス] フィールド

に入力します。 

3. 共有ネットワークドライブのユーザー名とパスワードを入力します。 

4. [使用割合] スライダーを動かして、どのくらいの量のドライブをアーカイブに使用する

のかを調整します。詳細については、「表58.[スケジュール] ウィンドウの [ターゲッ

ト] タブ」を参照してください。 

5. [直接検索] 領域で、exacqVision クライアントがアーカイブへのログオンに使用するユー

ザー名とパスワードを入力します。 

6. [適用] をクリックします。 
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直接検索 

直接検索機能は、exacqVision サーバーに接続することなく、exacqVision クライアントを直

接アーカイブに接続します。これにより、ビデオのダウンロードの速度を上げ、ネットワー

ク帯域幅の消費量を減らし、関連付けられている exacqVision サーバーがオフラインになっ

ているときに、録画されたビデオを利用できるようにします。直接検索の場合、アーカイブ

ストアアカウントの資格情報を使用する必要があります。 

[直接検索] ペインの [状態] 領域には、exacqVision クライアントとアーカイブ間の接続に関す

る情報が表示されます。詳細については、「表59.[直接検索] ペインの [直接検索] 状態メ

ッセージ」を参照してください。 

状態メッセージ  説明 

アドレスが無効で

す 

アドレスが有効な形式になっていません。アドレスの入力時には、以下の形式を使用し

てください。\\ipaddress or hostname\share\folder  

ページが見つかり

ません 

ターゲットサーバーは到達可能ですが、フォルダーが共有ネットワークドライブ上で見

つかりません。 

切断されました システムは無効なアドレス、ユーザー名、またはパスワードが原因で、共有ネットワー

クドライブに接続できません。 

接続されました システムはターゲットサーバーに接続されています。 

表59.[直接検索] ペインの [直接検索] 状態メッセージ 

[タスクスケジュール] ペイン  

[ターゲット] タブの [タスクスケジュール] ペインで、サーバーのアーカイブタスクをスケジ

ュールできます。そのタスクの残り時間が十分である場合、アーカイブタスクの進行中に録

画された該当するデータがすべてアーカイブされます。サーバー上でアーカイブタスクをス

ケジュールするには、「サーバー上のアーカイブタスクのスケジュール」を参照してくだ

さい。[タスクスケジュール] ペインの機能の詳細については、「表60.[ターゲット] タブの 

[タスクスケジュール] ペイン」を参照してください。  

インターフェース要素 説明 

[終了時間] 領域 アーカイブタスクの終了時間を決定します。  

5 分ごとにアーカイブするデータについてサーバーを検索するようにシステムを構

成するには、[連続] を選択します。  

すべての該当するデータがアーカイブされるまで、アーカイブを続けるように構成

するには、[終了するまで] を選択します。 

[終了時間] 領域で指定した時間にアーカイブを停止するように構成するには、[ユ

ーザー定義] を選択します。すべての該当するデータをアーカイブするのに、選択

したアーカイブ期間では十分でなかった場合は、残りのデータは次のアーカイブ時

間中にアーカイブされます。 

[頻度] 領域 [終了時間] 領域で [終了するまで] または [ユーザー定義] を選択した場合、[

頻度] 領域を使用して、いつアーカイブタスクを開始するのかを選択します。  

曜日を個々に選択するには、[カスタム] を選択します。 

表60.[ターゲット] タブの [タスクスケジュール] ペイン 
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サーバー上のアーカイブタスクのスケジュール 

サーバー上のアーカイブタスクをスケジュールするには、以下の手順を実行します。 

1. サーバーを選択します。  

2. [タスクスケジュール] タブで、[新規] をクリックします。 

3. [構成] ペインで、アーカイブタスクの名前を [名前] フィールドに入力します。 

4. 開始時間を選択します。 

5. 終了時間のタイプと終了時間を選択します。[終了時間] タイプの詳細については、「表

60.[ターゲット] タブの [タスクスケジュール] ペイン」を参照してください。 

注記：[スケジュール] タブの基準を満たす最も古いデータが最初にアーカイブされます

。[状態] 領域にアーカイブが完了していないというメッセージが表示される場合は、ア

ーカイブタスクの終了時間を変更します。 

6. [頻度] 領域で、[頻度] オプションを選択し、曜日を選択します。 

7. [適用] をクリックします。 
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[アーカイブ] ウィンドウの [スケジュール] タブ 
[アーカイブ] ウィンドウの [スケジュール] タブには、[曜日] タブと [ソース] タブという 2 つ
のタブがあります。[曜日] タブでは、サーバー上のすべての機器のアーカイブスケジュール

を作成できます。[ソース] タブでは、サーバー上の単一の機器のスケジュールを作成できま

す。サーバー上の機器のアーカイブスケジュールを作成するには、「サーバー内のすべて

の機器のアーカイブスケジュールの作成」および「サーバー内の単一の機器のアーカイブ

スケジュールの作成」を参照してください。[スケジュール] タブの機能の詳細については

、「表61.[アーカイブ] ウィンドウの [スケジュール] タブ上の [曜日] タブ」を参照し

てください。 

 
図44.[アーカイブ] ウィンドウの [スケジュール] タブ 

インターフェース要素 説明 

[すべてのブックマーク

のアーカイブ] チェック

ボックス 

アーカイブスケジュールにない場合でも、ブックマークに含めたすべてのビデオ

と音声をアーカイブします。 

[凡例] 領域 スケジュールグリッドでイベント録画がどのように表示されるのかを示します。 

[設定] 領域 録画設定のモードを表示します。詳細については、「表55.録画設定モード」を

参照してください。 

[録画スケジュールを表

示] チェックボックス 

基準として利用できるようにアーカイブスケジュールの後ろに、録画スケジュー

ルを表示します。 

[情報] 領域 選択した時間内のカメラ設定の詳細を表示します。選択した時間内のカメラ設定

を表示するには、選択したグリッド内の対応する四角の上にカーソルを置きます

。 

[現在の構成のコピー] 

領域 

録画スケジュールを他の曜日に適用します。スケジュールを別の曜日に適用する

には、曜日のチェックボックスを選択し、[設定] をクリックします。 

表61.[アーカイブ] ウィンドウの [スケジュール] タブ上の [曜日] タブ 
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サーバー内のすべての機器のアーカイブスケジュールの作成 

サーバー上ですべての機器のアーカイブスケジュールを作成するには、以下の手順を実行し

ます。 

1. [曜日] タブで、該当する曜日のタブを選択します。 

2. グリッドを左クリックし、アーカイブをスケジュールしたい曜日と対応する時間の上に

ボックスが描かれるまで、カーソルをドラッグします。 

3. [設定] 領域で、録画モードを選択します。録画モードの詳細については、「表29.[カメ

ラ設定] ウィンドウの [スケジュール] タブ」を参照してください。 

4. [適用] をクリックします。 

サーバー内の単一の機器のアーカイブスケジュールの作成 

サーバー内の単一の機器のアーカイブスケジュールを作成するには、以下の手順を実行しま

す。 

1. [ソース] タブで、[機器] リストから機器を選択します。 

2. グリッドを左クリックし、アーカイブをスケジュールしたい曜日と対応する時間の上に

ボックスが描かれるまで、カーソルをドラッグします。 

3. [設定] 領域で、録画モードを選択します。録画モードの詳細については、「表29.[カメ

ラ設定] ウィンドウの [スケジュール] タブ」を参照してください。 

4. [適用] をクリックします。 
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関連付けウィンドウ 
[関連付け]ウィンドウでは、音声入力、イベントトリガー、イベントリンク、および手動録

画コントロールをカメラにリンクしたり、表示設定を編集したりできます。カメラのライブ

ビデオパネル上に表示されている [オーバーレイ] アイコンをクリックして、カメラの関連付

けを管理できます。[関連付け] ウィンドウの機能の詳細については、「表62」を参照して

ください。 

 
図45.関連付けウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[カメラ] リスト 関連付けを使用して構成できるカメラのリストを表示します。 

[利用可能なコントロー

ル] リスト 

カメラに関連付けられるコントロールのリストを表示します。リストの [推奨] セ

クションには、カメラのすべての入力と出力が含まれます。 

[関連付けられたコントロール] ペインにコントロールを移動するには、[利用可能

なコントロール]リストからコントロールを選択し、[追加] をクリックします。 

[関連付けられたコント

ロール] ペイン 

カメラに関連付けるコントロールのリストを表示します。 

リスト内でのコントロールの順序を変更するには、コントロールを選択し、右下隅

にある上または下[矢印]アイコンをクリックします。 

コントロールを削除するには、コントロールを選択して[削除] をクリックしま

す。 

アイコンのスタイルを変更するには、[ボタン] [スタイル]リストから以下のオプ

ションのいずれかを選択します。 

表示のみ：処理は行われません。 

継続：アイコンをクリックすると、アイコンを再びクリックするまで、関連付けが

アクティブなままになります。 

瞬時：関連付けをアクティブにするには、アイコンをクリックして押したままにす

る必要があります。 

[確定]: 関連付けでアラームが発行された場合、アラームが確認されるまで、その

関連付けはアラーム状態のままになります。 

[アイコンセット]の列には、関連付けが使用するカスタムアイコンが表示されま

す。詳細については、「カスタムアイコン ウィンドウ」を参照してください。  

[タイムアウト]列には、それがアラーム状態にあるときに関連付けが表示する秒数

が表示されます。この列は、[表示のみ]の関連付けでのみ使用できます。  

[表示オプション] ペイ

ン 

[関連付け] アイコンの位置と表示設定を変更します。 

カーソルをビデオパネル上に置いたときにのみ関連付けを表示するには、[表示タ

イプ] 領域で [自動的に隠す] を選択します。 

複数のカメラに表示設定を適用するには、[適用先] をクリックします。 

表62.関連付けウィンドウ 
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カスタムアイコン ウィンドウ 
[カスタムアイコン]ウィンドウでは、関連付けのカスタムアイコンを作成できます。 

カスタムアイコン ウィンドウを開く 
[カスタムアイコン]ウィンドウを開くには、以下の手順を実行します。 

1. ツールバーの [構成（セットアップ）ページ] アイコンをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、カスタムアイコンを作成するサーバーを展開します。 

3. [関連付け]ノードを展開し、[カスタムアイコン]を選択します。 

 
図46.カスタムアイコン ウィンドウ 

関連付けのカスタムアイコンを作成する 
関連付けのカスタムアイコンを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [カスタムアイコン]ウィンドウで、[新規]を選択します。 

2. [名前] フィールドに、カスタムアイコンの名前を入力します。 

3. [自動生成] 領域で [インポート] をクリックします。 

4. アイコンに移動し、[開く]をクリックします。システムは、選択したアイコンとの関連

付けを投入します。 

5. オプション。関連付けのアイコンを変更するには、変更する関連付けの横にある[イン

ポート]を選択します。  

6. [適用] をクリックします。 
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[ユーザー] ウィンドウ 
[ユーザー] ウィンドウでは、ユーザーを追加したり、システムから削除したり、ユーザーグ

ループのアクセスレベルを設定したり、カメラを表示する権限を割り当てたりできます。[
ユーザー] タブの機能の詳細については、表63 を参照してください。 

 
図47.[ユーザー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ユーザーアカウント] 

リスト 

システムユーザーとユーザーグループのリストを表示します。 

新規ユーザーとユーザーグループを追加するには、「システムへのユーザーの追加

」および「システムへのユーザーグループの追加」を参照してください。 

ユーザーまたはユーザーグループを削除するには、[ユーザーアカウント] リスト

からユーザーまたはユーザーグループを選択し、[削除] をクリックします。 

[AD/LDAP の照会] ボ

タン 

接続性をテストし、LDAP サーバーを照会します。 

[ユーザーのロック解除

] ボタン 

パスワードを間違って入力したユーザーをロック解除するには、[ユーザーのロッ

ク解除] をクリックします。システムからロックアウトされるまでにユーザーが試

行できるパスワード入力試行回数を変更するには、「ユーザーロックアウト」を参

照してください。 

[詳細] タブ [詳細] タブの詳細については、「表64.[ユーザー] ウィンドウの [詳細] タブ」

を参照してください。 

[ＩＤ] タブ [メタデータ] 領域を使用して、ユーザー検索を絞り込むためにデータフィールド

を作成できます。データフィールドを追加するには、[＋] アイコンをクリックし

、対応するフィールドに情報を入力します。 

[セキュリティ] タブ [セキュリティ] タブは、その機能をサポートするシステム上でのみ利用できます

。詳細については、「 [ユーザー] ウィンドウの [セキュリティ] タブ」を参照

してください。 

[カスタムユーザー権限

] リスト 

ユーザーまたはユーザーグループが exacqVision クライアントで機器を操作でき

るようにするために、選択できる機器のリストを表示します。 

[カスタムユーザー許可

] ペイン 

[カスタムユーザー許可] リストを編集するには、[カスタムユーザー権限] リス

トの [表示管理]、 [ユーザー管理]、および[ケース管理] チェックボックスをオ

フにする必要があります。 

ユーザーの許可をカスタマイズするには、「[ライブ]ウィンドウと[検索]ウィン

ドウのユーザー許可をカスタマイズする」を参照してください。  

[ライブ]と[検索]の両方のウィンドウで同じ許可をユーザーに適用するには、[ラ

イブと検索に同じ権限を使用する] チェックボックスを選択します。 

表63.[ユーザー] ウィンドウ 
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 [ユーザー構成] ペインでは、新規ユーザーまたはユーザーグループを作成したり、アクセス

レベル、許可、および権限を構成したりできます。詳細については、表64、表66、「シス

テムへのユーザーの追加」、および「システムへのユーザーグループの追加」を参照して

ください。 

インターフェース要素  説明 

[ユーザー名] フィール

ド 

ユーザー名には少なくとも 7 文字含める必要があります。 

[パスワード] フィール

ド 

パスワードには、関連付けられるユーザー名を含めることはできません。 

[ユーザーグループ] フ

ィールド 

[ユーザーグループ] リストには、ユーザーの許可レベルのリストが表示されま

す。詳細については、「表65」を参照してください。カスタムグループオプショ

ンは exacqVision Start では使用できません。 

[ユーザーグループ名] 

フィールド 

[ユーザーグループ名] フィールドには、ユーザーグループの名前を入力できま

す。 

[優先度] リスト [優先度] リストには PTZ 優先度レベルが表示されます。[優先度] リストは ex

acqVision Start では使用できません。 

2 人のユーザーが同じカメラの PTZ 機能を同時に管理しようとしている場合、

優先度レベルの高いユーザーに PTZ コントロールが与えられます。同じ優先度

を持つユーザーによってすでに管理されているカメラ上の PTZ 機能を 2 人目の

ユーザーが管理しようとすると、コントロールは最初のユーザーに残ります。 

管理ユーザーは自動的に他のすべてのユーザーに対して PTZ 優先度を持ちます

。パワーユーザーは、管理ユーザー以外のすべてのユーザーよりも優先されます

。 

表64.[ユーザー] ウィンドウの [詳細] タブ 

表65では、[ユーザー] ウィンドウの [ユーザーグループ] リストで利用可能なオプションの

説明を確認できます。 

許可レベル 説明 

完全管理者 ユーザーはシステム内のすべての機能にアクセスできます。 

パワーユーザー ユーザーは、ユーザーの追加と削除を除く、システム内のすべての機能にアクセスでき

ます。 

ライブのみ ユーザーはすべてのカメラからライブビデオのみを表示できます。 

検索のみ ユーザーは録画されたビデオを検索できます。 

ライブ＋検索 ユーザーは、すべてのカメラからライブビデオを表示したり、録画されたビデオを検索

したりできます。 

カスタムグループ

またはユーザー 

カスタムのユーザーまたはグループ用に作成する一連の許可。 

表65.[ユーザー] ウィンドウの [ユーザーグループ] リスト 
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システムへのユーザーの追加 
ユーザーをシステムに追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザー] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [詳細] タブで、ユーザーの名前を [ユーザー名] フィールドに入力します。 

3. [パスワード] フィールドにパスワードを入力し、[パスワードの確認] フィールドでパ

スワードの確認入力を行います。 

4. [ユーザーグループ] リストから許可レベルを選択します。許可レベルの詳細については

、「表65.[ユーザー] ウィンドウの [ユーザーグループ] リスト」を参照してください

。 

5. [優先度] リストから PTZ 優先度レベルを選択します。 

6. オプション。[カスタムユーザー権限] リストから、ユーザーにアクセスさせる権限を選

択します。 

7. オプション。[カスタムユーザー許可]ペインを使用して、ユーザーの許可をカスタマイ

ズします。詳細については、「[ライブ]ウィンドウと[検索]ウィンドウのユーザー許可

をカスタマイズする」を参照してください。 

注記：[カスタムユーザー許可]リストを編集するには、 [カスタムユーザー権限]リス

トの [表示管理]、[ユーザー管理]、および[ケース管理] チェックボックスをオフにす

る必要があります。  

8. [適用] をクリックします。 
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システムへのユーザーグループの追加 
ユーザーグループをシステムに追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザー] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [詳細] タブで、[ユーザーグループ] リストから許可レベルを選択します。許可レベル

の詳細については、「表65.[ユーザー] ウィンドウの [ユーザーグループ] リスト」を

参照してください。 

3. [ユーザーグループ名] フィールドに、ユーザーグループの名前を入力します。 

4. [優先度] リストから PTZ 優先度レベルを選択します。 

5. オプション。[カスタムユーザー権限] リストから、ユーザーグループにアクセスさせる

権限を選択します。 

6. オプション。[カスタムユーザー許可]ペインを使用して、グループの許可をカスタマイ

ズします。詳細については、「[ライブ]ウィンドウと[検索]ウィンドウのユーザー許可

をカスタマイズする」を参照してください。 

注記：[カスタムユーザー許可] リストを編集するには、 [カスタムユーザー権限]リス

トの[表示管理]、[ユーザー管理]、および [ケース管理]チェックボックスをオフにす

る必要があります。 

7. [適用] をクリックします。 

[ライブ]ウィンドウと[検索]ウィンドウのユーザー許可をカスタマイズ

する 
[ライブ]および[検索]ウィンドウのユーザー許可をカスタマイズするには、以下の手順を実

行します。 

注記[ライブ]および[検索]ウィンドウで同じ権限をユーザーに適用するには、 表63を

参照してください。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [カスタムユーザー許可]ペインで、[ライブ] タブをクリックします。 

3. [ライブ]または[検索]タブが利用できない場合は、以下の手順を実行します。 

 [カスタムユーザー許可]ペインで、[ライブと検索に同じ許可を使用する]チェックボ

ックスをオフにします。 

4. ユーザーが[ライブ]ウィンドウで使用できるようにするデバイスを選択します。 

5. [検索]タブをクリックします。 

6. ユーザーが[検索]ウィンドウで使用できるようにするデバイスを選択します。 

7. [適用] をクリックします。 
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ユーザーの優先度レベルの変更 
ユーザーの優先度レベルを変更するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザー] ウィンドウで、[ユーザーアカウント] リストからユーザーを選択します。 

2. [パスワード] フィールドの [詳細] タブで、ユーザーのパスワードを入力し、[パスワー

ドの確認] フィールドにそのパスワードを再び入力してパスワードを確認します。 

3. [ユーザーグループ] リストから新しい許可レベルを選択します。許可レベルの詳細につ

いては、「表65.[ユーザー] ウィンドウの [ユーザーグループ] リスト」を参照してく

ださい。 

4. オプション。[カスタムユーザー権限] リストから、ユーザーグループにアクセスさせる

権限を選択します。 

5. オプション。[カスタムユーザー権限]ペインを使用して、ユーザーの許可をカスタマイ

ズします。詳細については、「[ライブ]ウィンドウと[検索]ウィンドウのユーザー許可

をカスタマイズする」を参照してください。 

注記：[カスタムユーザー許可] リストを編集するには、[カスタムユーザー権限] リス

トの [表示管理] チェックボックスと [ユーザー管理] チェックボックスをオフにする必

要があります。 

6. [適用] をクリックします。 
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 [ユーザー] ウィンドウの [セキュリティ] タブ 
[ユーザー]ウィンドウの[セキュリティ]タブで、ユーザーのパスワード設定を構成したり

、一時的なユーザーを作成したり、ユーザーにアクセススケジュールを割り当てたりするこ

とができます。[ユーザー]ウィンドウの[セキュリティ]タブの機能に関する詳細は、 表66

を参照してください。  

インターフェース要素 説明 

[ユーザーを無効にする] 

チェックボックス 

ユーザーを無効にするには、ユーザーを [ユーザーアカウント] リストから選択

し、[ユーザーを無効にする] チェックボックスを選択し、[適用] をクリックし

ます。 

[ユーザーはパスワード

の変更可能]チェックボ

ックス 

これにより、ユーザーはパスワードを変更することができます。完全管理者とパ

ワーユーザーは、常に自身のパスワードを変更する権限を持っています。詳細に

ついては、「ユーザーにパスワードを変更する権限を与える」を参照してくださ

い。 

[ユーザーはパスワード

の変更必須]チェックボ

ックス 

ユーザーにパスワードの変更を要求します。詳細については、「ユーザーにパス

ワードの変更を強制する」を参照してください。  

[一時ユーザー] チェッ

クボックス 

一時ユーザーを作成するには、「一時ユーザーの作成」を参照してください。 

[アクセススケジュール] 

リスト 

アクセススケジュールを作成するには、「アクセススケジュール」を参照してく

ださい。アクセススケジュールをユーザーに割り当てるには、「ユーザーへのア

クセススケジュールの割り当て」を参照してください。 

[ロックアウト状態] 領

域 

[ロックアウト状態] 領域には、ユーザーがシステムからロックアウトされるか

どうかが表示されます。システムからロックアウトされるまでにユーザーが試行

できるパスワード入力試行回数を変更するには、「ユーザーロックアウト」を参

照してください。 

[ユーザーのロック解除] 

ボタン 

パスワードを間違って入力したユーザーのロックを解除するには、[ユーザーア

カウント] リストからユーザーを選択し、[ユーザーのロック解除] をクリック

します。 

表66.[ユーザー] ウィンドウの [セキュリティ] タブ 

ユーザーにパスワードを変更する権限を与える 
ユーザーにパスワードを変更する権限を与えるには、以下の手順を実行します 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [ユーザー構成]パネルで、[セキュリティ] タブをクリックします。 

3. [ユーザーはパスワードの変更可能] チェックボックスを選択します。 

4. [適用] をクリックします。 
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ユーザーにパスワードの変更を強制する 
ユーザーにパスワードの変更を強制するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [ユーザー構成]パネルで、[セキュリティ] タブをクリックします。 

3. [ユーザーはパスワードの変更必須] チェックボックスを選択します。 

4. [適用] をクリックします。 

一時ユーザーの作成 
一時ユーザーを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [セキュリティ] タブで、[一時ユーザー] チェックボックスを選択します。 

3. [アクセス時間開始] リストと [アクセス時間終了] リストから、スケジュールの開始お

よび終了時間を選択します。 

4. [適用] をクリックします。 

ユーザーへのアクセススケジュールの割り当て 
アクセススケジュールを割り当てるには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [ユーザー構成]ペインで、[セキュリティ] タブをクリックします。 

3. [アクセススケジュール] リストから、スケジュールを選択します。スケジュールを作成

するには、「アクセススケジュール」を参照してください。 

4. [適用] をクリックします。  
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[パスワードの変更]ウィンドウ 
[パスワードの変更]ウィンドウで、ユーザーはパスワードを変更できます。[パスワードの

変更]ウィンドウは、次の条件でのみ表示されます。 

 完全管理者とパワーユーザーの場合 

 ユーザーにパスワードを変更する権限がある場合 

 システムがユーザーにパスワードの変更を強制する場合 

詳細については、「 [ユーザー] ウィンドウの [セキュリティ] タブ」を参照してくださ

い。 

 
図48.[パスワードの変更]ウィンドウ 
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[システム] ウィンドウ 
[システム] ウィンドウには、exacqVision システムに接続されるすべてのサーバーのリスト、

各サーバーに関する情報、および検索を絞り込むために追加するメタデータフィールドが表

示されます。メタデータフィールドの追加方法の詳細については、「表6.[システムの構成

] ウィンドウの [システム] タブ」を参照してください。[システム] ウィンドウの詳細につ

いては、「表67.[システム] ウィンドウ」を参照してください。 

 
図49.[システム] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[システム名] 列 サーバーの名前を表示します。 

サーバーのモデル番号とシリアル番号情報を表示するには、[システム名] フィ

ールドを右クリックします。 

[シリアル番号] 列 サーバーのシリアル番号を表示します。 

[IP アドレス] 列 サーバーの IP アドレスとホスト名を表示します。 

[接続状態] 列 exacqVision システムから 1 つのサーバーを接続したり、削除したりするには

、サーバーの接続状態を右クリックし、[接続] または [切断] を選択します。 

サーバーが exacqVision クライアントに接続されている場合に、クライアント

コンピューターとサーバーの間の物理接続が中断されたときは、[接続状態] フ

ィールドに [ネットワーク活動タイムアウト] が表示され、[状態] フィールド

に [切断] が表示されます。 

[ライセンス] 列 システムに Start、Enterprise、または Professional ライセンスがあるかど

うかを表示し、システムのライセンスキーを更新します。ファイルまたはテキ

ストからシステムのライセンスキーを更新できます。 

ライセンスキーを更新するには、[ライセンス]フィールドを右クリックし、[更

新] を選択し、[ファイル] または [テキスト] を選択します。[ファイル] を

選択すると、ライセンス情報を含む .KEY ファイルを参照できます。[テキスト

] を選択すると、ライセンスキーを手動で入力できます。 

[MAC アドレス] 列 サーバーの MAC アドレスを表示します。 

[バージョン] 列 サーバーが現在使用ているソフトウェアバージョンを表示します。 

システムが使用しているソフトウェアバージョンに関する追加情報を表示する

には、[バージョン] フィールドを右クリックします。 

[状態] 列 サーバーの録画状態を表示します。 

[日数] 列 サーバーが録画されたビデオを保存する日数を表示します。 

[ライセンスのインポー

ト] ボタン 

.CSV ファイルから複数のライセンス番号をインポートするには、[ライセンス

のインポート] をクリックします。 

[ライセンスのエクスポ

ート] ボタン 

[システム] ウィンドウに現在表示されているライセンス番号のリストをコンパ

イルするには、[ライセンスのインポート] をクリックします。  

[すべて接続] ボタン exacqVision システムから複数のサーバーを接続するには、リストの最初のサ

ーバーの接続状態を左クリックし、Shift を押して、他のサーバーを強調表示

します。強調表示されたリストを右クリックし、メニューから [すべて接続] 

を選択します。 

[すべて切断] ボタン exacqVision システムから複数のサーバーを切断するには、リストの最初のサ

ーバーの接続状態を左クリックし、Shift を押して、他のサーバーを強調表示

します。強調表示されたリストを右クリックし、メニューから [すべて切断] 

を選択します。 

[製品登録] ボタン Web ブラウザーで [exacqVision 製品登録] ページを開きます。  

[利用状況の統計を送信

] チェックボックス 

exacqVision カメラと機能の利用方法に関する匿名の機密でない情報をメーカ

ーに送信します。 

[詳細を確認] リンク Web ブラウザーで [プライバシー方針] ページを開きます。 

表67.[システム] ウィンドウ 
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 [装置] ウィンドウ 
[装置] ウィンドウには、exacqVision ハイブリッドビデオサーバーの圧縮ボードに関する情報

が表示されます。exacqVision ハイブリッドビデオサーバーの圧縮ボードは、システムに接

続されているアナログカメラを管理します。exacqVision サーバーに圧縮ボードを取り付け

ると、[装置情報] ペインに eDVR 装置のタイプと、その装置のシリアル番号が表示されます

。[装置] ウィンドウの機能の詳細については、「表68.[装置] ウィンドウ」を参照してくだ

さい。 

 
図50.[装置] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[装置情報] ペイン exacqVision サーバー内の eDVB 装置のタイプおよび圧縮ボードのシリアル番号を

表示します。 

[温度モニター] ペイン e 圧縮ボードの温度しきい値を設定し、それをイベントにリンクさせるには、[し

きい値] リストから温度を選択し、[適用] をクリックします。 

表68.[装置] ウィンドウ 
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[クライアント] ウィンドウ 
[クライアント] ウィンドウでは、exacqVision クライアントの設定をカスタマイズできます。

詳細については、「表69.[クライアント] ウィンドウ」、「表70.[クライアント] ウィンドウ

の [ライブビデオパネル] ペイン」、および「表71.[クライアント] ウィンドウの [デコーディ

ング] ペイン」を参照してください。 

 
図51.[クライアント] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[ライブビデオパネル] ペイ

ン 

[ライブ] ウィンドウでウィンドウの表示および音声の設定を変更します。詳細について

は、「表70.[クライアント] ウィンドウの [ライブビデオパネル] ペイン」を参照してく

ださい。 

[色] ペイン モーション、アラーム、自由実行、PTZ フォーカス、およびイベントモニターというイベ

ントのビデオパネル上のデフォルトの枠線色を変更します。イベント色を変更するには、

イベント名の横にある色をクリックし、新しい色を選択して、[Ok] をクリックします。[

色] ペインは exacqVision Start では使用できません。 

[ライブ] ペイン exacqVision クライアントのサイズを増減するときにビデオパネルのアスペクト比を保持

するには、[サイズ変更中にアスペクト比を保持] を選択します。 

ユーザーアクションを必要とするイベントの発生時に最小化されたクライアントを表示す

るには、[ユーザーの注意の要求] で [クライアントの復元] を選択します。 

音声およびビデオ再生を確実に同期させるには、[リップシンク/ビデオスムージング] リ

ストから [有効] を選択します。このオプションは、ビデオと音声を最大 5 秒バッファ

に格納し、断続的ビデオストリームを補完することができます。ただし、これにより、メ

モリの使用量とビデオの待機時間も増します。 

[VGA アクセラレーション] 

ペイン 

ビデオの更新間隔と他の表示の問題の改善を試みることにより、ビデオカードが引き起こ

す表示の問題を解決します。VGA アクセラレーションオプションを使用できるかどうかは

、取り付けているビデオカードによって異なります。[VGA アクセラレーション] ペイン

は exacqVision Start では使用できません。 

[デコーディング] ペイン exacqVision クライアントのビデオの画質を高めます。詳細については、「表71.[クライ

アント] ウィンドウの [デコーディング] ペイン」を参照してください。 

[マルチスクリーミング] ペ

イン 

[ライブ] ウィンドウのナビ下―ジョンツリーでカメラの 2 次ストリームを非表示にし、

クライアントで表示する最適なストリームを判断できるようにするには、[個々の品質ス

トリームを非表示] を選択します。 

2 次ストリームのアスペクト比が主ストリームと異なる場合でも、品質ストリームである

かのようにクライアントですべての 2 次ストリームを処理させるには、[すべてのストリ

ームを品質ストリームとして管理] を選択します。 

[タイムラプス再生] ペイン タイムラプス録画または不連続なモーションの結果である、ビデオギャップ間隔を制御し

ます。デフォルトでは、1 秒のギャップの後に次のビデオフレームに自動的にジャンプし

ます。このギャップを増減するには、[ギャップが 1 秒を超えた場合、次のフレームに直

ちにジャンプ] スライダーを動かします。[タイムラプス再生] ペインは exacqVision St

art では使用できません。 

[オペレーティングシステム

の制限されたユーザーに対す

る構成モードを表示] チェッ

クボックス 

Window の設定で制限されたユーザーに対し、[構成（セットアップ）ページ] アイコンを

非表示にします。この機能は、exacqVision Start では使用できません。 

[Windows のフォントスムー

ジングを無効にする] チェッ

クボックス 

デフォルトでは、テキストフォントをシャープにするために、フォントスムージング技術

が利用されます。この技術を無効にするには、[Windows のフォントスムージングを無効

にする] チェックボックスを選択します。 

[ビデオプッシュ] ペイン exacqVision クライアントが Enterprise ライセンスを持つ 別の exacqVision クライア

ントから項目を受信する場合、[表示の受信を有効にする] を選択します。  

exacqVision クライアントの名前を [表示名] フィールドに入力すると、リモートで接続

する exacqVision クライアントのタイトルバー上にその名前が表示されます。 

ビデオプッシュ機能の詳細については、「[ビデオプッシュ] ウィンドウ」を参照してく

ださい。 

[イベントボタン] ペイン 構成済みのソフトトリガーのショートカットを作成します。ソフトトリガーのショートカ

ットを作成するには、「ソフトトリガーのショートカットの作成」を参照してください。

[イベントボタン] ペインは exacqVision Start では使用できません。  

[非アクティブタイムアウト] 

ペイン 

非アクティブの設定時間後、ライブビデオストリームが自動的に切断されます。 

非アクティブ時間を設定するには、[有効にする] を選択し、[設定時間後にライブストリ

ームを切断] リストから分数を選択し、[適用] をクリックします。 

[テーマ] ペイン exacqVision クライアントの色テーマを変更するには、[テーマの選択] リストを使用し

ます。  

[カメラプレビュー] ペイン カメラプレビュー機能を使用して、カメラを素早く特定できます。カメラプレビュー機能

をオフにするには、[プレビューなし] を選択します。 

カーソルがカメラの上に置かれたときに表示するカメラビューの画像を表示するには、[

サムネイル] を選択します。 

カーソルがカメラの上に置かれたときにカメラからビデオストリームを表示するには、[

ビデオ] を選択します。 

24時制 この機能は、Mac コンピューターでのみ使用可能です。 

表69.[クライアント] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[くぼんだ枠線を表示] チェ

ックボックス 

ビデオパネル間の間隔を減らします。 

[双方向音声中はミュートに

する] チェックボックス 

双方向音声機能の使用中は、すべての音声をミュートにします。 

[双方向音声] リスト クライアントコンピューターに接続するマイクロフォンのリストを表示しま

す。クライアントからサーバーへ音声を送信するには、[双方向音声] リス

トからマイクロフォンを選択します。 

[パネルサイズ] リスト ライブビデオのビデオパネルサイズオプションのリストを表示します。 

現在表示中のビデオパネルの寸法を使ってビデオパネルを表示するには、[

コンテンツ] を選択します。ディスプレイ上の大部分のビデオパネルが 16 

× 9 をキャプチャする場合、すべてのビデオパネルは 16 × 9 で表示され

ます。 

[ライブ] ウィンドウの寸法を使ってビデオパネルを表示するには、[ウィン

ドウ] を選択します。 

ビデオパネルを 4 × 3 で表示するには、[4 × 3] を選択します。 

ビデオパネルを 16 × 9 で表示するには、[16 × 9] を選択します。ビデ

オパネルに 16 × 9 で表示する場合、 ワイドスクリーンレイアウトアイコ

ンは使用できません。 

表70.[クライアント] ウィンドウの [ライブビデオパネル] ペイン 

インターフェース要素 説明 

[H.264 非ブロック化] 領域 ビデオをストリーミングするすべてのカメラに非ブロック化を適用するには

、[装置ごと] を選択します。 

常にカメラに非ブロック化を適用するには、[有効] を選択します。このオ

プションは、最大表示フレームレートを減らすことができます。 

非ブロック化を無効にするには、[無効] を選択します。 

[H.264 非ブロック化] ペインは、管理者とパワーユーザーのみが一部のカ

メラで利用できます。 

[GPU デコーディング] スラ

イダー 

ビデオストリームの録画を加速します。GPU 録画を設定し、[GPU デコーデ

ィング] スライダーを動かし、[較正] をクリックします。 

表71.[クライアント] ウィンドウの [デコーディング] ペイン 

ソフトトリガーのショートカットの作成 
ソフトトリガーのショートカットを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [イベントボタン] ペインで、[新規] をクリックします。 

2. ソフトトリガーの説明を [ツールヒント] フィールドに入力します。 

3. [変更] アイコンをクリックし、デフォルトまたはカスタムのアイコンをアップロードし

ます。 

4. オプション。キーボードショートカットキーを入力します。 

5. 以下のいずれかのボタンスタイルを選択します。 

 継続：コマンドを 1 回有効にするか、または該当する場合はラッチ効果を出します

。 

 瞬時：アイコンをクリックしている間、短い説明効果を有効にします。 

6. リストからソフトトリガーを選択します。 

7. [適用] をクリックします。 
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[ジョイスティック] ウィンドウ 
[ジョイスティック] ウィンドウでは、exacqVision システムにより標準の USB ジョイスティ

ックを構成できます。詳細については、「表72.[ジョイスティック] ウィンドウ」および

「表73.[ジョイスティック] ウィンドウの [ジョイスティック構成] 領域」を参照してく

ださい。 

注記[ジョイスティック] ウィンドウは exacqVision Start では使用できません。 

インターフェース要素 説明 

[現在のジョイスティッ

ク] リスト 

現在構成されているジョイスティックと以前に構成したジョイスティックのリス

トを表示します。 

ジョイスティックが静止位置にあるときにずれる場合、[構成] をクリックして

制御を取り戻します。 

[ジョイスティック構成] 

領域 

ジョイスティックの位置制御、ズーム、および再生速度を変更します。詳細につ

いては、「表73.[ジョイスティック] ウィンドウの [ジョイスティック構成] 領

域」を参照してください。 

[位置制御源] 領域 ジョイスティックに視点 (POV) ソースがある場合、[POV] を選択することで、

ジョイスティック機能を X/Y 軸から POV に切り替えることができます。 

ボタン ジョイスティックのプログラムを作成するために使用できるアクションのリスト

を表示します。アクションは、ジョイスティックのモデルによって異なります。 

[デフォルトにリセット] 

ボタン 

工場出荷時のデフォルト設定を適用します。 

表72.[ジョイスティック] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[X/Y 軸] 領域 位置制御の感度を増減するには、[感度] スライダーを動かします。 

カメラまたはビューの方向性を反転するには、[Y 軸を反転] チェックボックス

を選択します。 

ジョイスティックを開始点に適合させるには、ジョイスティックを目的の位置を

動かし、[較正] をクリックします。 

[Z 軸] 領域 ズーム感度を増減するには、[感度] スライダーを動かします。 

ズームの方向を反転するには、[Z 軸を反転] チェックボックスを選択します。 

カメラのズームを調整する場合、[Z 軸] 領域の [Z 軸] ボックスが緑色になり

、ズームの方向を示します。 

[X 位置] 領域 再生速度を増減するには、[感度] スライダーを動かします。 

再生速度の方向を反転するには、[X 軸を反転] チェックボックスを選択します

。 

再生速度を調整する場合、[X 軸] 領域の [X 軸] ボックスが緑色になり、ズー

ムの方向を示します。 

表73.[ジョイスティック] ウィンドウの [ジョイスティック構成] 領域 
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[インジケータ] ウィンドウ 
インジケータは、システム内を検索するときに問題が生じた場合に、システム構成候補をユ

ーザーに提示します。[インジケータ] ウィンドウでは、インジケータを表示し、編集できま

す。詳細については、「表74.[インジケータ] ウィンドウ」および「表75.[インジケータ

構成] ペイン」を参照してください。 

 
図52.[インジケータ] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[インジケータ] リスト インジケータ機能をサポートする接続されている exacqVision サーバーのリスト

を表示します。 

[インジケータ構成] ペ

イン 

システム構成候補のリストを表示します。詳細については、「表75.[インジケータ

構成] ペイン」を参照してください。 

[インジケータアイコン

] リスト 

サーバーの現在のエラーおよび警告メッセージのリストを表示します。アイコンの

右下隅にある数は、システムが検出したエラーおよび警告の数を示しています。 

[インジケータアイコン] リストを表示するには、ツールバーの右下隅にある [イ

ンジケータ] アイコンをクリックします。 

表74.[インジケータ] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[有効] チェックボック

ス 

サーバーのインジケータメッセージを有効にするには、[有効] チェックボックス

を選択します。 

[画像] 列 インジケータメッセージが警告なのかエラーなのかを示す画像を表示します。画像

は、[レベル] 列のメッセージのレベルタイプを変更すると、自動的に変化します

。 

[レベル] 列 インジケータメッセージを警告またはエラーに設定するには、[レベル] リストか

ら [警告] または [エラー] を選択します。 

エラーメッセージは、警告よりも優先度が高くなっています。 

[無視] 列 インジケータの設定を編集するために使用できるオプションのリストを表示します

。 

クライアントセッションの残りのインジケータを削除するには、[無視] を選択し

ます。クライアントが再起動すると、インジケータが再び表示されます。 

同じレベルのメッセージを持つすべてのインジケータを削除するには、[このタイ

プのすべてを無視] を選択します。クライアントが再起動すると、インジケータが

再び表示されます。 

サーバー上のインジケータを完全に削除するには、[このシステムに対して無効に

する] を選択します。 

すべてのシステム上のインジケータを完全に無効にするには、[接続されているシ

ステムに対して無効にする] を選択します。 

表75.[インジケータ構成] ペイン 
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[グループ] ウィンドウ 
[グループ] ウィンドウでは、複数のサーバーからのカメラおよび装置のグループを作成し、

グループ内のビデオとデータを検索できます。グループを作成した後、[ライブ] ウィンドウ

で、同じビデオパネルレイアウト内のグループのすべての項目からライブまたは録画された

ビデオを表示できます。グループを作成するには、「新規グループの作成」を参照してく

ださい。[グループ] ウィンドウの機能の詳細については、表76 を参照してください。  

注記：[グループ] ウィンドウは exacqVision Start では使用できません。 

 
図53.[グループ] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[グループ] リスト 作成されるグループのリストを表示します。 

グループを [グループ] リストに追加するには、「新規グループの作成」を参照し

てください。 

[グループ] リストからグループを削除するには、グループを選択し、[削除] をク

リックします。 

[グループ内の項目] リ

スト 

選択したか、または作成しているグループの項目のリストを表示します。 

[グループ] リスト内の項目から項目を削除するには、項目を選択し、[削除] をク

リックします。 

リストの項目の順番を変更するには、項目を選択してから、矢印アイコンをクリッ

クします。 

[利用可能な項目] リス

ト 

グループに追加できる利用可能な装置のリストを表示します。装置をグループに追

加し、[利用可能な項目] リストから装置を選択してから、[追加] をクリックしま

す。 

表76.[グループ] ウィンドウ内のリスト 
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新規グループの作成 
新しいグループを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [グループ] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [グループ構成] ペインで、グループの名前と説明を入力します。 

3. [アイコン] リストから、グループを表すアイコンを選択します。アイコンがナビゲーシ

ョンツリーに表示されます。 

注記：[アイコンの追加] をクリックして、カスタムアイコンを選択することもできます

。 

4. [利用可能な項目] からカメラ、サーバー、または装置を選択し、[追加] をクリックし

ます。この手順を繰り返して、より多くの項目をグループに追加します。 

注記：サーバーを選択すると、サーバー内のすべてのカメラと装置がグループに追加さ

れます。 

5. [適用] をクリックします。 
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 [マップ] ウィンドウ 
[マップ] ウィンドウでは、場所または建物のマップ画像をアップロードしたり、カメラ、ソ

フトトリガー、および他の装置をそれに関連付けたりして、カスタムマップを作成できます

。カスタムマップを作成するには、「カスタムマップの作成」を参照してください。[マッ

プ] ウィンドウの機能の詳細については、「表77.[マップ] ウィンドウ」を参照してください

。 

注記：[マップ] ウィンドウは exacqVision Start では使用できません。 

 
図54.[マップ] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[マップ] リスト カスタムマップとそれらのサーバーのリストを表示します。 

既存のマップの子マップを作成するには、[新規] をクリックする前に [マップ] 

リストからマップを選択します。マップを作成すると、子マップのアイコンがマ

ップの上に表示されます。 

マップ画像 マップから項目を削除するには、マップ上でその項目のアイコンを右クリックし

、[選択した項目の削除] を選択します。 

マップ上の項目の方向を反転するには、アイコンを右クリックし、[ミラー] ア

イコンを選択します。 

マップ上の装置を回転するには、装置アイコンをクリックし、[アイコンの回転] 

を選択します。 

マップ上でアイコンの外観を変更するには、アイコンを選択し、[アイコンバル

ーン] をクリックします。 

[項目] リスト マップに現在含まれている項目とそれらのサーバーのリストを表示します。 

表77.[マップ] ウィンドウ 
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カスタムマップの作成 
カスタムマップを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [マップ] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [マップ構成] ペインで、マップの名前と説明を入力します。 

3. [マップ画像] をクリックして、使用するマップの画像ファイルをアップロードします。 

注記：応答時間を改善するには、PNG または JPEG ファイルを使用します。 

4. [アイコン] リストから、マップを表すアイコンを選択します。  

注記：[アイコンの追加] をクリックして、カスタムアイコンを選択することもできます

。 

5. [利用可能な項目] リストから項目を選択し、マップ上にドラッグすることにより、項目

をマップに関連付けます。  

6. [適用] をクリックします。 
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[ビュー] ウィンドウ 
[ビュー] ウィンドウでは、[カメラ] リスト、[グループ] リスト、および [マップ] リストから

カメラを組み合わせてカスタムのビューを作成できます。ビューには 3 つのカテゴリがあり

ます。ビューを作成するには、「ビューの作成」を参照してください。ビューカテゴリの詳

細については、「表78.ビューカテゴリ」を参照してください。[ビュー] ウィンドウの機能

の詳細については、「表79.[ビュー] ウィンドウ」を参照してください。 

 
図55.[ビュー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

システムビュー サーバーに接続しているすべてのユーザーが利用できます。 

ユーザーグループビュー 許可レベルアクセス権を持つユーザーが利用できます。ユーザーグループビュー

は exacqVision Start では使用できません。 

ユーザービュー そのビューを作成したユーザーしか利用できません。ユーザービューオプション

は exacqVision Start では使用できません。 

表78.ビューカテゴリ  

インターフェース要素 説明 

[ビューカテゴリ] リス

ト 

ビューカテゴリおよびユーザーが作成したビューとビューフォルダーのリストを

表示します。  

[新規フォルダー] ボタ

ン 

新しいフォルダーを [ビューカテゴリ] リストに追加します。  

[利用可能な項目] リス

ト 

[カメラ] リスト、[グループ] リスト、および [マップ] リストから項目のリス

トを表示します。 

[項目] リスト ビューに現在含まれている項目とそれらのサーバーのリストを表示します。 

表79.[ビュー] ウィンドウ 
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ビューの作成 
ビューを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ビューカテゴリ] リストからビューカテゴリを選択し、[新規ビュー] をクリックしま

す。 

2. ビューの名前と説明を [ビュー構成] 領域に入力します。 

3. [ビュー構成] ペインの上部で、ビデオパネルレイアウトを選択します。 

4. 装置を追加するには、[利用可能な項目] リストから装置を選択し、ビデオパネル上にド

ラッグします。装置は [カメラ] リスト、[グループ] リスト、または [マップ] リストか

ら追加できます。 

5. オプション。イベントモニタープロファイルを追加するには、ビデオパネルを右クリッ

クし、[イベントモニター] を選択します。 

6. [適用] をクリックします。 
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[ツアー] ウィンドウ 
[ツアー] ウィンドウでは、ツアーを作成し、既存のツアーを構成できます。新しいツアーを

作成するには、「新規ツアーの作成」を参照してください。[ツアー] ウィンドウの機能の詳

細については、「表80.[ツアー] ウィンドウ」を参照してください。 

 
図56.[ツアー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ツアー] リスト 既存のツアーとツアーフォルダーのリストを表示します。 

[新規フォルダー] ボタ

ン 

新しいフォルダーを [ツアー] リストに追加します。 

[休止時間] リスト システムで各ビューを表示する秒数。 

[ツアー内のビュー] リ

スト 

作成している新しいツアーのビューのリスト、または既存のツアーからビューの

リストを表示します。 

[ツアー内のビュー] リストにビューを追加するには、[利用可能なビュー] リス

トからビューを選択し、[追加] をクリックします。 

[ツアー内のビュー] リストからビューを削除するには、リスト内のビューを選

択し、[削除] をクリックします。 

[利用可能なビュー] リ

スト 

ツアーに追加するために使用できるビューとビューフォルダーのリストを表示し

ます。 

[項目] リスト ツアーに現在含まれている項目とそれらのサーバーのリストを表示します。 

表80.[ツアー] ウィンドウ 

新規ツアーの作成 
新しいツアーを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ツアー] ウィンドウで、[新規ツアー] をクリックします。 

2. ツアーの名前と説明を [ツアー構成] ペインに入力します。 

3. [利用可能なビュー] リストからビューを選択し、[追加] をクリックします。この手順

を繰り返して、より多くのビューをツアーに追加します。 

4. [ツアー内のビュー] リストでビューを選択し、[休止時間] を選択します。 

5. [適用] をクリックします。 
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 [レイアウト] ウィンドウ 
[レイアウト] ウィンドウでは、カスタムビデオパネルレイアウトを作成して、[ライブ] ウィ

ンドウに追加できます。カスタムビデオパネルレイアウトを作成するには、「 

カスタムビデオパネルレイアウトの作成。[レイアウト] ウィンドウの機能の詳細については

、「表81.[レイアウト] ウィンドウ」を参照してください。  

 
図57.[レイアウト] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[レイアウト] リスト カスタムビデオパネルレイアウトのリストを表示します。 

[パネルサイズ] リスト レイアウト全体のビデオパネルサイズのリストを表示します。  

[くぼんだ枠線] リスト くぼんだ枠線の設定のリストを表示します。  

デフォルトのクライアント設定を使用するには、[くぼんだ枠線] リストから [ク

ライアント設定の使用] を選択します。 

[アイコン] 領域 カスタムレイアウトディスプレイを [ライブ] ウィンドウでアイコンとして表示す

る方法を示します。 

[パネル数] 領域 レイアウト内にあるビデオパネルの数を表示します。レイアウトでのパネルの上限

は 48 パネルです。 

[構成] アイコン それぞれの [構成] アイコンの機能の説明を表示するには、アイコンの上にカーソ

ルを置きます。１ つ以上のビデオパネルを選択するまで、アイコンはアクティブ

になりません。 

[表示オプション] リス

ト 

ビデオパネルの表示オプションを選択するには、ビデオパネルを選択し、[表示オ

プション] リストから表示オプションを選択します。 

表示オプションをすべてのビデオパネルに適用するには、[表示オプション] リス

トから表示オプションを選択し、[すべてに適用] をクリックします。 

[グリッド線の表示] チ

ェックボックス 

ビデオパネルのサイズを比較します。 

表81.[レイアウト] ウィンドウ 
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カスタムビデオパネルレイアウトの作成 
カスタムビデオパネルレイアウトを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [レイアウト] ウィンドウで、[新規レイアウト] をクリックします。 

2. [レイアウト構成] 領域で、レイアウトの名前と説明を入力します。 

3. [パネルサイズ] リストから、レイアウト全体のサイズを選択します。 

4. [レイアウト構成] ペインの上部で、作成するカスタムレイアウトによく似たレイアウト

オプションを選択します。 

5. 1 つ以上のビデオパネルを選択します。 

注記：複数のビデオパネルを選択するには、Ctrl キーを押し、ビデオパネルを選択しま

す。 

6. [構成] アイコンを使って、以下のアクションのうち 1 つ以上を実行します。 

 2 つのパネルを結合するには、ビデオパネルの角を選択し、それを別のビデオパネ

ル内にドラッグします。 

 ビデオパネルを削除するには、ビデオパネルを右クリックし、[削除] をクリックし

ます。 

 ビデオパネルを分割するには、ビデオパネルを右クリックし、[分割] を選択します

。 

7. [適用] をクリックします。 
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[ビデオウォール] ウィンドウ 

[ビデオウォール]ウィンドウでは、カスタムビデオウォールを作成して、複数のexacqVision
アプリケーションを同時にウィンドウ内に表示することができます。ビデオウォールを作成

する方法については、カスタムビデオウォールを作成するを参照してください。[ビデオウ

ォール]ウィンドウの機能についての詳細は、表82を参照してください。 

 
図58.[ビデオウォール] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明  

[ビデオウォール]レイア

ウトリスト 

カスタムアプリケーションのレイアウトのリストを表示します。 

[利用可能なアプリケー

ション] リスト 

カスタムアプリケーションのレイアウトを作成するときに使用できるアプリケー

ションのリストを表示します。 

表82.[ビデオウォール] ウィンドウ 

カスタムビデオウォールを作成する 
カスタムビデオウォールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ビデオウォール]ウィンドウで[新規]をクリックします。 

2. [構成]領域の[名前]フィールドにビデオウォールの名前を入力します。 

3. [構成]領域の上部で、レイアウトのオプションを選択します。 

4. [利用可能なアプリケーション]リストから、アプリケーションを選んでパネルにドラッ

グします。 

5. [適用] をクリックします。 
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ビデオウォールを削除する 
ビデオウォールを削除するには、以下の手順を実行します。 

1. [ビデオウォールのレイアウト]リストから、削除するレイアウトを選択します。 

2. [削除]をクリックします。 

[システム情報] ウィンドウ 
[システム情報] ウィンドウでは、システムにログオンしている現在のユーザーに関する情報

、プラグインファイルのバージョン情報、およびシステムログを表示できます。[システム

情報] ウィンドウの機能の詳細については、「表83.[システム情報] ウィンドウ」を参照して

ください。  

 
図59.[システム情報] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

[システムの使用状況] 

ペイン 

システムにログオンする現在のユーザー、ユーザーのアクセスレベル、IP アド

レス、および表示するストリームの数を表示します。 

[バージョン情報] ペイ

ン 

各システムファイルのソフトウェアバージョンを表示します。 

[システムログ] タブ システムログを検索するには、「システムのログの検索」を参照してください。 

リスト内の列見出しのいずれかをクリックして、表示中の記録のリストを並べ替

えることができます。 

テキストエディタでシステムログを開くには、[エクスポート] をクリックしま

す。 

システムログにエントリを保存しておく日数に期限を適用するには、[保管する

最大日数] リストから日数を選択し、[適用] をクリックします。 

[ログイン履歴] タブ システムのユーザーのログイン履歴を表示します。[ログイン履歴] タブは exac

qVision Start では使用できません。 

ログイン履歴を表示するには、開始日時および終了日時を選択し、[検索] をク

リックします。 

ログ履歴を別のログファイルとして保存するには、[エクスポート] をクリック

します。 

[ログイン履歴] タブを表示するには、互換性のあるシステムに接続する必要が

あります。 

[監査証跡] タブ システム上で実行されたアクションのリストを表示します。 

[監査証跡] リストを表示するには、開始日時および終了日時を選択し、[検索] 

をクリックします。[監査証跡] タブは exacqVision Start では使用できません

。 

システムでアクションを保存しておく日数に期限を適用するには、[保存する最

大日数] リストから日数を選択し、[適用] をクリックします。 

アクションを XML で表示するには、表示中の記録 のリストのエントリをダブル

クリックします。 

[監査証跡] タブを表示するには、互換性のあるシステムに接続する必要があり

ます。 

[生成]ボタン システムのカメラとセキュリティとの統合設定に関する情報を含むPDFレポート

を生成します。ユーザーは、レポートに含める内容を選択できます。詳細につい

ては、「レポートの生成」を参照してください。 

表83.[システム情報] ウィンドウ 
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システムのログの検索 
システムのログを表示するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] 領域の [システムログ] タブで、開始日時を選択し、終了日時を選択します。 

2. [システムログレベル] リストから、システムのログ内で検索するメッセージの種類を選

択します。 

3. [検索] をクリックします。 

レポートの生成 
システムのカメラとセキュリティの統合に関するレポートを生成するには、次の手順を実行

します。 

1. [システム情報]ウィンドウで、[レポートの生成]をクリックします。 

2. [タイトル] フィールドに、レポートの名前を入力します。 

3. [項目]および [列]リストから、レポートに含めたいシステムの機能を選択します。 

4. [並べ替え方法]リストから、レポートのソート方法を選択します。 

5. [並べ替え]領域から次のオプションの一つを選択します。 

 昇順 

 降順 

6. [作成]をクリックします。 
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Chapter 4. [ライブ] ウィンドウ 
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[ライブ] ウィンドウの概要 
[ライブ] ウィンドウで、以下のことを実行できます。 

 カメラ、グループ、マップ、および Web サイトを表示し、管理します。  

 ライブビデオにブックマークを付けます。  

 他のクライアントシステムとの間で情報と音声を送受信します。  

 exacqReplay を使ってビデオを再生します。  

[ライブ] ウィンドウを開く 
[ライブ] ウィンドウを開くには、以下の手順を実行します。 

 ツールバーの [ライブ] ウィンドウアイコンをクリックします。 

注記：マルチストリーミング用に構成するカメラは、黄色の星の付いたナビゲーション

ツリー内に表示されます。マルチストリーミングの詳細については、「マルチストリー

ミング」を参照してください。 
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 [ライブ] ウィンドウの機能 
表84には、[ライブ] ウィンドウ内のアイコンの機能概要が示されています。 

アイコン 名前 説明 

 

レイアウト [レイアウト] アイコンを使用して、ビデオパネルのレイアウトを変更できます。詳細

については、「ビデオパネル」を参照してください。 

 

ソフトトリガー [ソフトトリガー] アイコンを使用して、ソフトトリガーの状態を表示する [ソフトト

リガー] ウィンドウを開くことができます。詳細については、「[ソフトトリガー] ウ

ィンドウ」を参照してください。 

 

ビデオプッシュ [ビデオプッシュ] アイコンを使用して、ビューと他の項目を別の exacqVision シス

テムに送信できる [ビデオプッシュ] ウィンドウを開くことができます。詳細につい

ては、「[ビデオプッシュ] ウィンドウ」を参照してください。 

 

双方向音声 [双方向音声] アイコンを使用して、音声を送受信できる [双方向音声] ウィンドウを

開くことができます。詳細については、「[双方向音声] ウィンドウ」を参照してくだ

さい。 

 

ブックマーク [ブックマーク] アイコンを使用して、ライブビデオのブックマークを作成できます。

Enterprise ライセンスを持つシステムの場合、[ケースの作成] アイコンがこのアイ

コンに取って代わります。 

 

ケースの作成 [ケースの作成] アイコンを使用して、ケースという複数のブックマークを作成できま

す。[ケースの作成] アイコンは、Enterprise ライセンスを持つシステムでのみ使用

できます。  

 

PTZ コントロー

ル 

[PTZ コントロール] アイコンを使用して、PTZ カメラのコントロールにアクセスでき

ます。詳細については、「 アイコンをクリックします。  

[ライブ] ウィンドウ内の PTZ カメラ。 

 

全画面モード [全画面モード] アイコンを使用して、ナビゲーションツリーとツールバーを非表示に

し、ビデオパネルを画面に合わせて拡大することができます。 

 

ナビゲーション

パネル 

[ナビゲーションパネル] アイコンを使用して、ナビゲーションツリーを非表示にした

り、拡張したりできます。 

 

インジケータ [インジケータ] アイコンを使用して、システムのサーバーのヒント、エラー、および

警告のリストを開くことができます。 

 

ヘルプ [ヘルプ] アイコンを使用して、状況依存のヘルプを開くことができます。 

表84.[ライブ] ウィンドウのアイコン 
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ビデオパネル 
ビデオパネルは、ライブまたは録画されたビデオ、およびカメラまたは他の装置からキャプ

チャされた画像を表示します。[ライブ] ウィンドウでは、ツールバー上の [レイアウト] アイ

コンを使用してビデオパネルのレイアウトを変更できます。レイアウトをツールバーから選

択すると、ナビゲーションツリー内のカメラがビデオパネルに自動的に追加されます。この

レイアウトは、ビデオパネルのデフォルトレイアウトにもなります。利用可能な [レイアウ

ト] アイコンは、接続するカメラの数および exacqVision クライアントウィンドウの幅によっ

て異なります。カスタムレイアウトを作成するには、「 

カスタムビデオパネルレイアウトの作成.ビデオパネルの機能の詳細については、「表85.ビ
デオパネルの機能」を参照してください。  

機能 説明 

ビデオパネルの追

加 

1 つのビデオパネルを追加するには、カメラをナビゲーションツリーからビデオパネル

にドラッグアンドドロップします。そのパネルは空にするか、ビデオを表示することが

できます。 

すべてのビデオパネルにカメラを追加するには、ナビゲーションツリー内でカメラをダ

ブルクリックします。カメラは左上のパネルに表示され、残りのパネルにはリスト内の

次のカメラが追加されます。サーバーをビデオパネルにドラッグアンドドロップすると

、ビデオパネルにそのサーバー内のカメラを追加することができます。 

カメラの設定を開

く 

カメラの設定にアクセスするには、ビデオパネルを右クリックし、[プロパティ] を選

択します。 

カメラの削除 カメラをビデオパネルから削除するには、そのパネルを右クリックし、[ビデオの切断

] を選択します。 

画像の保存 ビデオパネル内の画像を保存するには、そのパネルを右クリックし、[画像に名前を付

けて保存] または [画像の保存] を選択します。 

表85.ビデオパネルの機能 

[ライブ] ウィンドウでのクイック検索の実行 
[ライブ] ウィンドウでクイック検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. ナビゲーションツリーから、検索する 1 つのカメラまたは複数のカメラをビデオパネル

にドラッグします。 

2. ビデオパネルを右クリックし、[検索] を選択します。 

3. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 ビデオ：選択したビデオパネル内でカメラを検索します。 

 レイアウト：ビデオパネルレイアウト内ですべてのカメラを検索します。 

4. [検索] ウィンドウが開き、選択した 1 つのカメラまたは複数のカメラから過去 2 時間分

のビデオが再生されます。ビデオの検索の詳細については、「[検索] ウィンドウの概

要」を参照してください。   
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グループの表示 
[ライブ] ウィンドウでは、複数のサーバーからカメラと装置のグループを表示できます。グ

ループの作成方法の詳細については、「新規グループの作成」を参照してください。 

注記：グループ機能は exacqVision Start では使用できません。 

グループを表示するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、[グループ] をクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、グループ内の最初のカメラをダブルクリックします。 

注記：ビデオパネルレイアウトにグループ内にあるカメラよりも多くのパネルが含まれ

ている場合、リスト内の次のグループからの最初のカメラは、残りのパネル内に表示さ

れます。 

マップの表示 
[ライブ] ウィンドウでは、場所または間取り図のマップ、およびマップに関連付けたカメラ

を表示できます。マップにリンクしたソフトトリガーとアラームを表示したり、有効にした

りすることもできます。マップにリンクされたカメラまたは装置を有するサーバーは、マッ

プにアクセスできます。マップ上の [カメラ] アイコンの色が異なっている場合があります。

それぞれの色は、装置の録画状態を表します。各色の意味の詳細については、「表55.録画

設定モード」を参照してください。マップを作成したり、カメラ、アラーム、またはソフト

トリガーをマップに関連付けたりする方法の詳細については、「 [マップ] ウィンドウ」を参

照してください。マップ表示機能の詳細については、「表86.マップ表示機能」を参照して

ください。  

注記：マップ機能は exacqVision Start では使用できません。  

マップを表示するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、[マップ] をクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、マップをビデオパネルにドラッグします。  

機能 説明 

マップとカメラを開く マップおよびそのマップに関連付けられたカメラを開くには、[レイアウト] 

アイコンを選択し、ナビゲーションツリーからマップの名前をダブルクリッ

クします。 

関連付けられたカメラを開く マップに関連付けられたカメラを開くには、ナビゲーションツリーでカメラ

をクリックし、それをビデオパネルにドラッグします。 

トリガーまたはアラームの有

効化 

トリガーまたはアラームを有効にするには、マップ上でトリガーまたはアラ

ームアイコンをダブルクリックします。 

子マップを開く 子マップを開くには、ビデオパネルの右上隅にある子マップのアイコンをダ

ブルクリックします。 

マップにアクセスできるサー

バーのリストを開く 

マップにアクセスできるサーバーのリストを開くには、ビデオパネルでマッ

プを右クリックし、[プロパティ] を選択します。 

表86.マップ表示機能 
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ビューへのアクセス 
[ライブ] ウィンドウでは、[ビュー] ウィンドウで作成した既存のビューとツアーにアクセス

し、追加のビューを作成できます。[ライブ] ウィンドウでビューを作成するには、「[ライ

ブ] ウィンドウでのビューの作成」を参照してください。[ビュー] ウィンドウでビューまた

はツアーを作成するには、「ビューの作成」および「新規ツアーの作成」を参照してくだ

さい。  

ビューまたはツアーにアクセスするには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、[ビュー] をクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、ビューまたはツアーの名前をダブルクリックします。 

注記：ビューまたはツアー内にあるカメラおよびサーバーの名前を表示するには、ナビ

ゲーションツリー内でビューの名前の上にカーソルを置きます。 

[ライブ] ウィンドウでのビューの作成 
[ライブ] ウィンドウでビューを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、ツールバーからカメラレイアウトを選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、目的とする装置をビデオパネルにドラッグします。 

3. ナビゲーションツリーから、[ビューの保存] をクリックします。 

4. ビューの名前と説明を [ビューの保存] ウィンドウに入力し、[保存] をクリックします

。 

[ライブ] ウィンドウでのブックマークの作成 
[ライブ] ウィンドウでは、ライブビデオのブックマークを作成できます。Enterprise ライセ

ンスを持つシステムの場合、ケースという複数のブックマークを作成できます。ブックマー

クとケースおよびそれらにアクセスする方法の詳細については、「ブックマーク」を参照し

てください。 

[ライブ] ウィンドウでブックマークを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. ブックマークを付けようとするカメラがビデオパネルに表示されていることを確認して

ください。 

2. ツールバーから、[ブックマークの作成] アイコンをクリックします。 

注記：Enterprise ライセンスを持つシステムの場合、[ケースの作成] アイコンが [ブック

マークの作成] アイコンに取って代わります。 

3. [ライブケース] ウィンドウに、ブックマークの作成の名前を入力します。 

ブックマークを終了する場合は、[録画の停止] をクリックします。システムでビデオパネ

ル内のカメラにブックマークが付けられている間に別のカメラを選択すると、新しいカメラ

が録画されます。ライブビデオブックマークにアクセスするには、「ブックマーク検索の

実行」を参照してください。 
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[ビデオプッシュ] ウィンドウ 
[ビデオプッシュ] ウィンドウを使用して、ビュー、レイアウト、ビデオウォール、グルー

プ、カメラ、ツアー、マップ、プロファイル、およびシステム全体を、同じネットワーク上

の別の exacqVision クライアントに送信できます。項目をパブリックビューモニターまたは

ビデオウォールに送信するには、本システムの起動時に実行されるように受信側 
exacqVision クライアントを構成する必要があります。初めてクライアントソフトウェアを

インストールする際に、このオプションを有効にすることができます。[ビデオプッシュ] 
ウィンドウを開くには、[ライブ] ウィンドウでツールバーから [ビデオプッシュ] アイコン

をクリックします。[ビデオプッシュ] ウィンドウの機能の詳細については、「表87.[ビデ

オプッシュ] ウィンドウ」を参照してください。  

注記：ビデオプッシュ機能は、exacqVision Enterprise のみで使用できます。 

デフォルトでは、パワーユーザーと完全管理ユーザーがビデオプッシュを使用できます。他

のすべてのユーザーの場合、[ユーザー] ウィンドウの [カスタムユーザー権限] リストを使

用してアクセス権を与える必要があります。詳細については、「[ユーザー] ウィンドウ」

を参照してください。 

 
図60.[ビデオプッシュ] ウィンドウ 
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インターフェース要素 説明 

モードリスト アプリケーションのリストを表示するには、[アプリケーション]を選択します。 

利用可能なビデオウォールのレイアウトを表示するには、[ビデオウォール]を選択

します。 

[クライアント] リスト ビデオプッシュを使用して、項目を送信できる利用可能なクライアントのリストを

表示します。 

ビデオプッシュ機能を使用して項目を受信するには、受信側の exacqVision クラ

イアントが送信側と同じネットワーク上にあり、[クライアント] ウィンドウで [

表示の受信を有効にする] チェックボックスを選択する必要があります。詳細につ

いては、「[クライアント] ウィンドウ」を参照してください。 

全画面モードで項目を送信するには、[クライアント] リストから exacqVision ク

ライアントを右クリックし、[全画面のプッシュ] を選択します。 

[状態] リスト ビデオプッシュアクションが成功したかどうかに関する情報が表示され、exacqVis

ion クライアントが正常に受信した項目の数が示されます。受信側の exacqVision 

クライアントが、送信される 1 つ以上の項目に関連付けられているシステムに接

続されていない場合、クライアントは項目を受信できません。 

[折りたたむ] ボタン [ビデオプッシュ] ウィンドウのサイズを縮小して、[ライブ] ウィンドウ内のビデ

オパネルが見えるようにします。 

[ビデオプッシュ] ウィンドウのサイズを縮小するには、[折りたたむ] をクリック

します。[折りたたむ] をクリックする前に [クライアント] リスト内で選択した

すべての exacqVision クライアントは選択されたままになります。 

[送信] ボタン 他の exacqVision クライアントに項目を送信します。項目を別の exacqVision ク

ライアントに送信するには、[クライアント] リストからクライアントを選択し、[

送信] をクリックします。 

表87.[ビデオプッシュ] ウィンドウ 
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[ビデオプッシュ] ウィンドウを使用した情報の送信 
[ビデオプッシュ] ウィンドウを使用して情報を送信するには、以下の手順を実行します。 

1. ツールバーで、[ビデオプッシュ] アイコンをクリックします。  

2. [クライアント] リストから対象のクライアントを 1 つまたは複数選択します。 

3. [送信] をクリックします。 

注記：情報が正常に送信されると、短いメッセージが [ライブ] ウィンドウのステータ

スバーの左下隅に表示されます。その情報は、対象のクライアントのナビゲーションツ

リーに表示されます。実行していたタスクに戻るには、ツールバーから [戻る矢印] ア
イコンをクリックします。  

[ライブ] ウィンドウ内の PTZ カメラ 
パンチルトズーム (PTZ) カメラは、リモートで物理的に調整できるカメラです。PTZ カメラ

はジョイスティックを使用するか、または使用せずに制御できます。ジョイスティックを使

って PTZ カメラを制御するには、「[ジョイスティック] ウィンドウ」を参照してください。

ジョイスティックを使用せずに PTZ カメラを制御するには、カメラのビデオパネルの上にカ

ーソルを置いて PTZ カメラコントロールを表示するか、またはツールバーから [PTZ コント

ロール] アイコンをクリックして [PTZ コントロールパネル] ウィンドウを使用します。[PTZ 
コントロールパネル] ウィンドウの機能の詳細については、「表88.[PTZ コントロールパネ

ル] ウィンドウ」を参照してください。  

注記：[PTZ コントロール] アイコンは、[ライブ] ウィンドウ内のビデオパネルに PTZ 
カメラが表示されている場合にのみ表示されます。 

ユーザーが起動した PTZ コマンドは、PTZ コマンドにリンクされているイベントよりも優先

されます。これらのコマンドは、PTZ プリセットツアーよりも優先されます。2 つ以上の 
PTZ コマンドが同時に発生した場合に、最も高い優先度のコマンドが発生したときは、他の

コマンドは一定時間の間無視されます。[カメラ設定] ウィンドウの [機械的 PTZ] タブで、

[再開時間] を設定できます。詳細については、「表27.[機械的 PTZ] タブの [プリセット] 
タブ」を参照してください。 

インターフェース要素 説明 

[プリセット] リスト PTZ カメラ用に保存されたビューのリストを表示します。 

プリセットをカメラに適用するには、[プリセット] リストからプリセットを選択

します。 

[パン/チルト] 領域 カメラの向きと向きの速度を調整します。 

[ズーム] 領域 カメラのズームとズーム速度を調整します。 

[アイリス] 領域 カメラのアイリスを調整します。[アイリス] 領域は、一部のカメラでのみ使用可

能です。 

[ツアーを有効にする] 

ボタン 

PTZ プリセットツアーを有効にします。このボタンは、PTZ 管理許可を持つユーザ

ーのみが使用できます。 

[フォーカス] 領域 カメラのフォーカスを調整します。[フォーカス] 領域は、一部のカメラでのみ使

用可能です。 

表88.[PTZ コントロールパネル] ウィンドウ 
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[ライブ] ウィンドウ内のデジタル PTZ カメラ 
デジタル PTZ カメラは物理的に移動しませんが、カメラのビューをズームし、ビュー内を移

動することができます。デジタル PTZ カメラのコントロールを有効にするには、ビデオパネ

ルを右クリックし、[デジタル PTZ] を選択します。  

注記：デジタル PTZ カメラを調整するには、システムのセットアップ時にデジタル PTZ 
を有効にする必要があります。魚眼カメラの場合、ビデオをデワープするための [魚眼] 
メニューが [デジタル PTZ] オプションに取って代わります。  
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ライブビデオ上でのズーム 
ライブビデオの特定領域にズームインするために、領域ズーム機能を使用できます。 

注記：この領域ズーム機能は、一部のカメラでのみ使用可能です。 

ライブビデオ上でズームインするには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、ズームするビデオパネルをダブルクリックします。 

2.  Ctrl キーを押したままにします。  

注記：カーソルが [虫眼鏡] アイコンに変わります。 

3. ビデオパネルを左クリックし、拡大する領域の周りにボックスが描かれるまで、虫眼鏡

を対角線上にドラッグします。カーソルを放すと、カメラはボックス内にズームインし

ます。 

[双方向音声] ウィンドウ 
音声の送受信のために双方向音声を使用できます。[双方向音声] ウィンドウでは、音声出力

コネクターを通じて、カメラまたは装置から別のシステムまたは装置に音声を送信できます

。[双方向音声] ウィンドウを開くには、[ライブ] ウィンドウでツールバーの [音声] アイコン

をクリックします。  

注記：[双方向音声] ウィンドウは、exacqVision Start では使用できません。 

音声の送受信 
[双方向音声] ウィンドウで音声を送信するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、ツールバーの [音声] アイコンをクリックします。 

2. オプション。現在表示されているカメラに関連付けられているサーバーからの音声出力

のみを表示するには、[ライブパネルに関するフィルター] チェックボックスを選択しま

す。 

3. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 [出力] リスト内のすべての利用可能な出力に音声を送信するには、[通話] をクリッ

クします。 

 個々の出力に音声を送信するには、[出力] リストから [通話] をクリックします。 
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exacqReplay を使用したビデオの再生 
exacqReplay を使用して、1 台のカメラから、または [ライブ] ウィンドウで現在実行されて

いる複数のカメラから、最新のライブビデオ録画を表示できます。exacqReplay がビデオを

再生できる最大時間は、15 分間です。 

exacqReplay を使用してビデオを再生するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、ビデオパネルを右クリックし、[exacqReplay] を選択します。 

2. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 ビデオ：選択したビデオパネル内でカメラを再生します。 

 レイアウト：ビデオパネルレイアウト内ですべてのカメラを再生します。 

3. プレイバックを開始する時間を選択します。   

4. ビデオを再生するには、exacqReplay ビデオコントロールを使用します。exacqReplay ビ
デオコントロールの詳細については、「表 89. exacqReplay ビデオコントロール」を

参照してください。 

[exacqReplay] ウィンドウ 
[exacqReplay] ウィンドウでは、ビデオコントロール機能にアクセスして、exacqReplay ビデ

オ内をナビゲートしたり、[タイムライン] ペインの緑色のバーを使用して exacqReplay ビデ

オのダウンロード進行状況を追跡したり、exacqReplay ビデオを再生して検索したりできま

す。ビデオセグメント内でダウンロードされたフレームの数とフレームの総数は、[タイム

ライン] ペインの下にあるステータスバーに表示されます。exacqReplay ビデオコントロール

の詳細については、「表 89. exacqReplay ビデオコントロール」を参照してください。  

 
図 61. [exacqReplay] ウィンドウ 
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アイコン 説明 

 

1 度に 1 フレームずつ後方にビデオを再生します

。 

 

ビデオを巻き戻します。 

 

ビデオを素早く巻き戻します。 

 

ビデオを一時停止します。 

 

ビデオを早送りします。 

 

ビデオを素早く早送りします。 

 

1 度に 1 フレームずつビデオを早送りします。 

表 89. exacqReplay ビデオコントロール 
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イベント監視 
[ライブ] ウィンドウで、イベントモニター機能を使用して、イベントを監視し、イベント

の発生時に有効になるようにイベントトリガーを設定します。[イベント監視]リストを表

示するようにイベントプロファイルを構成した場合、イベントモニター機能を有効にした後

、イベントを監視するビデオパネルの下にそのリストが表示されます。イベントが発生する

と、ユーザーがそのイベントを確認するまで、またはタイムアウト範囲が終了するまで、そ

のイベントが自動的にそのリストに表示されます。 

注記：[仮想マトリックス] モードでイベントプロファイルを構成すると、[イベント監視

] リストは表示されません。 

[イベント監視] リストの詳細については、「表90.イベント監視リスト機能」を参照してく

ださい。イベントプロファイルを作成するには、「イベント監視プロファイルの作成」を

参照してください。 

注記イベント監視機能は exacqVision Start では使用できません。 

機能 説明 

イベントの再生 イベントを再生するには、青色の [更新] アイコンをクリックします。 

イベントの確認 イベントを確認し、それをリストから削除するには、赤色の [キャンセル] アイコ

ンを選択します。 

すべてのイベントの削

除 

すべてのイベントをリストから削除するには、[表示項目を消去] をクリックしま

す。 

イベントの監視の停止 イベントの監視を停止するには、ビデオパネルを右クリックし、[無効] を選択し

ます。 

表90.イベント監視リスト機能 

[ライブ] ウィンドウ内でのイベントの監視 
[ライブ] ウィンドウでイベントを監視するには、以下の手順を実行します。 

1. [ライブ] ウィンドウで、イベントを監視するビデオパネルを右クリックし、[イベント

モニター] を選択します。 

2. [プロファイル] リストから、イベントプロファイルを選択します。 

注記：監視するビデオパネルの周りに、オレンジ色の枠線が表示されます。イベントが

トリガーされるまで、そのビデオは表示されません。  
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[ソフトトリガー] ウィンドウ 
[ソフトトリガー] ウィンドウで、[イベントリンク] ウィンドウで作成したイベントのソフト

トリガーを有効にしたり無効にしたりできます。[ソフトトリガー] ウィンドウを開くには、

[ライブ] ウィンドウでツールバーの [ソフトトリガー] アイコンをクリックします。[ソフト

トリガー] ウィンドウの機能の詳細については、「表91：[ソフトトリガー] ウィンドウ」を

参照してください。 

 
図62.[ソフトトリガー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ソフトトリガー] 列 [イベントリンク] ウィンドウで作成したイベントを有効にするソフトトリガーの

一覧を表示します。 

ソフトトリガーを有効にするには、ソフトトリガーのチェックボックスをオンにし

ます。 

ソフトトリガーを無効にするには、ソフトトリガーのチェックボックスをオフにし

ます。 

[状態] 列 [通常] は、ソフトトリガーが有効でないことを示します。 

[アラーム] は、ソフトトリガーが有効であることを示します。  

表91：[ソフトトリガー] ウィンドウ  
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Chapter 5. [検索] ウィンドウ  
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[検索] ウィンドウの概要 
[検索] ウィンドウでは、以下の検索方法を使用してカメラ、グループ、およびマップから

、録画されたビデオ、音声、およびイベントを検索し、再生できます。  

 タイムライン検索 

 サムネイル検索 

 リスト検索  

 スマート検索  

 シリアルリスト検索  

[検索] ウィンドウでは、ブックマークを検索したり、管理ファイルをエクスポートしたり

できます。検索を実行すると、カメラまたは装置の名前をタイムラインに表示できます。録

画バーは、さまざまな色で表示され、録画されたビデオのさまざまなモードを表します。各

色の意味の詳細については、[検索範囲] 領域の下にある [凡例の表示] チェックボックスを

選択します。  
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 [検索] ウィンドウの機能 
表92には、[検索] ウィンドウ内のアイコンの機能概要が示されています。 

アイコン 名前 説明 

 

タイムライン検索モー

ド 

[タイムライン検索モード] アイコンを使用して、指定した時間範

囲を使って項目を検索できます。詳細については、「タイムライン

検索」を参照してください。 

 

サムネイル検索モード [サムネイル検索モード] アイコンを使用して、1 台のカメラから

ビデオを検索し、指定した時間間隔からのサムネイル画像をキャプ

チャできます。詳細については、「サムネイル検索」を参照してく

ださい。 

 

リスト検索モード [リスト検索モード] アイコンを使用して、定義した検索条件によ

って、カメラ、装置、およびイベントのリストを作成できます。詳

細については、「リスト検索」を参照してください。 

 

スマート検索 [スマート検索] アイコンを使用して、モーションの発生を検索で

きます。詳細については、「スマート検索」を参照してください。 

 

画像の保存 [画像の保存] アイコンを使用して、キャプチャしたビデオ画像を

保存できます。 

 

エクスポート  [エクスポート] アイコンを使用して、ビデオ、音声、およびシリ

アルデータをシステムからエクスポートできます。詳細については

、「ファイルのエクスポート」を参照してください。 

 

印刷 [印刷] アイコンを使用して、保存したビデオ画像を印刷できます

。  

 

CD/DVD への書き込み [CD/DVD への書き込み] アイコンを使用して、保存したファイルを 

CD または DVD に書き込むことができます。詳細については、「[

ディスクの書き込み] ウィンドウ」を参照してください。 

 

ファイルの管理 [ファイルの管理] アイコンを使用して [ファイルの管理] ウィン

ドウを開き、ファイルディレクトリからエクスポートしたコンテン

ツを開いたり、保存したり、削除したりできます。詳細については

、「[ファイルマネージャー] ウィンドウ」を参照してください。 

 

直接検索 [直接検索] アイコンを使用して、exacqVision サーバーに接続す

ることなく、exacqVision クライアントを直接アーカイブに接続で

きます。詳細については、「直接検索」を参照してください。 

 

凡例の表示/非表示 タイムラインの凡例を表示および非表示にします。 

 

解析オーバーレイの表

示/非表示 

解析オーバーレイを表示および非表示にします。 

 

キーワードとシリアル

データの表示/非表示 

キーワードペインを表示および非表示にします。 

 

ビデオプッシュ VideoPushウィンドウを開きます。詳細については、「[検索]ウィ

ンドウのVideoPush」を参照してください。 

表92.[検索] ウィンドウのアイコン 
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タイムライン検索  
タイムライン検索は、指定した時間範囲内のカメラ、グループ、マップ、ビュー、音声、ま

たはイベントを検索できます。  

タイムライン検索の実行 

タイムライン検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[タイムライン検索] アイコンをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、検索する項目を選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。  

注記：開始時間と終了時間のデフォルトの間隔は、2 時間です。開始時間を変更すると

、設定された間隔が保たれるように終了時間が調整されます。  

4. [検索] をクリックします。 

サムネイル検索  
サムネイル検索は、1 台のカメラからビデオを検索し、特定の時間間隔からのサムネイル画

像をキャプチャできます。サムネイル検索を使用して、カメラ、およびグループとマップ内

のカメラを検索できます。サムネイル検索の実行後は、タイムライン内にオレンジ色の線が

表示され、各サムネイルのキャプチャ時間が示されます。サムネイル機能の詳細については

、「表93.サムネイル検索機能」を参照してください。 

注記：exacqVision ソフトウェアバージョン 4.9 以上を使用している exacqVision サーバー

に接続されている場合にのみ、サムネイル検索を実行できます。 

サムネイル検索の実行 

サムネイル検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[サムネイル検索] アイコンをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、カメラを選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。 

機能 説明 

サムネイルからの

ビデオ再生 

サムネイルからビデオを再生するには、サムネイルをダブルクリックするか、サムネイ

ルの [再生] アイコンをクリックします。 

検索の中心化  サムネイルを検索の中心点にするには、[＋] アイコンまたは [－] アイコンをクリッ

クします。 

サムネイルレイア

ウトの変更 

サムネイル画像をより多くまたはより少なく表示するには、ツールバーから [レイア

ウト] アイコンを選択します。 

表93.サムネイル検索機能 
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リスト検索  
リスト検索では、カメラ、装置、およびイベントのリストを作成するために、期間やイベン

トタイプなどの検索条件を定義します。[リスト検索] ウィンドウの機能の詳細については

、「表94.[リスト検索] ウィンドウ」を参照してください。  

注記：リスト検索オプションは、exacqVision ソフトウェアバージョン 7.2 以上でのみ利

用できます。  

リスト検索の実行 

リスト検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、ツールバーから [リスト検索] アイコンを選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、1 つ以上のカメラ、装置、またはイベントを選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。 

インターフェース要素 説明 

[ソース] リスト 検索範囲内で行われるすべてのイベントのリストと画像を表示します。 

イベントを再生するには、タイムライン内でイベントをダブルクリックします。 

[exacqReplay] ウィンドウを開いてイベントを再生するには、イベントを強調表示

し、Enter キーを押します。 

[画像サイズ] ペイン [ソース] リスト内の画像サイズを調整します。画像サイズを調整するには、スラ

イダーを [より大きく] に向けて動かします。 

[結果フィルター] ペイ

ン 

特定のタイプのイベントによって [ソース] リストをフィルター処理します。 

モーションまたはアラームイベントでないイベントを表示するには、[イベント] 

チェックボックスを選択します。 

モーションイベントを表示するには、[モーション] チェックボックスを選択しま

す。モーションイベントはタイムライン内で青色に表示されます。 

アラームイベントを表示するには、[アラーム] チェックボックスを選択します。

アラームイベントはタイムライン内で赤色に表示されます。 

表94.[リスト検索] ウィンドウ 
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ビデオ再生 
検索の実行後、ビデオ再生コントロールパネルを使用してビデオを再生できます。デフォル

トでは、ビデオ再生のために検索したすべてのカメラが選択されています。ビデオ再生コン

トロールパネルの機能の詳細については、「表95.ビデオ再生コントロールパネル」を参照

してください。 

インターフェース要素 説明 

タイムライン ビデオ再生用にカメラを無効にしたり、有効にしたりするには、カメラ

の名前をクリックします。   

タイムライン内のビデオバーは色が変化し、ビデオのダウンロードの進

行状況が示されます。[凡例] 領域でビデオのダウンロード色の詳細につ

いて確認できます。 

ダウンロードされたビデオを削除するには、タイムラインを右クリック

し、[すべてのキャッシュの消去] または [選択した項目キャッシュの消

去] を選択します。 

ビデオパネル 1 台のカメラを表示するには、表示するカメラのビデオパネルをダブル

クリックします。複数のカメラの表示に戻すには、ビデオパネルを再度

ダブルクリックします。  

カーソルライン 1 つまたは複数のビデオのダウンロード後に、カーソルを左右に動かす

と、ビデオを素早く検索できます。 

[再生] アイコン 一定の間隔でビデオを再生するには、タイムライン内で希望する時点で

ビデオバーをダブルクリックし、[再生] アイコンをクリックします。 

[停止] アイコン ビデオのダウンロードを停止します。ビデオのダウンロードを停止する

には、[停止] アイコンをクリックします。この場合でも、[停止] アイ

コンをクリックする前にダウンロードされたすべてのビデオを表示でき

ます。 

表95.ビデオ再生コントロールパネル 

ビデオ再生と販売時点管理 (POS) 
POS データに関連付けられているビデオを再生する場合、ビデオは再生時にそのデータと同

期されます。POS データはビデオパネルの横に表示されます。1 つ以上の装置から検索する

場合、各装置は別個のタブに表示されます。  

注記：印刷できない文字は、データ表示から自動的に削除されます。 

ビデオ再生でのイベントモーションの特定 
アナログカメラでは、イベントトリガーの原因を特定するために、カメラの視点の領域を探

すことができます。この機能は、風に吹かれている木の枝など、イベントの原因を特定する

のが難しい場合に役立ちます。  

イベントを特定するには、以下の手順を実行します。 

 ビデオパネルを右クリックし、[モーションの表示] を選択します。青色のボックスは、

モーションが発生している領域を示します。ビデオパネルを再び右クリックし、[モー

ションの表示] を選択すると、青色のボックスを取り除くことができます。 

注記この機能は、一部のカメラでのみ使用可能です。  
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スマート検索 
スマート検索を使用して、カメラの視点の特定の領域内でモーションの発生を検索できます

。1 × 1 ビデオパネルレイアウトでのみスマート検索を実行できます。 

注記スマート検索機能は exacqVision Start では使用できません。 

スマート検索の実行 

スマート検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. 検索を実行します。 

2. ツールバーから、[スマート作成] アイコンをクリックします。  

注記：[スマート作成] アイコンを有効にする場合は、1 つのカメラのみを選択し、その

ビデオがダウンロードされていることを確認してください。 

3. ビデオパネルを左クリックし、検索する領域の上にボックスが描かれるまで、カーソル

をドラッグします。 

4. [スマート検索] ウィンドウでモーション感度を調整するには、[感度] スライダーを右

に動かします。 

注記：一部のカメラとサーバーハードウェアでは、[埋め込みデータの使用] オプション

もサポートしています。このオプオションは、ビデオの録画中にモーション値を取得し

、使用することにより、スマート検索の速度を上げることができます。 

5. [OK] をクリックし、次に、タイムライン内でフレームを表示するために [OK] をクリッ

クします。スマート検索が完了すると、選択した領域からのモーションを含むフレーム

の数が表示されます。 

注記：スマート検索フレームはタイムライン内にオレンジ色で表示されます。 

ビデオを再生すると、そのビデオではスマート検索フレームのみが再生されます。 
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マップ検索 
マップ検索を使用して、マップに関連付けられているカメラ内のビデオを見つけることがで

きます。マップ画像をアップロードし、カスタムマップを作成する方法の詳細については、

「 [マップ] ウィンドウ」を参照してください。 

注記：マップ検索機能は exacqVision Start では使用できません。 

マップ検索の実行 

マップ検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[マップ] を選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、検索するマップを選択します。 

注記：マップを選択すると、そのすべての子マップおよびマップに関連付けられている

カメラも選択できます。子マップまたはカメラを削除するには、ナビゲーションツリー

内でそれらを消去します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。  

ビュー検索 
ビュー検索を使用して、カスタムビューからビデオを検索できます。 

ビュー検索の実行 

ビュー検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[ビュー] を選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、検索するビューを選択します。 

注記：ナビゲーションツリー内でビューの上にカーソルを置くと、どのカメラがビュー

内にあるのかを確認することができます。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。 
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イベント検索 
イベント検索を使用して、[イベントリンク] ウィンドウで以前に構成した特定のイベントに

検索を絞り込むことができます。イベント検索を使用して、イベントに関連付けられている

ビデオと音声を検索することもできます。 

注記イベント検索機能は exacqVision Start では使用できません。 

イベント検索の実行 

イベント検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[イベント] を選択します。 

2. ナビゲーションツリーから、検索するイベントを選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。  

5. オプション。タイムライン内の赤色のバーは、ビデオまたは音声が録画のためにトリガ

ーされたときを示しています。ナビゲーションツリー内でカメラを選択し、イベントに

よる検索を実行することで、そのイベントが属するビデオを検索できます。 

[検索]ウィンドウのVideoPush 
[検索]ウィンドウでは、録画されたビデオを検索し、VideoPush機能を使用して別の

exacqVisionクライアントに送信することができます。VideoPushの詳細については、[ビデオ

プッシュ] ウィンドウを参照してください。 

[検索]ウィンドウでVideoPushを使用してビデオを送信する 

[検索]ウィンドウでVideoPushを使用してビデオを送信するには、以下の手順を実行します

。 

1. [検索] ウィンドウで、検索を実行します。 

2. ツールバーから、[VideoPush] アイコンをクリックします。 

3. [VideoPush] ウィンドウで、 [モード]リストからオプションを選択します。詳細につい

ては、「[ビデオプッシュ] ウィンドウ」を参照してください。 

4. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 送信: ビデオ全体を送信します。 

 フレームを送信: ビデオの静止フレームを送信します。 
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ブックマーク 
ブックマークは、永続的に保存し、exacqVision クライアントで容易にアクセスできるビデ

オクリップです。作成したブックマークのリストにアクセスするには、[検索] ウィンドウで 
[ブックマーク] を選択します。[新規ブックマーク] タブの機能の詳細については、「表96.[
新規ブックマーク] タブ」を参照してください。  

注記：ブックマーク機能は exacqVision Start では使用できません。 

インターフェース要素 説明 

チェックボックスの保

存後にブックマークに

移動 

ブックマークの保存直後にブックマークを表示するには、[保存後にブックマーク

に移動] チェックボックスを選択します。 

[新規ケース] ボタン ブックマークの集まりを作成します。 

表96.[新規ブックマーク] タブ 

[検索] ウィンドウでのブックマークの作成 

[検索] ウィンドウでブックマークを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、ツールバーの [ブックマーク] アイコンをクリックします。 

2. [タイムライン] ペインで、[ブックマークの開始] アイコンまたは [ブックマークの終了] 
アイコンを選択します。デフォルトのブックマーククリップが表示されます。  

3. ブックマークを付けるビデオクリップの開始と終了にマークを付けるために、カーソル

ラインを調整します。  

注記：緑色のカーソルは、ブックマーククリップの開始にマークを付け、赤色のカーソ

ルクリップは、ブックマーククリップの終了にマークを付けます。 

4. [タイムライン] ペインで、[ブックマークの作成] アイコンをクリックします。 

5. [新規ブックマーク] タブで、ブックマークの名前と説明を入力します。 

6. [適用] をクリックします。 
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ブックマーク検索の実行 

ブックマーク検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 Enterprise ライセンスを持つシステムの場合、[ケース] をクリックします。 

 Professional ライセンスを持つシステムの場合、[ブックマーク] をクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、検索するブックマークを選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。 

ケース検索の実行 

Enterprise ライセンスを持つシステムは、[ライブ] ウィンドウでケースを作成できます。詳

細については、「[ライブ] ウィンドウでのブックマークの作成」を参照してください。ケー

ス検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、[ケース] をクリックします。 

2. ナビゲーションツリーから、検索するケースを選択します。 

3. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

4. [検索] をクリックします。 

シリアル検索 
キーワードまたはルールにリンクされているイベントについて装置を検索するには、シリア

ル検索を実行します。キーワードまたはルールの作成方法の詳細については、「シリアルデ

ータ文字列検索のルールの作成」を参照してください。 

シリアル検索の実行 

この機能は、シリアル装置をサポートするサーバーに対してのみ利用できます。シリアル検

索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. ナビゲーションツリーから装置を選択します。 

2. [シリアル検索] フィールドに、キーワードを入力します。 

3. オプション。ルールまたはキーワードを変更するには、[鉛筆] アイコンをクリックしま

す。 

4. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

5. [検索] をクリックします。時間範囲内で発生したすべてのキーワードまたはルールは、

タイムラインに赤色で表示されます。関連付けられているビデオは青色で表示されます

。 
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キーワード検索 
キーワード検索を使用して、そのキーワードについてサーバー上の装置を検索できます。シ

ステムでキーワードの記録を無効にするには、「キーワードの無効化」を参照してくださ

い。 

注記この機能は、セキュリティ統合をサポートするサーバーに対してのみ利用できます

。 

キーワード検索の実行 

キーワード検索を実行するには、以下の手順を実行します。 

1. ナビゲーションツリーから装置を選択します。 

2. [キーワード検索] フィールドに、キーワードを入力します。 

注記シリアル装置とセキュリティ統合装置の両方を選択した場合、[シリアルの検索] フ
ィールドも表示されます。詳細については、「シリアル検索」を参照してください。 

3. オプション。キーワード条件を変更するには、[鉛筆] アイコンをクリックします。 

4. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

5. [検索] をクリックします。検索結果は、ビデオパネルの右側に表示されます。 
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解析オーバーレイ 
解析オーバーレイは、カメラが分析イベントを識別する領域、（例えば入力されたオブジ

ェクト、終了したオブジェクト、および顔検出など）を表します。  

注記カメラの解析を設定するには、カメラの解析Webページに移動します。  

解析メタデータ検索の実行 

解析メタデータ検索を実行するには、以下の手順を実行します: 

1. ナビゲーションツリーから、検索する解析オーバーレイを選択します。 

2. [検索範囲] 領域で、検索を開始し、終了する日時を選択します。 

3. オプション。検索を絞り込むには、[フィルターを表示]チェックボックスをオンにしま

す。詳細については、「表97」を参照してください。 

4. [検索] をクリックします。検索結果は、ビデオパネルの右側に表示されます。 

インターフェース要素 説明 

[ソース]リスト 検索を1つのキーワードに制限するには、[ソース] リストを使います。  

[キー]リスト [キー]リストを使うと、オブジェクトIDを選択するか、または検索する領域の周囲

に境界ボックスを描画することにより、検索を絞り込むことができます。 

境界ボックスを作成するには、[キー]リストから[境界ボックス]を選択し、検索し

たい場所の周囲にボックスが描かれるまで、ビデオパネル上でカーソルを対角にド

ラッグします。 

数値フィールド 数値番号で検索します 

表97.キーワード/解析条件ペイン 
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ファイルのエクスポート 
Professional または Enterprise ライセンスを持つカメラ最大 16 台からファイルをエクスポー

トできます。Start ライセンスでは、1 台のカメラからファイルをエクスポートできます。 

ビデオファイルのエクスポート 

ビデオファイルをエクスポートするには、以下の手順を実行します。 

1. [検索] ウィンドウで、検索を実行します。ビデオ検索の実行方法の詳細については、「

[検索] ウィンドウの概要」を参照してください。 

2. [タイムライン] ペインで、タイムライン内のビデオクリップの開始位置を特定し、[開始

にマーク付け] を選択します。 

3. ビデオクリップの開始と終了にマークを付けるために、カーソルラインを調整します。  

注記：緑色のカーソルは、ビデオの開始にマークを付け、赤色のカーソルクリップは、

ビデオの終了にマークを付けます。 

4. オプション。エクスポートするビデオの特定の領域を選択するには、[エクスポートの

トリミング] アイコンをクリックし、エクスポートするビデオの領域を選択します。  

注記：ビデオ再生のために 1 台のカメラを選択する場合にのみ、このオプションを利用

できます。 

5. ツールバーから [ビデオのエクスポート] アイコンをクリックします。 

6. [ビデオのエクスポート] ウィンドウで、ファイル名を入力します。 

7. ファイルの位置とファイルタイプを選択し、[保存] をクリックします。 

注記：デフォルトのファイルタイプは .exe（スタンドアロンの実行可能ファイル）です

。exacqVision クライアントにアクセスできないユーザーが実行可能なプレーヤーでは 
.exw ファイルを起動できます。また、.psx、パッケージ化された .ps、.avi、.mov、および 
mp4 ファイル形式を選択できます。  

システムがエクスポート処理中に切断された場合、エクスポート処理はシステムの再接続後

に自動的に再開されます。 
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エクスポートプレーヤー 

以下のリンクを使用して、プレーヤーをダウンロードできます。 

 Windows Media プレーヤー 
http://www.microsoft.com/windows/windowsmedia/default.mspx 

 Quicktime プレーヤー 
http://www.apple.com/quicktime/download 

 VLC プレーヤー 
http://www.videolan.org/vlc 

 MPlayer 
http://www.mplayerhq.hu/design7/dload.html 

以下のリンクを使用して、コーデックをダウンロードできます。 

 3ivx MPEG4 デコーダー 
http://store.3ivx.com/3ivxStore/?features=dec&platform=win&license=plus&Go=

Go 

 DivX デコーダー 
http://www.divx.com/en/downloads 

 Quicktime コーデックリソース 
http://www.apple.com/quicktime/resources/components.html?os=Windows&ctype=6

96d6463&csubtype=48323634 

 Quicktime 用 Perian コーデック 
http://www.perian.org 
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 表98 には、オペレーティングシステムの互換性に関する情報が示されています。 

 Windows プレーヤー Linux プレーヤ

ー 

Mac プレーヤー 

ビデオ形式 WMP* Quicktime プレーヤー VL

C 

MPlayer VLC Quicktime プレーヤー 

AVI 

MJPEG 

● ● 

DivX デコーダー併用 

● ● ● ● 

DivX デコーダー併用 

AVI 

MPEG4 

● 

DivX 併

用 

● 

DivX デコーダー併用 

● ● ● ● 

DivX デコーダー併用 

AVI 

MPEG4 

ASP 併用 

● 

DivX 併

用 

● 

DivX デコーダー併用 

● ● ● ● 

DivX デコーダー併用 

AVI 

H.264 

● 

DivX 併

用 

● 

DivX デコーダー併用 

● ● ● ● 

DivX デコーダー併用 

Quicktime 

MJPEG 

 ● ● ● ● ● 

Quicktime 

MPEG4 

 ● ● ● ● ● 

Quicktime MPE

G4 

ASP 併用 

 ● 

3ivx MPEG4 デコーダー

併用 

● ● ● ● 

3ivx MPEG4 デコーダー

併用 

Quicktime 

H.264 

 ● ● ● ● ● 

mp4 

MJPEG 

  ●  ●  

mp4 

MPEG4 

 ● ● ● ● ● 

mp4 

 MPEG4 

ASP 併用 

 ● 

3ivx MPEG4 デコーダー

併用 

● ● ● ● 

3ivx MPEG4 デコーダー

併用 

mp4 

H.264 

 ● ● ● ● ● 

表98.Quicktime および AVI ファイルエクスポートプレーヤー 
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[ディスクの書き込み] ウィンドウ 
[ディスクの書き込み] ウィンドウを使用して、ファイルを CD または DVD に書き込むことが

できます。[ディスクの書き込み] ウィンドウを開くには、ツールバーから [CD/DVD への保

存] アイコンをクリックします。[ディスクの書き込み] ウィンドウの機能の詳細については

、「表99.[ディスクの書き込み] ウィンドウ」を参照してください。  

注記：お使いのコンピューター上に CD バーナーがない場合、[CD/DVD への保存] アイ

コンは使用できません。 

 
図63.[ディスクの書き込み] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ディスク名の編集] ボ

タン 

ディスク名を編集するには、[ディスク名の編集] をクリックします。 

[利用可能なファイル] 

リスト 

ディレクトリ内のビデオクリップを表示します。 

ビデオクリップをディスクに追加するには、ビデオクリップを選択し、[追加] を

クリックします。 

ビデオクリップをディレクトリから削除するには、ビデオクリップを選択し、[削

除] をクリックします。 

ビデオクリップを開くには、そのファイルを選択し、[開く] をクリックします。 

ディレクトリを変更するには、[ディレクトリの変更] をクリックします。 

[ディスクの内容] リス

ト 

書き込みに利用可能なファイルリストから選択した内容を表示します。 

ビデオクリップをディスクから削除するには、ビデオクリップを選択し、[削除] 

をクリックします。 

[ディスク情報] ペイン ディスク容量に関する情報を表示します。 

読み込みバーには、ディスクの容量が表示され、[ディスクの内容] リストの内容

を書き込むために必要になる領域量が示されます。ディスクが存在しない場合、読

み込みバーには 0 が表示されます。ディスクを挿入したり交換したりした場合、[

ディスクの更新] をクリックします。 

[ディスクの書き込み] 

ボタン 

[ディスクの書き込み進行状況] ウィンドウを開きます。 

[ディスクの書き込み進行状況] ウィンドウでディスクの書き込み処理を開始する

には、[ディスクの書き込み] をクリックし、[書き込み] をクリックします。 

表99.[ディスクの書き込み] ウィンドウ 
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[ファイルマネージャー] ウィンドウ 
[ファイルマネージャー] ウィンドウでは、ファイルディレクトリからエクスポートした内

容を表示し、開き、保存し、削除することができます。この機能は、アクセス制限のあるシ

ステムユーザー、およびディスクの書き込みを行う適切なメディアドライブのないコンピュ

ーターにとって役立ちます。[ファイルマネージャー] ウィンドウを開くには、ツールバー

の [ファイルの管理] アイコンをクリックします。[ファイルマネージャー] ウィンドウの機

能の詳細については、「表100.[ファイルマネージャー] ウィンドウ」を参照してください

。  

 
図64.[ファイルマネージャー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ディレクトリファイル

] リスト 

ディレクトリからのファイルのリストを表示します。 

ディレクトリを変更するには、[ディレクトリの変更] をクリックします。 

[開く] ボタン ディレクトリからファイルを開くには、[ディレクトリファイル] リストからファ

イルを選択し、[開く] をクリックします。 

[名前を付けて保存] ボ

タン 

ディレクトリからのファイルを保存するには、[ディレクトリファイル] リストか

らファイルを選択し、[保存] をクリックします。 

[削除] ボタン ディレクトリからのファイルを削除するには、[ディレクトリファイル] リストか

らファイルを選択し、[削除] をクリックします。 

表100.[ファイルマネージャー] ウィンドウ 
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Chapter 6. Enterprise 管理 
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Enterprise 管理の概要 
Enterprise 管理セクションには、exacqVision Enterprise のみで使用できる機能が含まれていま

す。 

注記：Enterprise 管理機能は、exacqVision Enterprise のみで使用できます。 

[Enterprise システム] ウィンドウ 
[Enterprise システム] ウィンドウでは、システム構成を他のサーバーに送信し、発信接続を

管理し、手動フェールオーバー機能を有効にし、システム全体にタイムサービスを適用する

ことができます。 

[Active Directory/LDAP] タブ 
LDAP 構成は、ネットワークまたは企業全体にわたって同一です。[Active Directory/LDAP] タ
ブでは、1 台のサーバーの構成を読み込み、それを他のすべての exacqVision Enterprise サー

バーに送信できます。詳細については、「表101.[Enterprise システム] ウィンドウの [Active 
Directory/LDAP] タブ」および「[Enterprise システム] ウィンドウ」を参照してください。 

 
図65.[Enterprise システム] ウィンドウの [Active Directory/LDAP] タブ 

インターフェース要素 説明 

[システム] ペイン Enterprise ライセンスを持ち、LDAP 構成に利用できる exacqVision サーバーの

リストを表示します。 

[ディレクトリサービス] ペインのフィールドにサーバーの LDAP 構成情報を入力

するには、そのサーバーを選択し、[読み込み] をクリックします。 

[ディレクトリサービス

] ペイン 

[ディレクトリサービス] ペインの構成設定を [システム] ペインに送信するには

、各構成領域の横にあるチェックボックスを選択し、[選択したシステムへの適用] 

をクリックします。 

表101.[Enterprise システム] ウィンドウの [Active Directory/LDAP] タブ 
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[発信接続] タブ 
[発信接続] タブでは、[システム] ウィンドウで各サーバーに対して構成した発信接続を管理

し、接続の状態を表示できます。詳細については、「表102.[Enterprise システム] ウィンド

ウの [発信接続] タブ」を参照してください。 

 
図66.[Enterprise システム] ウィンドウの [発信接続] タブ 

インターフェース要素 説明 

[システム] リスト サーバーの接続を有効にするには、[有効] チェックボックスを選択します。 

サーバーの接続を無効にするには、[有効] チェックボックスをオフにします。 

アドレスをサーバーに適用するには、アドレスをシステムの [アドレス] 列に入力

します。ドメイン名を入力すると、exacqVision システムはそのバーサーを自動的

に識別します。 

[アドレス] フィールド アドレスを [システム] リスト内のすべてのシステムに適用するには、[アドレス] 

フィールドにアドレスを入力し、[適用] をクリックします。 

表102.[Enterprise システム] ウィンドウの [発信接続] タブ 
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[手動フェールオーバー] タブ 
ESM (Enterprise System Manager) は、exacqVision サーバー用のフェールオーバー機能です。監

視対象のすべての exacqVision サーバーにわたってフェールオーバー処理を自動的に管理す

るように、ESM を構成できます。ただし、ESM モニターがサーバーを監視するものの、サ

ーバーに対するフェールオーバー機能は管理しない場合、[Enterprise システム] ウィンドウ

の [手動フェールオーバー] タブでフェールオーバーを適用できます。詳細については、「

表103.[Enterprise システム] ウィンドウの [手動フェールオーバー] タブ」を参照してくださ

い。 

注記：[手動フェールオーバー] タブは、ESM がフェールオーバーのためにそのサーバー

を監視している場合にのみ表示されます。 

 

図67.[Enterprise システム] ウィンドウの [手動フェールオーバー] タブ 

インターフェース要素 説明 

[システム] リスト フェールオーバーに利用可能なサーバーのリストを表示します。 

[対象システム] ペイン 手動フェールオーバーを適用するには、[対象システム] ペインからサーバーを選

択し、[フェールオーバー] をクリックします。 

フェールオーバーサーバーを復元するには、[対象システム] ペインからサーバー

を選択し、[復元] をクリックします。 

サーバーのリストを [対象システム] ペインにインポートするには、[エクスポー

トから] をクリックします。 

[予備の作成] ボタン 他のサーバーがフェールオーバーする対象としてサーバーを再起動します。 

[レコーダーの作成] ボ

タン 

サーバーを exacqVision レコーダーとして再起動します。 

表103.[Enterprise システム] ウィンドウの [手動フェールオーバー] タブ 
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[タイムサーバー] タブ 
[Enterprise システム] ウィンドウで [タイムサーバー] タブを使用して、企業全体にわたるタ

イムサーバーとタイムサービスを表示し、適用できます。[タイムサーバー] タブを使用する

には、各サーバーに Enterprise ライセンスが必要です。詳細については、「表104.[Enterprise 
システム]」を参照してください。 

 
図68.[Enterprise システム] ウィンドウの [タイムサーバー] タブ 

インターフェース要素 説明 

[システム] リスト システム内で Enterprise ライセンスを持つサーバーのリストを表示します。  

システム内のすべてのサーバーを選択するには、[すべてのシステムの選択] チェ

ックボックスを選択します。 

サーバーのタイムサーバー設定を他のサーバーに適用するには、そのサーバーの横

にある [読み込み] をクリックし、設定を適用するサーバーを選択し、[選択した

システムへの適用] をクリックします。 

[タイムサーバー] ペイ

ン 

インターネットまたはローカルネットワークタイムサーバーを、[システム] リス

トで選択したシステムに適用します。  

[システム] リストで選択したシステムにタイムサーバーを適用するには、[タイム

サーバー] フィールドにタイムサーバーを入力し、[タイムサーバーを有効にする

] チェックボックスを選択し、[選択したシステムへの適用] をクリックします。 

表104.[Enterprise システム]ウィンドウの [タイムサーバー] タブ 
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[セキュリティ] タブ 
[Enterprise システム]ウィンドウの[セキュリティ] タブでは、セキュリティ設定を適用し

たり、サーバー内のすべてのユーザーアカウントのアクセススケジュールを変更することが

できます。 

 
図69.[Enterprise システム]ウィンドウのセキュリティタブ 

サーバーのユーザーロックアウト試行回数制限を設定する 

サーバーのユーザーロックアウト試行回数制限を設定するには、以下の手順を実行します。 

1.  [システム] リストから、１つ以上のサーバーを選択します。 

2. [ユーザーセキュリティ]ペインで、[ユーザーロックアウト]領域の横にあるチェックボ

ックスをオンにします。 

3. [ユーザーロックアウト]領域で[有効にする]チェックボックスを選択します。 

4. [試行回数] リストから、ユーザーがシステムからロックアウトされるまでに与えられる

、パスワードの入力試行回数を選択します。 

5. [選択システムへの適用]をクリックします。 
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サーバーのユーザーロックアウトのリセット時間を設定する 

サーバーのユーザーロックアウトのリセット時間を設定するには、以下の手順を実行します

。 

1. [システム] リストから、１つ以上のサーバーを選択します。 

2. [ユーザーセキュリティ]ペインで、[ログインロックアウト自動リセット]領域の横にあ

るチェックボックスをオンにします。 

3. [ログインロックアウト自動リセット]領域で[有効にする]チェックボックスを選択しま

す。 

4. [分] リストから、リセットされるまでに、ユーザーをシステムからロックアウトする時

間を選択します。 

5. [選択システムへの適用]をクリックします。 
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サーバーの非活動ロックアウト時間を設定する 

非活動ロックアウト時間を設定するには、以下の手順を実行します。 

1. [システム] リストから、１つ以上のサーバーを選択します。 

2. [ユーザーセキュリティ]ペインで、[非活動ロックアウト]領域の横にあるチェックボッ

クスをオンにします。 

3. [非活動ロックアウト]領域で[有効にする]チェックボックスを選択します。 

4. [日数] リストから、ユーザーがシステムからロックアウトされるまでにシステム上で非

アクティブな状態でいられる日数を選択します。 

5. [選択システムへの適用]をクリックします。 

サーバーの新しいアクセススケジュールを作成する 

サーバーのアクセススケジュールを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [システム] リストから、１つ以上のサーバーを選択します。 

2. [アクセスのスケジュール] ペインで、[スケジュールされた時間]領域の横にあるチェッ

クボックスをオンにします。 

3. [プラス]アイコンをクリックします。 

4. [スケジュール名] フィールドに、スケジュールの名前を入力します。 

5. 日数を選択し、ユーザーにアクセス権を与える期間の開始および終了時間を選択します

。 

6. [選択システムへの適用]をクリックします。 

サーバー上のパスワードセキュリティを強化する 
サーバーのパスワードセキュリティを強化するには、以下の手順を実行します。 

1. [システム] リストから、１つ以上のサーバーを選択します。 

2. [パスワード強化と拡張認証]ウィンドウで、[有効にする]をクリックします。 

3. [パスワード] フィールドに、パスワードを入力します。 

4. [有効にする]をクリックします。  

注記[有効にする]をクリックすると、変更を元に戻すことはできません。 古いソフトウ

ェアバージョンのexacqVisionクライアントは、ソフトウェアをアップグレードするまで

サーバーに接続できません。  
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[Enterprise カメラ] ウィンドウ 
[Enterprise カメラ] ウィンドウでは、ESM に接続するサーバー内のすべてのカメラに関す

る情報を表示できます。詳細については、「表105.[Enterprise カメラ] ウィンドウの機

能」を参照してください。 

 
図70.[Enterprise カメラ] ウィンドウ 

機能 説明 

設定 カメラの設定を表示するには、カメラの名前をダブルクリックします。 

exacqReplay カメラの [exacqReplay] ウィンドウを開くには、そのカメラの [録画の状態] 列を右クリッ

クします。exacqReplay の詳細については、「[exacqReplay] ウィンドウ」を参照してくださ

い。 

表105.[Enterprise カメラ] ウィンドウの機能 
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[Enterprise ストレージ] ウィンドウ 
[Enterprise ストレージ] ウィンドウでは、すべてのストレージ装置を表示し、S シリーズおよ

びサーバーストレージを構成できます。また、S シリーズストレージサーバーを選択し、ア

ーカイブまたは拡張ストレージあるいはその両方のために構成し、exacqVision システムと

関連付けることができます。  

 
図71.[Enterprise ストレージ] ウィンドウ 
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[Enterprise 通知] ウィンドウ 
[Enterprise 通知] ウィンドウでは、複数のサーバー上で同時に通知プロファイルと電子メー

ルサーバーを構成できます。通知プロファイルの作成方法の詳細については、「[通知] ウィ

ンドウ」を参照してください。 

 
図72.[Enterprise 通知] ウィンドウ 

通知プロファイルとサーバーとの関連付け 
通知プロファイルとサーバーを関連付けるには、以下の手順を実行します。 

1. [電子メールメッセージプロファイル] タブで、[新規] をクリックします。 

2. [電子メールメッセージプロファイル構成] ペインに、電子メールの内容の短い説明を入

力します。 

3. オプション。[送信速度制限] リストから、電子メール通知が送信される間隔の最小秒数

を調整します。詳細については、「[電子メールメッセージプロファイル] タブ」を参

照してください。  

4. [差出人] フィールドには、電子メールを送信する人の電子メールアドレスを入力します

。[受信者] フィールドには、受信者の電子メールアドレスを入力します。 

5. 電子メールの件名を入力し、[メッセージ] フィールドに電子メールメッセージを入力し

ます。 

6. [システムグリッドに適用] をクリックします。 
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送信 SMTP メールサーバーの構成 
送信 SMTP メールサーバーを構成するには、以下の手順を実行します。 

1. [電子メールサーバー] タブで、[新規] をクリックします。 

2. [電子メールサーバー構成] ペインに、電子メールの内容の短い説明を入力します。 

3. 以下のいずれかのオプションを選択します。 

 SSL/TLS 

 STARTTLS 

注記：Microsoft Office 365 を使用している場合は、[STARTTLS] を選択します。 

4. [送信メールサーバー] 領域に、送信メールサーバーの IP アドレスとポート番号を入力し

ます。デフォルトのポート番号は 25 です。 

5. [システムグリッドに適用] をクリックします。 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  185 / 197 2018年3月16日 
 

 [Enterprise ユーザー] ウィンドウ 
[Enterprise ユーザー] ウィンドウでは、LDAP 統合を使用するか、使用せずに複数のシステム

のユーザーまたはグループアカウントを同時に作成できます。ユーザーまたはユーザーグル

ープを作成するには、「LDAP 統合を利用したユーザーまたはグループの作成」および「

LDAP 統合を利用しないユーザーまたはグループの作成」を参照してください。[Enterprise 
ユーザー] ウィンドウの機能の詳細については、「表106.[Enterprise ユーザー] ウィンドウ」

を参照してください。  

 
図73.[Enterprise ユーザー] ウィンドウ 

インターフェース要素 説明 

[ユーザーのロック解除] 

ボタン 

ユーザーのロックを解除するには、[ユーザーアカウント] リストからユーザー

を選択し、[ユーザーのロック解除] をクリックします。 

[すべてのシステムの選

択] チェックボックス 

ユーザーのアカウント設定を、exacqVision [システム] リスト内のすべてのサ

ーバーのデフォルト設定として適用するには、[すべてのシステムの選択] チェ

ックボックスをオンにします。 

[選択項目にコピー]ボタ

ン 

ユーザーをシステムにコピーするには、[ユーザーアカウント]リストからユーザ

ーを選択し、[システム]リストからシステムを選択し、[選択項目にコピー]をク

リックします。  

[選択項目を削除]ボタン システムからユーザーを削除するには、[ユーザーアカウント]リストからユーザ

ーを選択し、 [システム]リストからシステムを選択し、[選択項目を削除]をク

リックします。 

[エクスポート] ボタン ユーザーのリストを含む Enterprise ユーザー構成ファイルを保存するには、[

エクスポート] をクリックします。その後、このファイルを [システム] リスト

にインポートできます。 

[ＩＤ] タブ [ID] タブを使用して、ユーザー検索を絞り込むためにデータフィールドを作成

できます。データフィールドを作成するには、[プラス]アイコンの横にあるチェ

ックボックスをクリックし、対応するフィールドに情報を入力します。 

[セキュリティ] タブ [セキュリティ]タブでは、一時的なユーザーを作成し、ユーザーにアクセススケ

ジュールを割り当て、ユーザーのアカウントを無効にすることができます。詳細

については、「ユーザーアカウントの無効化」、「exacqVision Enterpriseでの

一時ユーザーの作成」、および「exacqVision Enterpriseのユーザーへのアクセ

ススケジュールの割り当て」を参照してください。 

表106.[Enterprise ユーザー] ウィンドウ  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  186 / 197 2018年3月16日 
 

LDAP 統合を利用したユーザーまたはグループの作成 
LDAP 統合を利用してユーザーまたはグループを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [Enterprise ユーザー] ウィンドウで、[AD/LDAP の照会] をクリックします。 

2. [ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウで、ユーザーまたはグループのドメインを 
[ベース DN の選択] リストから選択します。 

3. [検索する名前の入力] フィールドに、ユーザー名を入力します。 

注記：ユーザー名は、ユーザーまたはグループがネットワークへのログオンに使用する

ユーザー名です。 

4. 適合するユーザーまたはグループを表示するには、[検索] をクリックします。 

5. ユーザーまたはグループの名前を選択し、[選択] をクリックします。 

注記：[ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウの [状態] 領域に [接続されました] 
が表示されていない場合、ネットワーク管理者に問い合わせてください。 

6. [システム] ペインで、ユーザーまたはグループがアクセスできるようにするサーバーを

選択します。 

注記赤色で強調表示されている [exacqVision システム] ペイン内のサーバーは、LDAP 用
に構成されていますが、接続されていません。  

7. [選択システムへの適用]をクリックします。  

8. [システムの追加] ウィンドウで、[シングルサインオンの使用] を選択します。 

注記：[システムの追加] ウィンドウで [シングルサインオンの使用] を選択しないと、

そのユーザーまたはグループはサーバーへのログオンに失敗する可能性があります。詳

細については、「システムの手動追加」を参照してください。 

LDAP 統合を利用しないユーザーまたはグループの作成 
LDAP 統合を利用しないでユーザーまたはグループを作成するには、以下の手順を実行しま

す。 

1. [Enterpriseユーザー] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [システム] ペインで、ユーザーまたはユーザーグループがアクセスできるようにするサ

ーバーを選択します。 

3. [詳細]タブで、ユーザー名を入力します。 

4. パスワードを [パスワード] フィールドに入力し、次に [確認] フィールドでパスワード

を確認します。 

5. [ユーザーグループ] リストから、ユーザーグループを選択します。 

6. [選択システムへの適用]をクリックします。 
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ユーザーアカウントの無効化 
ユーザーアカウントを無効にするには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

2. [ユーザーアカウント構成]ペインで、[セキュリティ]タブをクリックします。 

3. [セキュリティ]タブで、[ユーザーを無効にする]の横にあるチェックボックスをオンに

します。 

4. [ユーザーを無効にする]チェックボックスをオンにします。 

5. [選択システムへの適用]をクリックします。  
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exacqVision Enterpriseでの一時ユーザーの作成 
一時ユーザーを作成するには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント]リストからユーザーを選択します。 

2. [システム]リストから、ユーザーにアクセスさせるシステムを選択します。 

3. [ユーザーアカウント構成]ペインで、[セキュリティ]タブをクリックします。 

4. [セキュリティ]タブで、[一時ユーザー]の横にあるチェックボックスをオンにします。 

5. [一時ユーザー]チェックボックスをオンにします。 

6. [アクセス時間開始] リストと [アクセス時間終了] リストから、スケジュールの開始お

よび終了時間を選択します。 

7. [選択システムへの適用]をクリックします。 

exacqVision Enterpriseのユーザーへのアクセススケジュールの割り当

て 
ユーザーにアクセススケジュールを割り当てるには、以下の手順を実行します。 

1. [ユーザーアカウント] リストから、ユーザーを選択します。 

注記完全な管理権限を持つユーザーにスケジュールを割り当てることはできません。  

2. [システム]リストから、システムを選択します。  

3. [ユーザーアカウント構成]ペインで、[セキュリティ]タブをクリックします。 

4. [アクセススケジュール]リストから、スケジュールを選択します。 

5. [選択システムへの適用]をクリックします。  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  189 / 197 2018年3月16日 
 

[Enterpriseパスワードの変更]ウィンドウ 
Enterpriseシステムにおける[パスワードの変更]  

ウィンドウで、Enterpriseシステム内の1つ以上のexacqVisionクライアントサーバーで現在の

ユーザーのパスワードを変更できます。 

[Enterpriseパスワードの変更]ウィンドウは、以下の状況では表示されません。 

 現在のユーザーはLDAPユーザーです。 

 ユーザーにはパスワードを変更する権限がありません。詳細については、「 [ユーザー

] ウィンドウの [セキュリティ] タブ」を参照してください。 

 
図74.[Enterpriseパスワードの変更]ウィンドウ 

システムのパスワードの変更 
EnterpriseシステムのexacqVisionクライアントサーバー上の現在のユーザーのパスワードを変

更するには、以下の手順を実行します。 

注記ユーザーにはパスワードを変更する権限がありません。詳細については、「 [ユー

ザー] ウィンドウの [セキュリティ] タブ」を参照してください。  

1. ナビゲーションツリーから、[パスワードの変更]を選択します。 

2. [システム]ペインで、システムを選択します。 

3. [新規パスワード]フィールドで、新しいパスワードを入力してから、[パスワードの確

認]フィールドにそのパスワードを再び入力してパスワードを確定します。 

4. [選択システムへの適用]をクリックします。 

5. 新しいパスワードを適用する各システムの古いパスワードを入力します。 

6. オプション。すべてのシステムで同じパスワードを使用する場合は、[すべてに使用]チ

ェックボックスを選択することができます。 

7. [OK]をクリックします。 
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[Enterprise Web パネル] ウィンドウ 
[Web パネル] ウィンドウでは、Web サイトをシステムに追加し、それらの Web サイトを [
ライブ] ウィンドウ内のビデオパネルに表示できます。 

 
図75.[Enterprise Web パネル] ウィンドウ 

Web サイトの追加 
Web サイトを追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [Web パネル] ウィンドウで、[新規] をクリックします。 

2. [Web パネル構成] ペインに、追加する Web サイトの名前を入力します。 

3. [URL] フィールドに、Web サイトの IP アドレスを入力します。 

4. [ナビゲーションスタイル] リストから、以下のいずれかのオプションを選択します。 

 表示のみ：Web ページとやり取りできますが、別のページにリダイレクトすること

はできません。 

 フィルタ適用：Web ページとやり取りしたり、構成されたリンクにアクセスしたり

できます。リンクの追加方法の詳細については、「Web サイトナビゲーションスタ

イルフィルターの追加」を参照してください。 

 完全にナビゲーション可能：機能している Web ブラウザーと同じ機能を利用できま

す。 

5. [自動更新速度] リストから、Web サイトを更新する頻度を選択します。 

6. [適用] をクリックします。 
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Web サイトナビゲーションスタイルフィルターの追加 
ナビゲーションスタイルフィルターを追加するには、以下の手順を実行します。 

1. [Web サイト] リストから、フィルターを追加する Web サイトを選択します。 

2. [信頼済みセグメント] ペインに、追加する URL を入力します。 

3. [追加] をクリックします。 
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Chapter 7. テクニカルサポート 
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Exacq Technologies は、卓越した技術およびエンジニアリングサポートを提供することに尽

力しています。exacqVision 製品について手助けが必要である場合は、エラーメッセージま

たはエラーを再現するための説明を含め、問題の詳細な記述を準備してください。 

テクニカルサポートには以下の方法で連絡できます。 

Exacq Technologies, Inc. 

11955 Exit Five Parkway, Bldg 3 

Fishers, IN  46037  USA 

 

電話：+1-317-845-5710 

FAX番号：+1-317-845-5720 

電子メール：support@exacq.com 

ウェブ：http://www.exacq.com  
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Chapter 8. 規制通知 
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FCC（Federal Communications Commission：連邦通信委員会） 
Radio Frequency Interference Statement（無線周波数干渉に関する声明） 

 
Exacq 製品は、偶発的無線周波数発生回路を含んでいるため、適切に設置され、使用されな

い場合、無線およびテレビの受信への干渉が起こる可能性があります。本装置は、連邦通信

委員会 (FCC) 規則の Part 15 Subpart J に従って試験を受け、Class A コンピューター機器の制

限に適合するものと認定されています。これらの制限は、装置を商業環境で動作させた場合

に、当該の干渉に対して妥当な保護を提供することを目的とするものです。住宅地で本装置

を動作させると、無線およびテレビの受信への干渉が起きる可能性があり、その場合、ユー

ザーが自己負担で干渉の問題を是正する必要があります。本装置が無線またはテレビの受信

への干渉を起こしている場合（これは装置の電源のオン/オフの切り替えで判断できます）

、ユーザーは以下の 1 つまたは複数の方法によって干渉の補正を試みるよう推奨されます。

テレビまたは無線の受信アンテナの方向を変えたり、Exacq 製品および無線またはテレビの

設置位置を互いに対して変えたりしてください。必要に応じて、ユーザーは補足提案につい

てメーカーまたは経験を積んだ無線/テレビ技術者に助言を求める必要があります。ユーザ

ーにとって役立つ資料としては、連邦通信委員会が作成した小冊子『How to Identify and 
Resolve Radio-TV Interference Problems』が挙げられます。この小冊子は、米国政府印刷局（

Washington DC, 20402（ストック番号 004-000-00345-4））から入手できます。 

 
CE 通知 

記号のマーキングは、本装置が欧州共同体の EMC 指令に適合していることを示してい

ます。当該のマーキングは、本装置が以下の技術規格を満たしているか、上回っていること

を示しています。 

 
- EN55022：伝導エミッション 
- EN55022：放射エミッション 
- 61000-4-2 静電放電 
- 61000-4-3 放射イミュニティ 
- 61000-4-4 電気的ファストトランジェント 
- 61000-4-5 サージイミュニティ 
- 61000-4-6 伝導イミュニティ 
 

電磁適合性 (EMC) は、ユーザーにより追加されるすべての配線に対して、シールドケーブル

およびフェライト磁心の使用を求めます。適切な遮蔽技術をユーザーのシステムに適用する

必要があります。 
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Chapter 9. 保証 

  

http://www.exacq.com/


www.exacq.com  197 / 197 2018年3月16日 
 

限定的保証および責任の制限 

限定的保証。Exacq のハードウェア製品は、Exacq が製品をお客様に出荷した日から 3 カ月間、材料および仕上がりにおいて欠陥がないことを保証するものとします

。すべてのソフトウェア製品は、適切な Exacq Technologies ライセンスの条件に基づき、お客様にライセンスを許諾します。納入日から 90 日の間、Exacq ソフトウ

ェア製品（Exacq ハードウェア製品に適切にインストールされている場合）は、(a) 付属の資料に従って実質的に機能し、(b) ソフトウェア製品が記録される媒体は通

常の使用および業務の下で材料および仕上がりにおいて欠陥がないことを保証するものとします。ライセンスの許諾を受けたソフトウェア製品の交換は、本来の保証期

間の残余期間または 30 日間のいずれか長い期間、保証されるものとします。お客様は、保証期間中に製品を Exacq に返品する前に、Exacq から RMA (返品承認) 番

号を取得する必要があります。お客様は、修理または交換された製品の Exacq との間の発送費用を支払うものとします。返品された製品は検査され、試験された後、

その製品に欠陥がないと Exacq が断定した場合、お客様に通知します。その製品はお客様の負担で返却され、この調査と試験の費用はお客様に請求させていただきま

す。本限定的保証は、以下のことを原因として製品または部品が損傷している場合には無効となります。(a) 不適切な取り扱い、通常の使用による摩損、事故、盗難、

器物損壊、火災、水害、他の危険、(b) 電力、温度湿度、埃、または電光など、本製品の動作に関する仕様の範囲外の状況、(c) 該当する Exacq ソフトウェアとの併

用を目的としていないお客様支給のサードパーティソフトウェア、(d) 不適切なハードウェアまたはソフトウェアキーの利用、または (e) Exacq Technologies, Inc. 

またはその正規サービスセンターあるいは公認技術者によって行われたのではない製品の不適切な使用、過失、修理、改ざん、または保守。 
 
顧客救済措置前述の限定的保証に関して Exacq が負う義務（およびお客様の唯一の救済手段）は、その自由裁量により、支払った費用の返済または欠陥がある製品の

修理/交換とします。ただし、これは該当する保証期間中にかかる欠陥について Exacq が書面による通知を受けることが条件となります。お客様は、訴訟原因の発生か

ら 1 年以上経ってから、前述の限定的保証に基づいた救済措置を強制するために訴訟を提起することはできません。 
 
返品/取消条件。お客様は、納入日から 30 日以内に不要な製品を返品できます。お客様は、Exacq に返品した不要な製品に対し、20% の返品手数料を支払うものとし

ます。30 日間の返品期間の終了後、返品は受け付けられません。特殊な装置またはサービスが関係している場合、お客様はすべての進行中の関連業務に責任を負うも

のとします。ただし、Exacq は、お客様から書面による取消通知を受け取り次第、損害を軽減するために責任ある措置を講じるものとします。製品を返品するには、

RMA 番号を Exacq から入手する必要があります。Exacq は、当社に対してお客様が行なった説明が誤っているか誤解を与えるものであった場合、注文を解除できます

。 
 
その他の保証の排除。上記の明示的に定められた保証を除き、本製品は、「現状のまま」で提供され、一切の保証を伴いません。また、商品性、特定目的適合性、権利

、または不侵害の黙示保証、あるいは商慣習や取引の過程で発生する可能性のあるその他の保証を含みますが、これに限定されるものではなく、明示黙示の如何を問わ

ず、本製品についてその他の保証は一切行いません。Exacq は、本製品の使用またはその使用の結果に関し、正確性、精度、信頼性、またはその他の点について一切の

保証または表明を行うものではなく、本製品の操作が中断なく行えること、またはエラーがないことを保証しません。Exacq はここに記載されていないあらゆる保証を

明示的に放棄します。 
 
派生的損害に対する法的責任の除外。Exacq とそのライセンサー、ディストリビューター、およびサプライヤー（これらの役員、取締役、従業員、および代理業者を含

む）の全責任は、前述のとおりです。適用法によって認められる最大の限度で、Exacq とそのライセンサー、ディストリビューター、およびサプライヤー（これらの取

締役、役員、従業員、および代理業者を含む）は、その損害が発生する可能性を通告されていた場合においても、特別、直接的、間接的、付随的、懲罰的、または派生

的に生じた損害、費用、利益の逸失、貯蓄の損失、業務への支障、業務に関する情報の逸失、またはその他の本製品の使用あるいは使用不能を含みますが、これに限定

されるものではなく、いかなる損害に対しても一切の責任を負いません。お客様は、適用される購入価格またはライセンス料がこのリスク配分を考慮して決定されてい

ることを認めます。一部の州/司法管轄区では、間接的や偶発的な損害に対する責任の除外または制限が認められない場合があるため、前述の制限は適用されないこと

があります。上訴不可能な最終審判において管轄を有する裁判所により、お客様に販売されたか、ライセンスを許諾された Exacq 製品に欠陥があり直接的に人体の損

傷、死亡事故、または物的損害を引き起こしたと決定されたために、前述の責任の制限が効力を有しない場合には、物的損害に対する Exacq の責任の上限は、50,000 

ドルまたはかかる損害を引き起こした特定の製品に支払われた料金のいずれか大きい方の金額とします。 
 
警告：いかなる用途においても、本製品の動作の信頼性は、電源供給の変動、コンピューターハードウェアの動作不良、コンピューターのオペレーティングシステムソ

フトウェアの適合性、アプリケーション開発に使用するコンパイラおよび開発ソフトウェアの適合性、インストール時のエラー、ソフトウェアとハードウェアの互換性

の問題、電子監視装置あるいは制御装置の動作不良または故障、電子装置（ハードウェアまたはソフトウェアあるいはその両方）の一時的故障、想定されていない使用

や誤使用、またはユーザーやアプリケーション設計者の過失などを含みますがこれらに限定されない有害な要素（これらの有害な要素を以下「システムの故障｣と総称

します）により損なわれることがあります。システムの故障が人体または所有物に損傷の危険（人体の損傷および死亡の危険性を含む）をもたらすような用途に関して

は、システムの故障の危険があるため、単独の形態の電子システムのみに頼ってはならないものとします。損害、損傷、または死亡を回避するために、ユーザーやアプ

リケーション設計者は、システムの故障を防ぐための合理的にみて慎重な処置（バックアップまたはシャットダウン機構を含みますがこれに限定されません）を取らな

ければなりません。各エンドユーザーシステムはカスタマイズされ、Exacq のテストプラットフォームとは異なるものであるため、あるいはユーザーまたはアプリケー

ション設計者は Exacq により評価または検討されていない方法で Exacq 製品を他の製品と組み合わせて使用している可能性があるため、ユーザーまたはアプリケーシ

ョン設計者は、Exacq 製品がシステムまたはアプリケーションに組み込まれている場合は常に、Exacq 製品の適合性（かかるシステムまたはアプリケーションの適切な

設計、プロセス、および安全レベルを含みますがこれに限定されません）を検証し、確認する最終的な責任を負います。 
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